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1章研究概嬰

1 -1 はじめに

日本の伝統的本法建築の中で，It子1:1:IJを作る校悼ilJ,

或る意l民で大工技術の ・＇） の小心であったとみることも

できる。

主［をf史わないで法る（全く使わないという意味ではな

い）という大仁技術的怠地も，今H筏されている惚維な

継二子壮行の発達に，一人きな役実；iを来してきたことに遠い

なかった。しかし，今江の大I技術の；量かれている環境

の 'I• では，もはやその意地の通せる場前iは械めて少なく，

伝統的疑雑な純子仕II は，十台ど過去のものとなっている。

現庄の仕事の中に残されている，紋子の様類の!jf；どが，

金融公庫のHt手書の中に記されているものに限られ，辞

議：，教科書：に兄られるわづかの軒目を除けば，過去に使わ

れていたHT1111は，え5り｝jとともに，形や名前すら，
Jj~’大の［事から忘れられようとしている。

品米木造継下が過去のものとなったート嬰な版！珂は，そ

の力11iのむづかしさ（桶if~lj さ）にあったといえよう。だ

から，そのi面倒j さが近代的機械加 i て”~￥， ii'i てw きるように

なれば，之等の到来TはT写ぴ制l)i'.をi作ぴるはずと忠われて

いた。｛列えば，インジヱクションによるriX:形技1jをIllし、

れば，プラスチソクを利用して，此の程度の波絡な形は

現在でも能率的製造が可能である。だがこれは六きさも

限界があり，木材にはi車Illできなかった。しかし最近IJ,

木村を加rする機械が製法され始めた。それはまだ，従
来の子力n工の精巧きには及はないが，最近の工作技術の

発述内迷J主から推察すると，子力口仁の精度に近づくのも，

i時間のr,n1mかもしれない。そうなれば，神う｜と木足ょの小で
発j主した数々のすぐれたit子11:1i が， IQ｛~に説中するこ

とも夢ではないかもしれない。

以上の様な状況を反映しでか，最近iまイ在来木造建築の

紋子{LUを記載した警も出版される様になったが，それ

等はいづれも部分的，或いは専門的資料であって，木；主

i主子に関するあらゆる資料を総覧できるものではない。

本研究は，日本で発達した木造継子fI I lを，総合的に

w，米る限り，技術的範関で広い規肝でとらえ，現代及び
将来にかかわりを持っとd忠われるものを中心に， bl(J''J, 

形態，機能，強度，そして発生と展；！自の歴史的経過等を

？？めた資料の紫引を，集大成しようとするものである。

報一仏集は，紋子fl:I lの写真を含み，統ムされた7ォ－

7 ソトで体裁を撃をえたのであるが，写真作成をめぐって

様々の問題点が浮き彫りにされた。

散布•J＇.写真は際型を作り，それを織i;i；する子定であった。

だが桟型をイヤるためには問泌が必＇£＇であり，確定した耳元

イTの視、ll請がない以 I, thl TTiを作るにはkr干の11'る文物

を改めて訴11[しなければならないことがわかった。 j古前

txlr合jを作るよりは， 1J'J:核大Iグl+i'l：等で，模型をftる方が
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半いということになった。その場合，件、Ji去をどう絡パ

するかについて， 織には決められず， jiif等かの判断が

必裂であることがわかり，それなら実物を大工にftって

もらうカが良いということになった。その給来，細部の

J法がl防尺，のみ（号室）等のi韮共の大きさできまってい

る所等もわかり，墨のnち}j, T 作の総Vf-＇芹もHIJらかに
なる怠民主で， JI;｛）撃が多かった。

実年却を製作することになると，材料，千聞を介わせて

祁＂＇＼の出授が子恕されることになったが，これは LI本住

宅木村技術セノタ （理事長 上付武）の絡耳目の併時意

により， II'.米J.がった物は向センタ…のliVI':fに保存さ

れるということで， 子活向に納めることができた。

」と，患の打ち五， TfFの傾！？？三等を，カメラ，ピデオ.；~

で記録をとることは， 般の大Tの様めて好まぬもので

あったにもかかわらず，製作者尾崎建設の笹[I）.早語、で，詳

しい資料が採取できた。

従来議られている木造紋子の校型や写真の大部分は，

相手めて i質の桧の絹を用いたものが多いのであったが，

それは現実とl!iたりのあるものになるため，今凶は，毛見

詰 般に用いられている材料の小から， Ll"Iなものを選

ぶこととし，材積もそれぞれの紋子1:1:I ！の用いられる部

材にふさわしいものを，選ぶこととした。

写真も，それぞれの継子社口が，実際に使われるH:iil'

に近いjf~＇（＇，撮影することを考え，柱月！の物は縦 iこ，機

架材のものは横にして本す織にした。

写真！~~影については，材のff•！きを統一し，素材の形か

ら， A乱み上げた形迄を珂iらかにするため，物きめて高度な

J支持•rl1'J配慮がされたが，之は主として鈴木1:'.5氏のす色々な

らぬ努力と厚怠によるものである。

II本建築の中で背くまれてきた木造の継子行i」を，過

去から今日迄連ねてみると，その発生の動機が 7己的で

ないことがわかる。｛糾えば強度の？患に見え掛りの様なこ

とも大きな比重があり，強度を考える中にも，収納，く

るい，あばれ等，計算iこは乗せられないものへの配慮も

少なくない様であり，見え桂i、りを事える Iドにも筏維なこ

とを単純に見せる配慮や，釘，卒女口， t担等を見せないた

めの配慮も重視されている。又， n・・1：ての簡便さに対す
る配慮もをR婆なもののつである。攻在残されている多

様な木造継千社日IJ，此の様に様々の発i柱、が後合L，発

脱したものの僚であり，それを今，ミの研究のみで簡単

に書室内することは困難であることもわかった。しかし，

本研究ではいくつf;、の発恕を務内 L，その•I• から悲本形

と忍われるものを＋rlllhL，それらを軸として，できるだ

け見易い形て二全貌が良県できる体系を作ることを試み
守

～O 

此の種の研究は，結局日本の木造建築の中で高度に発

達L，洗練されて来た継HIねが， 体どの綾な考えの



もとに， 1'JをR擦に発展してきたかを極めようとするも

のといえよう。歴史的研究の立場から見ると，その日擦

をf!Hらかにすること自体が興味あることであるい攻f¥:

に＇I＇きる建築技術を研究する立場からすれば，その白 線

に将来の建築十支持Tの口擦とすべきものがあるかどうかか

に，大きな興味があることになる。

本研究はまだその絡を開いたにすぎないがこの穫の朝f

究の新しい資料となり，此の領域の研究の発展に役立つ

所があればドいである。

1-2 研究概要

以上述べてきたように本間究は，従来の継ff上uの知

識を集成し，史にj降下f士i！の令体を A つの体系約なもの

として説明しようと試みたものである。しかし，そこに

は宍ら，；；開資する事のできた項目と，できなかった項目

とがあった。ここでは，考え得る桃子f十日に関する研究

項目を挙If，今回調査し得たものと，し得なかったもの

に分け，前者に関してその概要を示したいと忠弘

( 1 ）先ず，今問問究を行なった頃日を紹介しておく。

研究を始めた時点では，＇＊子 1:1:11に関する知識は，乏し

いものであったので，総予f士IIに関する文献の研究から

子をつける事となった。文献は，研究文1紙、教本・大~［

書，辞書・概説市類に分けて調査する事となった。研究

文献には総子｛士口全般あるいは倒~lj的なH子仕「i を特定

の観点から研究している文部：等が合まれる。教本．文I

T井げま，大r,l；医i主カヘ紋子｛上i！の技f布を宵得するたす

けとされたえi献で，本研究では， ill' 世大 r.t•.：：と近代（明

治以降）の文献とを分けて論じた。占卒者概説書l土，継子

11 はに関する ll~i号グ〕知識を集成したものである。これら

の文献の調査の結果，教本，大［書，目字書，慨説：書績の

侃i々の慌にはヲIIll関係のある事が分り，本報告さ？では，

これらを 指して被う事となった。

次いで行なった研究は，上手己の終文獄でとっている，

紋子f士r.1全体の分類体系に関する調査である。すなわち，
どのような分類紬が見られるかを各文献から桃山L，ま

た各文献で幾つかの分類軌をどう総合せているかを研究

した。その結来，形態をもとにした分類の意外と少ない

事が明らかになり，またその事から，形態をもとに分類

する事の耐難さを1it滅する事もできた。 E互に，形態が，

接合形態（綾合する材棺瓦の位選関係）の制限を受けてい

る事や，継子イ士口が，それぞれ特定の部付に使われる傾

向のあることを予恕することができた。

次に以上の調査をE脅まえて，継子11引の全体が幾つか

の単純な形態（基本形）と，それを組合せた形態（合成

形）からなる体系であると仮定L，歴史Jの実例を通し

て，この仮定を検証する研究を行なった。その結果検証

とはゆj備に，継子壮行の発生，発達に節目のみられるこ

3 

と，節目で反切られる各u,Ht~仔に継子｛十円のシステムが

や目j毒していること，各II~ ｛＼：の札時々の継子11: 行のf宮古代a機

能，等を検討する事ができた。

以上の研究文献の研究から， ilioえの隆史的検証iこ主る

研究の流れとは~lj笛に，継子ti:11のイ史的実態iこ関する調

査羽i' Eを行なった。この調去の結果今むのフド；fil1t定の桃

子行口lこは金融公庫ii:様iこ準拠している伊jの多い事が；去

さhtこ。

以ilふ本報告書にその結果を示した項討である。今

i司の実kt真f誌の型!11;Iこ際して行なった製作のブロセス

（各継子11:口の場付， IJILL 1祉組の1桜），使用て呉とそ

の刑法，加工の戸ifr)jj時間等の誠？？｛ま本線一白書から害lj愛し

た。隣与したE里山は， つには，各形態絡に 人の大iの

・il'IJのみのサンブ／レしか得られておらず，偶然にとられ

た手順， 111いられた道具を，そうでないものとば加する

規準が得られなかったからである。

次に今101調悲し得なかった分野を幾っか述べておく。

その…つに名称の問題がある。桃子1t口の形態と名称と

は必ずしも 対 に対応しておらず，また名称が形慾に

結ひやついていない例もある。 E在Lこ，文部；によって，同ー

の形態に異なる名称が付けられていたり，附…名称が異

なる形態を指している場介が見られる。研究文献の誠査

から，継子1:1:I iの地方毎の名称の異なっている事も分っ

ていた。これらの名称に関する問題の研究を行なわなか

った。偽に，とり勾自己，貢穴を鼓裂にするなどの縮かな

納め)jのための加工の目的と意書史の研究，構造特伎の実

験研究，海外の徽手引：口の研究，起源を海外に求める研

究，技能の保谷や流派の研究，道具の研究，などが，残

っている。うち構造特性に関しては次年度に研究の予定

カずある。

1 3 報告書量の構成

＊報告書は，全体を：郊に分ける事ができる。前半は

倒別研究の報告と基本形による総子fl:口の分類体系の提

案とからなり，後半は，つ、問実大模型として製作依車良し

た継子111140｛列を， I記の研究成果と分類の提案lニlJEっ
て解説を試みたものである。

前半では，光ず副主子任Uにj刻する研究文献に協する研

究，大工書， E寺会，教本類に慨する研究，以i文献で採

られているjt予イ土日の分鎮のf士んムに関する研究，総子it

仁lの錠：！日実態の研究，継子｛上日の燃史的『iii究の刻剛lj的

研究の報告を行ない，以｜を第2立とした。

i大に:j'¥3主主では，先ず分類の提案として，基本形とイト

riX:としけ概念を捻不L，次に，似々の恭本形を抽出しそ

れが妥当であるかを検叙する方法を不L，それに引き続

いて，各基本形の提案を行なった。そして，最後に，こ

ニに挙げた為法本形が何時発生し，どのような能関の軌



跡を辿っていったかを，一つにはその機能がj側i印，…つ

仁は他の慕本If）との合成の側面iこll与して述べた。

後半第4立では， H子社日40例を，ある形式を持った

シートの体裁てワ討す事にしたので，先ずこの形式と， 40

例の配列に関する説明を行ない，次iこ， 40仰のぞキ総子1t

I ！の解説を行なった。

付立では，資料篇として，第2号zで研究対象とした各

文献のリストをHした。

n bo＇，本幸 ll常設の構成である。

1 4 識変，研究の経緯

ここに報；ヘするj幸子f土［！の,(It］査，研究は次の組織によ

って行なった。 く研究子査〉ト人j凶祥技〈委員〉伊藤延与；，

)(ill邦夫，藤井孝2，坂本功，大~'lこ降，深尾精

安藤邦広， 1'I:flit真…l!I¥,i涼愛II児， j可也、！由人， （以上手キ

長の所属は巻末に＇ J＇した） 〈研究協力〉青木 m，小弓
弘美（東点I.lo、大学） fill菜i.¥[ (II本立；子大学）及び東

京大学建築学科内Ill.上民本研究室

研究の基本的な進め方は， 上記術究針ll訟の源以下が，

ワ キング・グ／レブを1構成し，調査研究をi主的，その
提出する資料iこ丸JL，全体の委員会で資料の討議，研究

の方向付を行なう，という方法、をとった。

行なった誹j究は， ;:c車k総長、 Iii!'史的実例の主将ff. '5巨大
模絞め作製に間jする調査，に大別することができる。報

台藷にあるも1!!11実態に関する総査は，委討の松沼地がれ

なった在米木造住宅に関する誠査を，今[ii]改めて継手11:

口の級点からまとめ泊して報告したものである。文献認

をは，文献の蒐集，講談，継子仕IIに関する文献の概要

を記したカードの件、製，文献に記された継子仕口のカ

ドのit＇製から成り，これは， i原， j町介，青木，小玉， f田，

他で分担した (1980, 5 -9月， 1981. 4～5丹）。

総史的実例の純資は，問：］；：， .i長）（fl基Jlf!て王善幸i芋＇;1t1中継

子竹下ilこ詳しいものの抱集，同￥l手；読1'fr1IYの制米子1111l二

関するカードの作製，から成る c 以上のj~に，文化庁交；

化財保護部建造物課の所蔵する継手f土［！の怜史的実例の

1・11，写主主のi変革lを閲覧し，それを本報告主iに生かす機会

を裁いた＇ J<<J諜， 1￥係官、日Iti:：にはその労をとっていただ

いた。文化庁，炉原氏に，ここで謝志、を表わしたしh こ

れは治、，河合，制で分担した（1980.10月～1981.3月，

1981. 7～ 11 )j)。

実大機Ii'!の製作に関する制tiでは，製作付コ業の記録（力fl

仁子阪とその所要時間及びi兵にお号して，制査用紙，カ

メラ，ビデオ，による記録を行なう），実大模型の採~t.

'j(大模別の組＜＇r.写真のJ持影を行なった。作業の記録I;l, 

｛出， i≫Jfr. j担と件1Iii研究家のlhJ,}Jによって行なったot葉

虫の線 jはアルバイトによった。 4毛主的It!''i：’1; J'(は，鈴
木 悠氏に11＜~！iしたもので，本報告の小心である議事干11:

口40171：の写真は全て， lrtl氏の磁器三による。持；' '.j巨大槻＂＇＇

は， ii本住宅木村技術センターの紹介によって尼崎建設

の大l：，泉北守武義氏に11＇っていただいたものである (19

81. 5 -8 Fl）。

UIのお？をを基にト記の持が，字H告書：を分知幸L楽した。

第1私 i今問，｛除、 第2示，松f品J，詩n,i"l fr ;fl 3私
混｛，河合 第4語訳，澱，河合付来世編集，河合， f陣。全
体の編集は，も出， fuJ合て日行なった。主主終的な原稿は，全

体の委長会ですf抗した子干高を改めたものである。

本研究の通科ていfr＇成した記鉢，資料の~fi で， 4'縁台告

に載せなかったものは次のとおりである。

4 -

・安員~l議事鉢， 提出書類

. ？干蒐集文紙， または文部；コピ…

・ L1心文献の概要集

・上記文獄中の継子1±11に関するデータカード（名称

~lj に分担m

• [FJ'iz・主主文修Jqri事報告書 1t• の継子｛十 IJ のデータカ

ード

・実大tiミ！官製作の記録（…仁作子lll(j，時限1. 工真実測f苅
を記す）

－！日］上の写真（スライド）ならひやピ子Jオテ ブ



J&i撃は、の設定等により木構造の撚糸約H'f1:l：「iがーんと、決

定したためであろうか，あるいは金!leの使!flが総約と

なったためであろうか， 1975イ！被まではぬんど問究がね

なわれていない。

第 の研究のitrlれとして， 1960年代に入ってからの研

究の多様化の｛頃向が認められる C Dllち，械史的研究，形

状の研究，分fliの研究，他に寸法，名称，地主主性に関す

る研究があり，主主子壮行をどう解釈するかという関心や，

桃子11r iを過去の技術的遺虚として扱える傾向の吋じた

事がかjわれる。

この傾向は，今日iこも続いているといえるが，｛方1975

斗前後から，作業性，横1主将位，開発・改良に係わる研

究の第ミの傾向が！le二じている。 1973～74イ！のオイル・シ

ョック後，住之一民主'itIム地｛出j，建築材料賓の高精から，

；古裂が減少し，ィ、｛見業械となってゆくが，同誌の！出グ〉浴

衣約持ち家般労には，和変わらず桜強いものがあった。こ

の枇，：市を受It，昭和50年建設省の総介技術開発ブロジェ

クトとしてんト悦模住宅新施Ll去の開発」が取り I.ITら

れ，農林省でも r{E来LWil’t去｜；村合出fヒ推進機J'iJが

れなわれている。この頃から，本法住宅構i);、の弓·＂＂合，，~

fとをrimした， i老子1±11の街略化のため，Jr.in・実験，あ
るいは，新禄のt者千や機械加lーのi章子の強度j、験などの

簡単で丈夫な紋子f十日の開発，改良を研究する傾向が生

継手f士口に関する毅査研究

継宇佐ロに男毒する既存研究

ここでは，これまでの継HUiの研究全般の傾向を知

るために，学会関係の文献を中心に，紋子f十「！を研究し

た文献を紛介する。 ft[Iち， H召和11年からIii｛初55年までの

「建築総誌円＇ II本主E築プ’会論文報ーお集J 『件:k:部研究報

告」＇ Hァド建築学会長！？究報告J '11本建築学会大会学術講

演様慨集s，以上のf患にずカラム」守本ii：日f報」より芥1

！.＇？：，本店主桃子社IJグ〉強度性状iこ段jする最近の実験朝H'c3 

点を加えて資料とした。手会関連文献は， J：会干ljO)

け録Jから終合に関係のある文献に口を通L，うちit子
jJI l に r~1 して研究したものを資料とした。ただし，＜［；：只，

接着材による縦fJin の研究，宅）~実の桃子11:11とIH果関

連に緩合の形式的分煩を行った研究，等の文献は資料か

ら除外した。以上の文総を，その研究観点の速いによっ

て12項目に分類し，かっ， f年代出1に研究の件数をならべ

研究史を示すものとして総2 1を作成した。

立書邑

2-1 

近世大工審，教本，辞書等にJiる継手仕口

n iの研究文献の他に，継子f十日について系統的に記
述している解説さ，教本績と， E重史的変遂の研究iーにも

重要と足、われるは戸新大工書類，それに静書を加えて，

j t子ti：［］の形態，名称，分類｝j法に関する側交の資料と
した。ここでは，以i各文献の特徴と引用関係、に触れる。

①江戸期大工書類（明治期刊行の木政指IJ大工舎を 部合

む） 都主図書館特別文庫，凶立公文書館内部文庫，民］立

国会図書館（主将革量的に謝べていない），東京大学総合図書

館の所蔵するお文書より抜築の分類に属していた文献に

ついて調べ，約80の文献より，調息子社Ilを記したものと

して17の文献を選ぴ調査の対象とした（表2-1）。

江戸期大工需は凶，名将、の守｜月J関係が見られ（写本に

じている。
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ただし，分類に際

貢複を許して

i'ill 2 I 研究史
I出丸つは！その旬発表の研究文献件を表わーが

その文献のリストはH宣言に載せた。

して つ以iの研究の鋭点を持つものは，
j互い例もある），明治以後の教本君主を含めて考えると，主

に[IL]つの系列に分ける事が11¥!f:oた。在家系、／主に害Ii期Lで

壮行をIZI示する。 Lt：巡り，小屋耳目りのように、部材~！J

に分類されており，おそらく施工子阪に従った西日明jがみ

られる。桃子代日の記載数も忠寓である。大~r.系／投影

IX！で拙かれる。搬手11:1！の載j,f-数少なく選択基準は不明。

番~系／継子のみを挙げる。 F品取伊須賀等復雑巧妙な，見

え掛りを意識した紋子を多く載せている。城主主系／元来車干

趨の規矩術本。 fl：汀も車f＠に限る。以上の4系列であった。

5 

ウ〉実Eしている。

きて，研究の傾向であるが， ゴつの大きな流れに分け

られるように官、われる。第…l立市l~iliiの構造特性， 11'1jを・

改良を中心にした締’先である。柱…1設のf士口， F前向吉iの

111 iなどにおし、て，方村；，添根， l;l'¥・1＼｝欽，ボルト締め等

の補強を施したJ+nの実験研究があり，これらは111lと

その補強に主限の遥かれた，いわば友情的興味からの僻

究といえる c 戦後は，楠i主将・itに就ては， II｛｛干1125年に，

JASSJlによる襟敬社名i住宅金融公庫標準仕様．建築



袈2 1 江戸期大エ書類

p守 名 著 養 発行忽 析。i 略称 慨 要

1 Eま仕口雛j~ 和泉若衆械科 事rrn1112s 者協l1＂図 授家 も筆。鵡査中最も古い古ヘ f写し」とあるので，これ
乍r'υ に巡るものがある符。

2 僻作事方｛士山之臨 号3良宗民 享保1411729 8都立醤 御作事方 毛筆。続手を全て腿鴎図で示す。また命名も現在と異

るe 戦績多い。

3 紙 k蛍気 溝口株癖 寛政2/1790 内閣文痘 木甑。いろは閣の建纂持害。寛政は増補。もとは宝暦

自／1758年の判。

4 今＂＂＇ま舶縄場私記 今鴎幸厳 文化山8131揮立 今岡氏 志議。住屯を中心』E建襲擁工の一級壱記す。仕口邸は

ないが部材毎陀使用仕口名を挙げる。

5 i；番霊＇＇来 伊奈1翼手ii医三 胤刷山………1η即川山……2／別山山／八川川1凶印8白2 木版。建襲fζ聞する名称を，，，記したもの。器部仕機＂

も触れる。続手怯ロiれ、ずれにも記されている。

日 大匠雛形大全 ：山Ill 泰平 ii，永4I 1851 内照文1車大豆 木版D 大盟系で最も古い。社寺建築を中心K，平面，

ltd百二位陣等を記す。

7 脱距真術事＇＂思緋 鈴木多橋 ま：政 3I 1856 都立閤 規鮫 イド版。茅負。水負 喪中等軒怨グ）継子仕nを扱つ a
大半は規矩栴を記す。

8 修造 a;記 リし 文久氏I1861 古都立図 主筆。土木，特に繍翠の本。橋認の継手仕口を耳てす。

名祢の巽るもの多い。

9 番密作事往来 j糊玄魚校 品k頃か？ 東大図 番匠 本紙白番匠枝来との関連はないc 巧轍な継手を扱う。

大貿範j司図 関の誤りもある。

10；野「撰大工雛形 ギ原助次

11 i明治新撰隅帰結稽古 河野清殺

12 !.T.川流置家矩続 v.方.，方
倭絵徴集 E立川l通雄

13 静子仕IJ給悶 不明

14 純手雛形軒趨之容j 不明

15 島1物撤焼矩悶 不明

16 賞舎山部1方 不明

17 作事雌＂＇ 不明

恥i 醤 名

1 日本家展縫造

2 日本建築辞繁

3 和洋規矩術

4 日本建築工作法

5 JASS 11 

6 鎗築技術教本・中巻

7 明治前日本建築技術史

8 建築木構造工作殴集

9 建築規矩法

10 鎗築の造作図築

11 < r木Jの表紙解説）
12 鎗築大毒事典

13 木造建築の知恵

14 日本の木組

「継手と仕口

16 工匠憲幸典

17 デザイナーの為の木槍造

明治15/1882 忽立関 本紙。大匠系。伊j少なし。大臣のもとの盟主を重ねてい

る｛鋪雪合輸）』

明治15/1882都立問 ： 上記と同じ箆を載せる。

明治27/1894喜怒立図 匠家系。読家や絵悶より例が少ない。

不明 集大隠 絵函 E王家系の巾で最も数多〈載韻している。臣家のうち 1

伊！のみを載せていなむ 1。平内家＂縁のあるもののよう

である。

不明 I 東大＂＇ 民家系。匠鼠絵臨の部材分類の配F自jが墳れている。
軒趨線娠を載る。

不明 都立総 毛筆。殴家系。巻物。毘まと語辞叫している。

不明 係立図 闘には不」五倍な点があるがι 阿弥陀鎌など後世』訂正わ

らなかった例を記すq

不明 Ir勾矧文仮事！ 大詫系＇ ~＂＂そのもののJ日本であろう。

表2 2 辞書・教本・解説書類

；発行年 i掴イ訟の関，解説を含む続出文献

斉藤兵次郎 明 37

中村達太郎 明 39I四，大臣，閥系
佐藤忠之吉 大 15 規矩系

佐久間国之勧 昭 25

自本建築学会 昭 25

中山字平次 昭 35 番股系

乾 兼松 昭 36 番III系。万宝番置在来

中原晴夫 昭 42 I , 2 , 4 

高橋幸助 昭 43 規拒系

ゆ原靖夫

元自長次郎 昭 44 2 

昭 49 2 

長尾勝馬 昭 53

清家 清 昭 54

鳥海義之助 間 55 I 14 

杉山英男 昭 55

6 -

出版社

倍 :be 1' 忌

丸 3長

不明

様 事 店

B本建築学会

建築技冊 E苦校

日本学問復興会

理工学社

金 竜 堂

現：工学社

篠校i銘木店

彰鵠社

箆［図書

淡究社

理工学社

鑓築資料研究社

彰国社



②辞書，教本，解説書類。これらはランダムに集めたも

ので表2-2に挙げる17の文献である。全体として，＊Ii

しいもの程引用を探る事が函難であった。

日本建築辞棄は.＇tい大工書（少くとも好一家系，大医系，

番Ill'.系）の知識を集注し，その後の諸本に引用されてい

る。また表やの規主巨術本は規雑系からのワII日を企んでい

る。日本家屋構造は諸＊の引用の底本となっているよう

だが，それ以前iこj繰る元本があるかは不明であった。後

二者は， 主に大工を対象とし，前者は研究者による引用

カず多いようである。

我々が容易に子に入れ得る継子1t口の知識は，これら

諸本によるが，それらのぬう例は本から本へ引mされて
受け継がれて来たものが多く， jnJI待咲からある形態の桃

子f土Iiが使われだしたのか，現実のf史的実態を&I映して

いるかどうか，の点を保証し得ないという問題のあるこ

とが分った。

2-3 既存文献に見る継手仕ロの分類方法

(1), (2）の議文献にその他者子を加えて，継子fナロの分

類にどのようなHH<（分類執）があるかを検討した。先
ず諸分類轄とその説明を行ない，文献中代表的なものの

採っている分類の仕組みに触れたい。分類軸として， 一

般性の高い車111より述へると，〔I昔日村による分類 土台紋
子，桁一主誌社川符，丹］いられる音fl材によって行なう分類

である。部材とf士ロとの関連は強いものの，大半の継手

と若干のfすれは，幾つかの奥なった部材で取り lげられ

る事になる。この分類法は大て書， JASS等，実用舎で

多く採｝召されるがーその場合は，先づ勅部を下から上へ，

次に造作へというように，組立てる順序に従ってH手f土

iJを示したもので．分頬とごすうよりは，便宜的な韓日明jと

百った方が述古かもしれない。又，部材による分翼民とし

ては， ililに，構造材， i主作村のY,ljによる分雲氏見え掛り

か，見え隠れかの））ljによる分類等がある。②緩合形態に

よる分瀬被合形態とは， I• L ・ T • Xに代表される

後合材の伏震関係で，この分類は， 1析しい文献で紋子f土

日を紹介する草、政！のものに俊われる事が多い。大雑犯な

分績としては，継手（ I ）と仕仁1(L ・ T • X）の分類i

があり，より＊Illかな分類としては，下にT字型接合のjfl]

を凶示したが（同2 2），尚材の側阪（又は上端， ド端）

が耐i となるか否か，或いは， liiJ断聞か子三か等で分溜す

何一
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る事もできる。 x，この分担民は次に記す，水平重迭によ
る分類と組合せて，総かな分類となる事もある。③材の

水平雫i在による分類。t右手は，雫i色村の継J,1黄架材（水

平材）の継手，その他に分類される事がある。 fl:ilに関

しでも，先の按fl-形態と組合せて， f列えはiffi佐林と機製

材のXのf上口，横架材開志のTのイ上11といった分類が可

能である。④形による分類： 児複雑な1:1:riも， t見つか

の単純な基本的な形を組合せて造られているといってよ

い。そこで，この基本形をもとに紋子社υを分類する方
法が考えられる。しかし，この方法を採る文献は意外に

少ない。基本形を選ぶ事の槻難さ，分類がツリーの構造

にならない事等によるのであろう。⑤抜ける）jfli]，剥i込

む方向による分類接合村の抜ける方向と組込む五戸iは，

後，存知等の使用される場合もあって，必ずしも 致し

ない。抜ける方1i11による分類では，初jえば，継手で材事由

万戸！に抜ける f包み目途J と，材軌に対して直角の方向

（上下方向）に抜ける「腰掛蟻」等といった分類ができ

る。見方を変えれば，抜けない方向とは，カに抗する）j

向であって，本篇で言うrはたらきJ （ある方向の外力に

有効か否かのみを問い，どの程度有効かを関わない）によ

る分類と重なる。 方，経込む方向による分類は，実際

に主主築部材を総立てる手順とも関わって重要ーと忠、われる。

ただし，抜ける方向，総込む方向，いつれの分類を採っ

た文献も見られなかった。

j：な分類執は以上だが， J大に日正存文献の用いている分

類の｛列を挙げる。①F庶家住：口雛形』．部材による分類の

みであった。土台， IE霊的等床織り，車出者日i，丸桁，梁， d、

感等のノj、屋怒り，丸桁， F高木，木負等の車FZえぴ妻廻り，

縁組り，蔀，長十甲，板，天芥等1章作。若干の苦しれは見ら

れたれおおむね部材による分類が守られていた。②「木

工の継手とf土日」：楼合形態による分類を基本にしている

（関 2 3 )0 

純手
I II 

平将t：日；；
1: 後手

板材－，－－ l 

トL

ト1

」矧ぎ

。留

。端緩め

o吸付き

仕ロ 割出子＼様子の手法を総合せて木工のg草分やf診を
形成するもの

IZl2-3 
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③匂1腫木造のジョイントJ，打者水ー，カラムNol2）形

による分類である（l:Xl2 4）。④某て務店仕様書 部材，

接合形態，仕様子の3分類軌を使い， f守分類納に図2 51こ示

すように序列を与えている。⑤Holzbau(Prof.Herbart 

Ries符）より「Holzverbindungen (Zimmererkonstruk 

tionen) J 被合される将の水平:Rf;伎を合めた待合形態と，

形による分類の 2料lから成る分郊である。本文IJ，形に

よる分類にiiとって進められているが，我問でいう「相欠J

rrf/正鎌Jr腰掛蟻J をすべて同じ範鴫に入れており，制か

伽
税
制
的

H

風

船

燦

…

込

高

波

機

敷

納

付

1

金

保

吸

鎌

日

比

軌

蝋

i

u

鎖

倒

山

川

地

問

ば

り

料

山

山

納

媛

i

知

一一一亡
M

納

緩

鎌

率

目

鹿

「
十
卜
「
「
」
一

付

制

Y

突

凸
「
1
1
1
L
1
1
i
i
i！
l
l
i
l
i－
－

L

E自2-4 

Ill 部材の位慣 121 接 合

al水平材 a）突付け
I 長手方向 b）相欠き

2 主食 慣 clあど掛け

3 重 ね d）納法し

b）黍査材 e）傾ぎ大人れ等

： 高さ方向 f）柱継ぎ

2 並 霞 g）歯状（毒ね梁等〉

cl斜 材 h）木栓

1 黛 ね i）合せ純

2 設 置 Ji突付け（板）

d）対間二材 k）殺ぎ（板〉

l 筏 合 I）実才線（絞）

2 ill ね〈交差） ml組決り（板〉

e）弧状〉えは敏線状の材 n）偶総手（仮〉

1 垂直 o) 

2水平

2 4 最近の住宅における継手仕ロの使用実態

ここでは，昭和53年度に主主設された木造住℃43例（北

海道9i礼宮城県 4j§1j，新潟県6i礼子葉県6例，東京

都7例，神奈川w5iタt，京都府3f列，福田im3 w1Dにお
ける継子社iiの使用例について緑色する。

品開交した部分は，構造材の桃子仕上iが151奇所，境作村

のf土日が3信rn1.frJns街所てかある。使月jされていた主
な紋子社cJは全部で35秘顕であり，それらの内訳は表2

-3のとおりである。使用i列の詳しい内符は表を参照し

てもらうとして，おおまかな傾川を以下に示す。

①谷部材の後イト吉日には金融公庫仕様を中心lこ， 七級か

ら並級まで嫌々なj主手11:erがみられる。

- 8 -

なpry凸を1！＇！筏したいわば「大まかな形 Jによる分類と主主

えよう（IXJZ-6)0

以上がH%存の分類方法であるが，今l"1 の幸~密封？では，

後に示すように，慕本形による分類に号、ずく系統的説明

を試みた。

:,:1::,:1：ン：
派組 ＠材，，えiζよる分惣が

くる乙ともある

部材

131 広文の構成

突付け 黍直な突付け

斜めの突付け
( ..殺ぎ〉

州
制
／

の
銭
き

1

む

欠

怨

合

総
壊
を

の

状

悶
鎌
形

技
略
の

ι
t
1！！
1
t
1
ι
1｝
！

i

、ι！ll
、

寸
い
一
…
他

Y
A

中
A

v

A「
き
一
吋

〈

治
uu
ぷ
凶

争
（

あどjjキけ

｛的1がそろわないもの） X

T

L

 

納差し

傾ぎ大入れ合掌尻

柱桃ぎ

ll?J 2 6 

③llllMの接介古！；によって，使用されるu子行 ~I鮮が大

きくタ•tiずられる。

金金融公庫11:様の影響力が大きし公庫融資Hでない

H:宅でも公庫仕様がよく俊市されている。

④したがって，地域怜がほとんどみられず，公庫仕様

で令i悲がドi］質化された！惑がある。

③公席詰rtr資Hでない住宅の方が，公庫融資付住宅より

もi：級な継Tf十IIを使用する害Jj介が大きい。

なお，ここでの報告は昭和55年後築学会関東支部「高

米本辺住宅の現状に関する吉司王立研究」 （安藤iEto住・

松儲恨郎）のデータにもとっ♂いている。



表2-3 昭和53年度に建設された木造住宅特例における継手仕口の使用例

（建築学会関東支部「在来構法木造住宅の現状に隣する調査研究J昭和55年より作成）

浩ド6敷＇＂ ＇＂＂め
作 I11敷沼・往

材し仇沼市陣 ふ
I 18鴫屠・伎

2~5 継手f土ロの歴史的変遷

nれま， F詰宝，重要文化財の修理工事報告，.，，と文化庁
所蔵図集によって，中山村寺建築に使われた継手伝日を

中心に，その歴史的変遷を辿った誠交の報告である。参

照した資料は表2-4に，またその盟主史上の分布は[:xi2 

7に示した。これらの他に， 2 2に挙げた近世大工

苛も参考資料として熊いた。資料の採集は，副院手fl:I lの

使用部材，接合形態，形態の三者の一つでも不明な例は

資料から除外し，挺に？当初の継予｛士IJであるか，後世の

補修1時のものかを [X'~ljする， という ｝j針て自集めた。この

他に佼われている建物の建立年，建J'U古城，用途，総式，

また材穂，材寸法，等に関しでもわかる際り記録した。

側究の進め}jは，光ずJ安fr形態~lj(所；i',1, I, L, T, 

Xに代表される） I二分け，使！日吉Ii材Bリグ）1裕子f-1:「！の変遷

を込iり，また，そのことや使用の相紅比較を通して，側

々の継子fr口にどのような機能が求められていたかを採

り，廷に変遷の原肉を考察する．という子顕をとったc

次に，基本形別の変還を辿り，各基本形の機能が互に他

の慕本形とどう呉なっているかを弘それが自主史的にど

う変化して来たのかを調べ吹史に合成の要駅iに関しでも

その要肉の変濯を辿るという研究を行なった。

I' 
←－ 
: 1 

リ
ト

t
E
4

・使用主集合邸における金属自公庫仕様

1午獄。1 2 ll ,, ＇β7  8 

7開ι二
叙lO＋－一一~

以JO<

'0以）牛山一辿詰込4

1100十品叫 内）

oo) 1一一円
鎌合以持 ll何）

次JO' 鍬合•1•1!11 (lf'<) 

HOO 

問。J ムムーム｜ 出刑制（ 2件）
！ 日 出向後期（z件）

16心。

1 ・fil/Jδ14，制：＼＇＿＋－， tl 
凶作よ＇！ I Iわたるもの。
J住宅年I＼：が向I＇分にまたがる場合 符何分に

0.li円とするu

111＂ノ~，，，代か長州知！にわたるものは州中で克
子でccしたη
／仁側は 月初の継F l! IIにつ，，て（71I'll 
布慨は，地備の継f,IL IIにつL、て（縫べ60件）

縫合 ( 2) 

1111忙（］）
守町 It) 

E司2-J 修理工事報告書，文化庁所蔵図集によって

総資対象とした遺構の年代別件数

9 



法隆寺地蔵営Imzo,ι安5）年〕
岱竜昨j普）JJ；〔l387 I嘉慶7ニI＇ド；
富貴寺本全〔1拘5I七熔5）年〕

来初I＂＇一円〔 142'I応永32）年サ者l.l:B6～］3¥19年；ニ

＂＂＇元成〕

久＇'x寺桂ドWis永頃 1301～1426年〕
（晶患寺仏殿〔崎永頃〉

真光寺本堂〔出永頃〕

興福年大湯原｛応永＂＇々 〕

興福寺東令堂［1115I応氷15）年｝

向教寺大講堂〔1440I永字12）作下層；1462（寛正3）勾 j経〕

円教当常行支（H53（三徳2）年，14日（寛iE41年 <l＇門楽寝
の節分〕

り円教守食堂〔草加）<j＇朗〕

む木幡神社楼門〔東町'i＇期〕

d、結ーら東段南開〔1459（長禄3）年｝

新長谷寺本堂〔l4f>O（長締約年〕

。！＇JI此寺本歌〔1472（文明4）今〕

悲照寺＊求堂（148（，（叉＂1118）年〕

新長谷才鞘堂他｛刊削～152寸｝

り大津神社本殿［1492(4［徳4）年｝

C本蓮当本堂〔1492（待l応フ乙）年］

C:i！！！；筆ミ守本官（15帥（永JEJ乙〉年〕

長光寺地蔵堂（1510I永JE7）年〕

ひん仙院本掌〔1513（永正10）年〕

ドi車交寺金総宝t〔154'1(天文13）年］
C需竜神社米社八端符稲荷神社々服〔1548（天文17)年〕
Ci新長谷寺客殿［草間後期〕

心ドii＇八雄神社（ニ郷八幡神社本殿）〔 1559I永禄2）年〕
uu右丹ヰZ神社イ凶器[l以JO（永禄3）年〕
：シ伝香寺本堂[15色Cl天正13）句］

心地口ト件付手殿f桃111〕

コ竜吟庵感得［桃11;)

む珍桜域夫午〔桃ii！？聾長11勾〕

ζ大坂城乾楠〔lGZO(Jc和6）年〕

。京福寺閉山常〔1636（寛永J:l）年｝
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c主主殊一院本営（IG56（明暦21'r〕
。i和品会成犬守［JGD2～fi5年〕

説査遺構I）スト
奈艮埠

京都府

奈良県

京都府

表 2-4

っちむf[Iを悶し犬ものは、文化庁に於て陀覧させていただL、たもの。

地は。害玉虫工事報告書によっている。

。印は今報告書の他にす文化庁内資料を参照したもの。

k阪府
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l尚山県
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席
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田
県
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間
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京
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丘
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共

群

蛇

和

京

滋

京

滋

し

人

大

石

尽

愛

名

法降与金賞［681～711年創建〕

法窪寺五重構［ 8 c初め）
ill、降寺JI'室〔747（天'f19）年以前｝

庶招抱キ講合止｛容！銅～745今以後，760吋 76:l（天平宝ド

4～7）年移控〉

。法経寺東院夢般［7:l9I天ヂ11I年〕

法院当京総f去法堂〔761I天平官＇T'S）年〕
醍酬ミデ五輩格（951（ヲミ控5)年〕

法隆守大議電〔問。（行暦冗）年〕

u平等院長草取芳〔1053（天喜j［）年〕
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太山寺本企〔1285（弘安8）今〕
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崎

車
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京
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ハ
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公

防

庁
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兵

大
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広

溢
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京
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の慕本ii！＇にかかわる様々な継子仕仁11こ変化が生じる。

この筒条（ム 3 4で詳述するものとするc

( 2 ) f~n見の形式の発生

合成の形式は，慕本形と基本形を組み合せて合成？診

を生みだすJi1去の事で，幾つかの方法がみられた。方

法によって朕史へのて主主誌の与い遅し、がある。 一つの合

成形式の主主場は嫌々な介成形の総ff上口の蕊場をうな

がす。

( 3 ）対泌関係の成立

ここにいう対応関係には， Cむ部材関の対応，②戸i,-
部材の異なるJ妾合形態間における対応，ヨ形態問の対

応の3種類がみられた。ここで対応関係とl;J:，発性的

に，あるいは本ヨi毛布lJに）jljなものであるAと日とが， f可ら

かの類似点によって，共通のものと把えられ， Aに関

して生じる$が，必然伎を伴わずにBにおいても生じ

るような， AとBの関係、を行うものである。

①部材閣の対応関係IJ，事実上（繊手仕口にとって）

- 10 

i立、上の研究の結果，側々の継子壮行の変化発途，継子

f土11全体のンステムの変化発i色に関して多少なりとも

明らかにする事ができた。本線白書ーでは，この結果から

基本形の変遷に演して 3 4で報おし，実大模型40j列の

変遷について 4_, 2に記す事とした。本節2 5では，

fえって縦手仕日全般に関する撚史的変i菱，継手仕口に係、

わる袈構法の変遷を中心に総合するものとする。

継子1i:II全般の変遂の傾向としては，変遷には，変化

発途の著しい時期と，変化の少ない待期が認められたO

ftllち，平安米から鎌食初め(1200年前後）， ;,c；、永頃（1400年
前後），室町末(1500～1600年頃）が変化の顕著な時期とな

っている。この三つの各変化期に克られた様々な変化を

タイプ分けして婆約しておく。

( 1 ）基本形の登場、変容

大陸からの技術導入によ勺て，継手仕μに新たな基

本形がもたらされる場合，あるいは つの基本形に付

与されている機能内特に変化が生じた場合などに， そ



異なる古fj材がfci］ーまたは｜日j稼の部材として認識されて

いる為，i母子の紋手札口を使うという対応関係、を指す。

②fii］一部材の製なる接合形態様に於ける対応、関係は，

I, L, T, Xの異なる接合形態関で， fiiJ.部Mlこは

liilーの継子仕IIが使われるような対応関係を指す。

③形態間の対応、関係は，ある基本形と他の基本形と

が，形態 lーのある類似、性（的2 8）によって 対の

ものとして認識されている関係、を指している。その結

果＇ jijijえl:i, つの基本形に生じる介成が，対応関係

にある基本形でも生とるなどの現象が起る。

E君2-8

鎌の形だが
1直線の左側
だけを見ると
聞各鎌の）日で
ある。

変化，発迷の苦しいl時期が，例記〈あるのかを牢えると

ある特定の要求がその昨•ftlこ ！［＇ じた結果であると考える

事が自然のように忠われる。しかし，各継手伝日のllJU'

から，そこに求められている要求を抽出し，要求の変遜

を隆史的に挑めた結果，要求の変遷には上記に述べたよ

うな発途の節口のない事が分ったっその他，要求に関し

ては，最）］き，兄ぇ掛り，施工，補強，ご次的鈎き，等の

項目があり，更に各項目毎に様々な栴j異なる内容のある

事が，つまり要求は実に多粍z多様で，ある共通の要求が

斉に特定のi時代，年代に各線介形態，吉I)材に監買われる

という事の稀である事が分った。むしろ，許しい発達は，

u己（1),(2), (3）のような基本形と介成の形式の概念の変
化等に依っている事が分ったのである。

次lこ，三つの持照に見る変遷のパターンの速いに関し

て述べるが，その司ijに下訟に触れておく。調査の結果接

合形態I→L→T→Xの阪で，空襲史的な変化の少なくな

る傾向のある事が分った。これは全く，綾i~形態からく

る制約と，如何に紙i斉約（労力，待問）にpfi要の機能を

与えるかというてぶから竺じた結果であろう。この制約

を示す｛列としては例えば機架材のX1長合の場合，同日記の

材が同高に納まる場合，基本的に柑欠きの｝ffをとらざる

を得ない（杵i欠に｛むの基本形が合成される事は考えられ

る）。

上記を前提として変遷のパタ ンを見ると， 1200年前

後， MOO年前後の変遷の節目においては，ある部材の核

合部に使われている継手イj山口が，｛むの形態をとる継子仕

口へ入れ也、ってしまうパターンが見られるものの， 1500

～1600年の節目にはそうした変遂のパターンが見られな

い事， 1400年前後以降にはi"l－の接合部に幾つかの異っ

た継予f土日が月jいられる事がより多く認められる，など

の特徴が挙げられる。この事は1400年頃を境に各総子行

ロの基本形をどの部材に｛史うかという培法上の概念（Ulち

機能相究念）が定まり，以後はその使い分け，合成がより複

雑になって行く過穏をボすものであるように応、われた。

長後に， i主三子tLnの変i豊から領推される架摘，構il≪7〕

変遂に関して報告する。

えず1200年前後には，それ以前の材をi}jへ積み重ね

てゆく架構から，輪組として材相互を品ll閥的てゆくとい

う製構への，梼裁の変化が認められた。第 に桁， i愚前

木等の11:I iで従来の大人れ，｛J欠き，欠込等にき干って蟻

や，初欠きの1向付額際にR違いを合成した仕口 O:i!l2 

9 ）が使われるようになり， i費架材相叉が~げられるよ

うになる。第三に主主一鋭賞tr：口で従来の申請安l：込f十日に顎

が合成され（凶2…10)lilj{iのズレをfi;ljくれ口となる。
第一に，買の技法が大路より導人される。貨の技法とは，

H：と柱内で交叉する貫とを 体化させる技法を指す（ 3 

-4-4 を参照）。 ~J tr立ftliに見られる変化であるが，

他にもi翻す木を何段かに組i軍一ねる，例は少ないものの筋

違様の7材が小原組や壁に使われる，等の製構の変化も告IJ

られており，以ヒからi二記が推論された。

E話2-9 l'!?l 2ー！日

また， この時期iこは，主主兵村正や天井縁（戸1縁，僚級な

ど）においても，害111主総め，蟻f上n，などの材相互を繋
ぐ技法が採用されるようになる。しかし 方これらの!1l

作材と構造材のfトυは，大人れや納などのノレーズな11:'1 
となっており，少なくとも13世紀頃には構法材と泣ft,f;t

とが分けて考えられていた事を刀、唆するものと思われた。

次に1400年頃では，縦干に関して，里！？材←→化粧材（露

わしになる材），構造材々一〉造作材のイ史い分けが見られる。

換言すれば，材をこれら 2対の分類に分けてtEえること

が，この頃に成立していたと考えられる。即ち野村（構造

材）では，略鎌系の継子かや倹われるのに対L，化粧材（構

涜材）では鎌系の継手が採照され，構造材（イぴ訪れでの鎌

系縦子に対し遺作付（イヒ粧材）てやは殺ぎ系の継子が使われ

ているのである。

1500～1600年咲からは，持if，し織とする場合が，以前

より増す傾向が認められる。これは，大材が次第に得に

くくなった事を不すものと考えられる。またj主作付の1長

手，総仕11がより巧妙になってゆくのもこの頃である。

＊人森健三「中世建築における構j章と技術的発達について」（私家版）

伊藤延胃，Ii.味盛重「中世建築日構j宣技法JP248'll本的建築3』1977

工藤長京「市一代の建築技1去JP 1:n '11 本の主主築 2,• 1976 他
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3意基本形の提案
3 I 基本形と合成の概念

2 - 3 で触れてきたように，総子1t~I の全体を整理す

るのに幾つかの｝fi去のあることが分った。今In］の研究でむ

は継子fr11を，形の基本が・J'lifすである基本形と，基本形

を幾つかの}j式にf；｛：って，組み合せた合成形から成る体

系的なものと，光ず宰えた。更に，慕本形iま，それぞれ

異なった機能的：言、昧をもっていて，持令部分に＇l＇められ

る復維な安of(に応じるために，異なる機能を持つ基本形

が作成される，と考えた。つまり，基本形は彩と機能の

両面！で，継二日111の単位になっている，と考えたのであ

る。

しかも，この基本形と介/JX:の考え方は，過去の工18'.i圭

の考えでもあり，謀本形を制令せてそれまでにない令成

形をつくることは工低迷によって怠織的に行なわれてき

たもの，と考えた。つまり，基本形や合成のfl一方が， lム

反速に概念として明絡に把隠されていたであろうと，仮

定したのである。 ！itって，恭本形の村i出｛ふ研究者が恋

阜、がjに主主本形を＇Jえるさドによってではなく， itt子f!: r-1の

発途のi晶干~·の 111から，あるいは同時代のものの相lli比較

を通じてなされるべきものと考えたのである。

J喜本形を長11出し，その介！えのfl:方を発見する具体的｝j
法としては，先ず係j々 の基本形と合成のイtJ；を作業仮説

として用意し，それを発途史的な，ならびに共11；＼•的な（上

記の！日j時代の意味）分析によって検討し，それを繰巡っす

a ）両行i患い縦

方法をとった。仮説斗検証→仮説→ のブ口セスを過し

て，より妥引な仮説に近づくことをti指した。

3 2 J基本形の抽出と検証の方，去
先ず第 ・ lnJの件蕊本形を桃山する為の資料として， H月

治以降の幾つかの文献（表2 2 ）と，東京大宇所蔵の

u子ff：口のl英男ljを月！いた。各継子｛土日の形態の柏Ti比較
と， 4王将、のよと車交を通しての，静的な比較観察によって基
本形を抽出するという方法をとった。資料のll:'iitをある

程度限定したのは，説草子11:IJを体系的なものと仮定した

以上，体系自体が変化してしまっていると子恕される殺

に離れた時代の紋子仕仁iを， こうした静的な比較綴察の

方il;、て、分析する；Jてにはゆかないからである。

以 I、に，この方法によって法本形を掛I/I＇，してゆく過殺

を， jYIJを｛史って説明したいと思う。

Wuえば， l:i<l3 1の場合， a),b）をよ同主し， またその

名称の付け方から鎌の形を扮Jもする事がrきる。またま兼
の）f~ とりの比較から， 3型社トの形をJ由 IJ',することができ

る。以！の場合では，名称の会成と形態の合成が殺し

ている。 d)'b) を見較べるとd）は， b）の両日速い鎌

と，殺さ，の合成と考えてゑ支えないようにも思われる。

しかし d）の斜めの部分が殺さであるのかどうかは篠返

することができない。 方， e)f) と比較すると， y車

知というものの彩がおよそ分る。また，下械の形が， d)

の斜めの部旬、に柁当するものである事が分るのである。

、すか

e）半島高牛車知：継（のlfill 

3 「~c=v
b）向日違い針転H f）竿中知tI 

L一一 己日仁三三ヲ
c）終拍鎌継 g）梯継

三三事ぐ三予三三二〉人_iJ
のげ

d）と継 h）殺ぎ剤事

図3-1 基本形の抽出
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この事は， d）とりがともに， 「のげ継」とし、う共通す

る名称が付けられている事によって強められる。またg)

の賜店主の形から，半品鳥とし、う~予が，材の半分を斜めにし

た形を指すものであるらしいと分る。そして， d）の斜め

の郊分が殺ぎであるかどうかという問題は， g）の機の形

が，殺さの形2つをil)'.li主いにして合成したものであるの

かどうか，という IJIJ，也に繋っていると分る。

ιU：.のような｝iiょをもって基本形を摘出してゆく訳で

あるが，形態の静的な観聖書を続けている限り， I: i主のよ

うに疑向が残るケースがあり，また令成に関する多様な

解釈を許す事にもなるのである。例えば，上j£の高島調まの

場介，同3-3の如く， 2つの殺さを合成したとみる以

外凶3 2のように，柑欠きが変形していったと見る事

も可能である。ここで，合成の院長史的，発達ii'Ji晶干？を追

う事が，必要となってくるのである。特定郎村や特定の

形の変化だけでなく，継子H:r:I全体の腰史的な発注の流

れを持寄る事によって，イト成似の空内部分を現める事が可

能となる詐りでなく， fキJ,1'＊形の役寄りや合成の経絡を知

る4争力、ら上述内如き問題（ム解決されるIドが予怨される。

上j£のJi法では各幕本形の機能ii'Jな語、R未を手7めての将

位比較を行なった訳ではないが， j七時的な分析の方法を

月JL、た，と邑う事ができょう。以下には，このJi＜ょに加

えて，歴史的，発注的な分析の方法を絞って，仮定した

基本形を検証する）fi去を， f列を挙げて説明してゆく。

ロ 特定の昔日村の，ある基本形をHJいた継子イ土日に，あ

る時代以降s11の慕本Jf1がイト成される場合（図 3-1)。あ

るいは，会成に使われている基本形の入替が行われてい

る場介（これらは，基本形ト基本形口イト成形が，形態的

観察において仔在する詐りてオごし経史的i邸主として存

在する事を示す例でもあるL

・＇＇f'負自虫干の変遷であるが W<J3 5 ），殺ぎに他の基本

庁去の合成されてゆく様が分る。間3 1の＇c＇＊＊＇の
終的の部分｛丸ここから手01:ぎと関連のある事が分る。

また殺ぎが1400年頃より米11'1'：総， 1500年頃より長t¥, 

1400守唄に尚締結織り等i，見え桂トる部材にしきりに使わ

れている事（他の部材への用例もある）から、この場合殺さ

が比え掛りをすっきりさせる為の形である事が分る。

であるとすると， i生i二，見え掛る表面だけを斜めに見

せれば兵ぃ事も明らかとなってくる。

・15C頃に，或る基本形を点、対:f!j：にイト成するとし汁傾向

が兇られ（l司3 6), 1::<13-1の鴻帝京iふ殺ぎ＋殺ぎ

によるイト11H習であると考えて開~＇主いないであろうとい

う事になる。

ヨ 仮定した基本形が，判定めではなく様々の基本形こ

の合成をほぼi同時刻iこしている場合（l::<J3 -7 l （その1阪

の，主主本形としての概念のイ確立を示すものである）。

じ 特定の建物て＼仮定した基本形を試行錯誤的に様々

に組み合せている場合（伏13…8,3-9）（係わったr
IL五が，占，，木形から介！北形をつくるという概念を得ていた

ことを示唆している）。

と三与と~f三 ξ三
一 一→

図3 2 鴻継変形と解釈

日日つ戸
一一一守

lill 3 -4 応永頃，桁継手の変化

＼：~：~v~~~ 

一 医 3-3 要事継。合成と解釈

三7コ
国3-6 点対称の合成例

すι仁
（図は写真による）

大卒t怠寺本堂 123S年一一~ llJI主F完本堂 1348年一一→ 花、永頃からの傾向 一一一慶長煩からの傾向

図3-5 茅貴継手の変遷
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浄：！宇浄土並：

母屋
ュヮ大報恩寺本常
E頁賞，終貫
~ 如意寺阿弥陀堂

桁

如意寺阿弥陀殺

長持人情

1l 92i[", 1235年

東大寺主主接

IIす木・本葬
1207～121 0年

平安本～鎌倉初 平安末～鎌倉有j

海梓＇！ IJ寺五葉按

九粁f

1214年

国 3 7 自遣いの言者用例の登場，鎌倉初期

高機士世襲 ！日j左 ！日j友 高照平桁 ！日i左 i百uピ
図3 8 久安寺楼門に見る試行錯誤的合成，応、永頃

減寅隅 I耳元 i可！£

凶3 9 明£院五重壌に見る試行錯誤的合成， 1348年

ロ 各基本形の役割jが明白なら，それがつのまとまっ

た単伎として機能している事が分る。

ところで， i註構に筏る実f§Urj• には，基本形の考え方てか

処理し期い、形状のものもあり，現役時？での問題点と新た

な仮設への足掛りを．米繋；iRながら記入しておく。

ひとつは，比較的単純な形で，落本ff:ilえぴその合成で

は説明のできない形状についてである。もともと，基本

形の発生以前に，材を組み合せ，なんらかの)Jに抗する

ようなジョイ／トを作る場合の，ごく初歩的かっ普通的

な継子イ十日形状があったと考えるのは，想像に難くない。

そのある部分（;j:，現段時？で考えている基本形とも，オー

ハーラソブすると 4官、われるが，こういった「原i基本形」は，

基本形合成のシステムが成立した後にも，総子仕IJ形状

のパソクグラ／ドとして共存し得る性質のものである。

今ひとつは，逆に年代は降って，返却の遺作材の紋子

に兇られるものである（閃3--10）。これらに共通の特徴

として，材表面に現れる縦ぎ合せの線の作る形が（凶3

-11）に示すような，数棟のパターンに限られている事

が学げられる。そこで，継手内郊の形状よりも，むしろ，

外倒的形を基本形として，各IIDをこれで埋めるような合

成の仕方があったと考えられる。その根拠としては，こ

れらが化粧材，造作材の徽子であり，その見えがかりと

なる面を，関 3-11中の（I)(2）のようなすっきりとした形

とし，見え隠れで）ibj材を緊結する為に，（3)(4）のような方

法をとって，これを定式化したと考えられる事， JZ,ii 

文書の中に，様子を展開図で泳したものがある事（「御作

事方仕円之以j,を参照），さらに大I舎の継乎tRJのやに内

部の7肢が定かでないものがある事等が挙げられる。
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；三ピアヲ ~－） J 

3 3 各J基本形の提案

前新1(3-2）に触れた， r1J;i芯本形J を台めて，こ

こで基本形を続案するつ光ず逐ーのヨ院本形をtit：奈する副j

に，落本形というものに隠して幾つかの仮定（本報告書

を書く上での約束事）を設けたので，それに就ての説明

を行なう。

ぐむ基本形， f?lixJ院の形は総子1t口部分でJ左？？村の作り出
すiii'触1Bi（文献2038）の形でとらえる主｝手とする。もちろん，

A未の大lカ吋主般的jという孝之}Jをしていたとは思え

ず，鎌や蟻等，男本の形でとらえた方が自然なものが多

い。しかし，うj本の形だけではば~lj しきれない場合もあ

って，例えば凶3 121ニポすものは，他材との関係で，

f特もにもrle／違いJにもなり得る形状である。こういった

もののは別を明確にする為の子段として，継子11:仁i形状

を，按触百IIのつくる形でとらえる事とした。「払納や鎌

の先端等，実際には怠悶｛内に際1mをあけてつくるもので

あり，これらは絞析には按触詰iとならないが，こういっ

たわずかな機関は無税して綾織耐と見倣す事にした。

r G·•~ －~a 

日J二ー一世 II 
~ ..レ

ll!l 3 -12 

②基本形は，清水ムf¥:O〕指椀するように（文献2057），ぢ時

｛、i，殺ぎなどのち号付系，杓欠き， m存鎌のような大絡のN

各基本形

突付け

見f、jr理科け
（びんた）

方兄H突付け
（稲＇i) J~ ＝l=ユ

E司3ー15

-16ー

がLJ絞め，己主，，系， iヨ速い，宇r'J.蟻などの突出した彩の

1"1型糸，に分ける事ができる。本報針書では，このうち

ん型系では，突出した部分をもってその基本形とし，所

対ij~j、fl郁を合まないものと見倣した＜ EKl3 J 3）。

~~＝－~－~三~~y:
協 3 13 

③しかし’ k述の彩を，う宅f、jと鎌の合成と見る事；3

に（土千fなわないのて山’ fl!!’！＇！：fl内に，基本形の「三時HJを1黒

字見して， これを鎌として扱う事にするc i追って必要に応

じて，ぢ培1tと鎌め合成形とも見るものとする。

〔主主主本彩には，接触i需の異なる幾つかのパリエーンヨン

を許すものとする (i;;</3 -14): 

f

一
三町1

rBl3-14 

③ある形が基本形か汗かの間関fに際しては，その形を用

いた会成i列がどのくらい'J:,'/7；にあるかという観出を飢え

ている。これは基本形としての認識があったならば，様々

な応用がなされて，介成｛刊が標高にヨ：れているであろう

というナニ定に基づく。初jえはJ 九、すかj lふかなり独特

の彩で，ぷ本形とする考ん｝jもあり得るが，それt'i'f;)i々

な合成f§1jの皮肉がない事から，ここでは単に， r~Jt ぎ」

つの作成と見散した。

このようにして＋11!/l',した器本形を以下に出すが，結果

として，羽’えにあるii＊干f士口のバラエティーに沿うもの

となっていて，五j主f可学的に考え ii~ る燦々な丹三をパラ／ス

よく分類しうるものではない。

1111<出めない綾子トサすなわち，ただひとつのJ保触出より
成るもののうち，ここて日｛主将に中t軸にoj;j在な接触！日をさ

す1千九とする。「結」は， 見え掛りを突HにするなIZIから＇t

れたものと考えらオし fち寄付Jのノぐリエ ションに含めた。



殺ぎ

正二~－－＝；

Ji¥H殺害 仁三コ［「ヲ二
一人主：
見付殺さ
);11']-突HIJ 人うてJ

留め 千J
見Hm

－uy
 見Hft'

（上端的） ？ 
一二五児H関
（絡ft!)

［子ミ弓~~J
山忌~〆 ~－~二

もっぱら桃子（持イト形態 I) にIIi c、われる形て＼付制l

に対して斜めの角度をもった持触il!iかわ成る。

関3-16 

ピ

iど

~~五ヲl

~（~ 村の交わる角度を一分する接触1i1iて日つくる接合であ
り，通常，苗交付に対して45度となる o r見付税jは見

え桂トりが「filJにする；色以iで，材開i：面の…部にJljし、られる

[l?] 3ー17 事が多い。

17 -



1ewa/j 穏欠き rb w 
tオをほぼ等しく欠いて組令せるもので，被合形態に
応じて凶めようなさまざまな殺触泊iとなる。＇ IJ要掛Jはそ

の発守の経緯，癌；l:KIから）jljの基本形として提案するもの

殴3 18 とした。

階鎌 住~••••• D パ
川
ピ

目濃い ぷ：~－~

（八輪） 川グ

E自3-19 

掩f,形態Iのものについて，よtr.潤では側面を突付け

に見せる場合を摘し、たが，買の継干や， f;j'寺織では倒的i

に限？？鎌特有のパターンがあらわれるようにする（右端IX])"

退掛終，金事主総は，）（1/U・丸ド〈！のlむiきを採る。機史的に

は，院iじ系統に属すると考えられ， f長会内向きの如何に

かかわらず， lr>Jじ基本形とした。

日ゴ：U
芹二二

[ct工~J
f匹はよ:r－両
*lj1fiり［ヨュ主い 箱民連い 1-・7: II遠い

f車内幕本if）に付加liFJIニ合成される事の｝：.い基本形だが，

単独戸<CllJi、られる事もある。「半島との相違は， I. f左右

の少くとも－ -Jiに抜けるのがτ呂溶い」で，村軸}j(;i］にし

か抜けないのがr納Jであると考えたが，日速いの合成形

草子はこの限りではなく，実際にはプロボーンヨンも関係

して，区別することは存易で｛まなし•， r人輪（襟輪）Jは形

の類似，発生の絞砕から，ここに合的た。

「月思」は，中でも凶遠いより隔の）ムいものであるが，同j若

者をIR別する明らかなw半がなく，「討議い」のパサエー
ションのっと考えるものとした。関 3 20 

- 18 -



空宇

桝

鎌

~~9 
図3 21 

包みII違い

明白んど紋子；こ用いりれるもので，「主幹知Jてやかためる

耳下が多い。

j;＼（柄

関 3-22 

一ι

ド」ゴ
帯域

ノj、手引内 重柄 扇納

「包みgi皐L、」は搬船Uifiの構成から「納Jに手7めた。 f納」

には上州のf也， しゃくし桝，いかだ納等，様々なものが

ある。

隠 3-23 

--it 
]L虫¥If

引張に抗するような長守めの酷iを持つ形である。 1様々な
接イャ形態に現れる基本形であり，他の基本形との合成てい

は，「口迭しvとドi］様に補助がjにIllいられる事もある。

19一一



鎌

欠込み

大入れ

輸薙込み

質通し

~.白下 一目17
rlJ 

）－空じιF江戸万
＇＋＇位機

a-~；戸川····~~
古代鎌

ワi虫丸にJA－する形態をもち，総子に使われる場介が多い。
l2J 3 -24 

}jの材に欠きをれらず，他方の欠込みに収めるもの

である。次の r大人れ」を合める事も可能だか， 1材ヵ、

他材を包み込む形 (i[Jj の場介も合的）になコているか

図3 25 i'iかが薫嬰なtll 達点ごあるように忠われ前j芸を［）（.~lj した。

図 3-26 

図3-27 

図 3-28 

・-20 

村グ）表！創（特に本II＠）がそのまま按触加となるも

ので， 対のf主流関係により， i関以外にも様々なパリ
ヱ ンヲ／が考えられる。

「欠込み」， ＇k人れjに合めて与える事もできるが，形
グコ特ケn性から別扱いしたの

「輪雑込みJとIC:J様のFR出で，基本形として担＇.＜／：させた。



渡り隠

三枚総

腰掛

車知

a ＝~~ 

「欠込みJ と「n.~. ，グ）合成形と考えられるが， f売が§： ＜，ま

た，，，代から{iするため一つの基本形としたものυ

図 3 29 

守主J, r守、J，に解釈できるが， つの1たまりきった形

として出f~を中心に存するので基本形の っと与えた。

間 3 30 

「本II欠Jとも考えられるが，発生経＊＂・汗 IWが異なって

おり，日Jjの総本形とした。

思 3 31 

［ ι主主ゴ~c~J 
図 3 32 

主＂ / ~／ / fil;;; ［三ロ下］
栓

（埋栓）

模

門
以

ー
一＇

12l3-33 

［ ι~，~~~ 

l2l 3 34 

正記に対し 「校」の後者（よ甲佐）（ム金輪組iの怜めよう

に，被介グ〉為に必要なう？きを堵1めて幣める類のものである。

仁j
つ~Jγ 
l2l 3 35 

ドIf鎌の「棋Jの中lこも，むしろ埋栓に近い働きをす

るも町が少なくない。

- 21 -



契 一.~ ~ ~月
抜f千三村に対し第ニグ〉小宮［）村（部品といつべきか）を

Jlj＇＇て， 村を接合するもので，事検多様である。

IT?l 3 -36 

3 4 各基本形の発生とその展隣

本節では，慕本If｝毎の形態，防法，機能，合r＆，等の

局面iの変還を述べる。各：論に移るFJiiに，者ご［ーのことわり

を記しておく。

第 に，ここに扱う慕Ji;;形｛立， f;-f1！止め単f，）：としての基

本n予の事であり，単独で紋子あるいはJillとして使われ
ている基本形に限らない，という事である。あるH判じこ

限っていえば？介成7訟の彩でしか使われていない基本形

の併や，単独の県三本形では得られない機能を，合成庁長め

形で発持gしている例がある。この筒1erま，こうした併を
含めた意味てザ〉基本形を扱った。

次に，これは2-5，歴史的変遂に既に触れた事であ

るが，基本形の変漆に於ても， gtj婚1200年前後， 1400年

前後， 1500～ HiOO"I＇頃の二つの変化期と，その閣の変化

のあまり起〉てない時期とが認められる，という点であ

る。そこで，以下の報告でも，それぞれの変化期の中間

にあるII寺期を， I～w黙として，報告するものとした。
3 -4 -I 殺害，見付殺さ

ぜ；ft( I期）には，殺ぎ（主将戦子に1711が見られる。そ

の怠l''<Ii:t. j初サLる純一村を，支木材へ本グ）幸Iで縫い

止める＇Jiにあろう。見え掛りが志、関されていた可能性も

ある。見え隠れるlit¥践の紋子では，被イト二材を終釘で止

めるのに籾欠きを使っている。しかし，他内部材での伽］

がなく，その使い分けのJiit出｛主将認できをい。この古代

の殺ぎとめイヤ成形には，鎌（1?!13-37）や納（閃3 38) 

との合成）肢がある。

J口正=v

に三：：J

141世紀半頃から，殺さは7芋負，尺千i字紙，高槻架木予：ー

の化骨！却材にf史われ始める。 IllJUJに入ると，その例も多

くなり，特に茅JH法子では13ltt：紀中平から15［廿紀初めに

かけて見付殺さの発生するよ品科を眺める事ができる（次！

3 39）。また殺ぎ，見付殺さと介成する慕本形も，片嫌，

犬1'~官、守本当r，長fiJ!, J 235年

Pfl完より起す〆見付器対内1b修理l：；事報告書より）

浄j：寺本営，長持， l1327咋

Pl教寺大詩吟ヲサ ！え1111,1440年

災光＿.，本’草，長押， 1565年

[i!]3-39 

日違い， m品鎌， j議， と多種lこ及ぶ。これらの殺さの使わ

れ方の料色I;t＇見え掛る音 Ii材，非構造部材，支早dす；吉で

ない部分（見えti'トり！，茅負は樗によって部材全体が連続

的に支感されていて， ぷで支承されていなしサでの継子

として使われている点にある。以上から，殺ぎが見え掛

22 -



りの良い形として意識されていた事が捻定される。党え

Jllトり｜＋復ずれている明白としては，総司での：本自の喰違い

が自伝たない（布｜の場合），左ィりの開きに対し斜め部分の

綴間隔は実際の開き制より狭いので際関がH立たない，

~｝jが｛匙に乗せ掛けられて見えるとドによる心理的安定感，

を考える事ができる。

!6tu:ff己に入ると，ノ？車t日や幸3；、！．車知！との合成形がi子場

する。二れi立車知によつて

T「たなくするようにしたものて刊あろう O

3 -4 2 官i，見Htri

Wl，見付認は桃子以外のL, T, Xの接会形態に使わ

れる基本形である。ねにL筏イトに特徴的な基本形であり，

L終合以外では， f也の基本形とのイ平成なしに使われる事

がない。このWI，見付税に探せられている基本骨折立制は，

接合する二材が向ゐ吉II材，あるいは同格ともいうべき材で

ある事を見え掛り｜示す点にある。その事は， 般に奥

部付閉め紅一日ではj\'.i，見付留が1~：われてない事から推測

できた。

見え隠れる部分で磁を使う例もあるが，この場介l土，

同一荻l古1の二村をパランス良く ：！＜巧えさせる為と， ！10ιの
容易である事から，協としていると忠われた。

宜i，見付留め村の対等である事を不十，というこの三熊

本的機Imは，丹すく史的に変化していないので，以下ではJc.
にその合成の変遂にお与して， wと見付慣とに分けて述べ
てゆく。

Fιず惇｛では， 1主本形を単独で使うfタ！；（大宮iとする｛タI)
は， .!:: ＂＂から近 111にキるまてがljがあるが， 14111.・紀中半以

降（III期以降）見え掛り部付では悩や見付慌の合成形が

使われている。 {iiの背後で，材のズレや隙間jをJltiぐ，意向

でit品の占L本形を合成する子il；、が発注したからである。｛H

し，本負ベ≫;r.負て引は軒以りがある.＜！.）， こうした精子Jな1t

I ！の怒11'.l，加工が耐難であった為であろう，大閣のま

a 

↓ 

b 

まとする併が絞〈。磁の合成形の登場は， II期からで，

長押入隅でu遠いと， kJl,¥J!iJ紋で納と，手震直林水平付で
のL接イトてポ1との各合成が考案されている。これらでは，

慌の見えるi剖に直交する；，向への材のズレを防ぐ合成に

なっているものの，持が離れて開く ｝ji向へのズレに対す

る合成にはなっていない（関3 40）。 N~月頃からは，い

ずれの方向へのズレにも抗するイト成形が澄場している。

（閃3…41)。
見付腎iもi占よりすで刊こr長在している。党11・1出は見え
鈴る1揺のみを慨に見せる基本形であるので， Lt長合では

図3 42の各タイブが考えられるが，古代にはま先にこの

J てア一一

rm 3 -40 

那谷YI号院，！車割i，長押
1640年

函3 41 

↓ 

c 

図 3 42 

23 -



三穣とも登場しており， bのタイプをl¥j）料の袋表の拘i詞

に合成した例も見られる。この見付留の背後の幕本形と

しては，突fす，総欠き，亡〈枚組，約などがある。 II期に

入ると， tll隣る 2j討を見付鰐にする結沼（典~~ll'Jな僚とし

てλb）組合せ） (i:XJ :J -4:l），また背後の基本形か相立に

引付け合う介成形（図 3-44), という発達が， i州立少な

いものの生じ，後i止へ縦がれている。 W期演｛になるとこ

の見付制部分への合成例が売り錯し， Hllの精常になる傾

向を5T、している（図：i-45)0 

持ifr1Li年五重I/ii,4絞， 12H年

18 3 43 

f明ゴ：fl'iUiiEJ/'i, f；車品， 1;q34•. 

IE 3 -44 

！司成奇本j/：，長押， 147211二

18 3 -45 

一 24

):J Li土L桜子？での兄Hf.'.iであったが， Ti妻子子， xli！＇合
では，そのそを場はL桜合に遅れ， 1321年明日完本掌台輪

刊行の｛売が初例と芯われ（写真から推定）（ド＇. j3 46), 

以後しばしば仰が見られる。

aのタイプの見f干潟では，：Mの対等性を示す＇t：の他i二
井、 11 をど•L紋日を材の稜線に 致させる，という機能も

果しており，この）ifiijに発注していった僚も兄られる（閃

3 47）。事前1（などはその例の一つである。

れ月i院本守f，削除（右守 7j'.真より推；£）

1:m年
図3-46 

行

（法険予？？！議院，＇;¥ii戸松，笠岡J頃）本

隠 3-47 

3 -4 -3 軒j欠き

相J欠の基本形はし L,T, Xグ〉十五合形態の速いによっ

て，イ長角911員jOl構成が異なっており，別々に変遷を辿るも

のとする。

( 1 ）斜子 継手に使われたね欠きIi，今同間交した修

I~ iヰ呼H行書による限りでは， I部！と IIE月の初jめ， Ill釈

のc-1<とNJtllにその｛列が見られ，そのl::JはポIiになってい
マ～。
両者の府U；も災なっており， I!tnでは，頭演の接イトー

村を，縫安iで柱へはめる為に使われており（i:Kl3 48), 

N期では，村i，土台などてm関与封訟に!ii:ぃ11:Jiてイ史われてい

る。慌：！日吉ll材，他の基本形との合成，の占てい測各鎌に:i!J:い

のである（「5<13 49）。

* r・刈版.l！記。〉村弧イJは，初版を簡略化，お11象化するなど者1の
変形を施しているcuト！＇l並。



間年など）

図3-48 

F百数·~本金，側Hi，室間後期i

「
「
」 三コ

f二γ~）
新長谷雪上容紋，村r，主的後期

己二＝－u
図 3 49 

( 2) L tをイト 今問内務1l'からは， I～II紡ぐらいまで

しか照史的実例は見られなかった。 I郊でl::t,f革支：材同

志グ）j土日て4陸ニfliil拘E，縫主fをおっX.;OJt自欠きイulがある。
雫l告：村とノド・＇I＇材の相欠きていは多く見付税が合成され（悶 3

-50），これは大協より構造的にrム定している為将欠が使

われたものであろう。 II期には，見1tfMの合成の他に，

B良貨のLJ接合で，口迷いや蟻との合成形（院I3 51）が

14 c •I• 半咲からな場している。

ペラJ
法険寺Jii主主ヰ，恕村主＼ 8 c初など

位13-50 

日時玉院五誰lit,霊長賞， 1:H8年

図3-51 

( 3) 1技会 Tl立介では，＊＇賓柴村伊 jよ、のT長｛？Iこ， i列

が散凡されるが，他のTj安frでは，係く稀なf¥1Jしか認め

られなかった。織架材i乱ιのが4は， I～W 矧にわたって
例があり， nm1以降のヲ1511りへのほJAしの｛也見ぇ掛りをも

晶、識したと足、われる口議いの介成形（限3 52）や， Ill

Jt月以降ではリ｜採りにj／しする／） OJ妓や ）（納の介成If~がある。

東大寺宝章校

肘木

1207～1210咋

図3 52 

( 4) x接介 x J長会では，持合する 2村を制成、同高
に納める場合，必然的に相！欠きf士liをとる事となり，正予
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代とは無関係に初欠きが使われている。和賞；きと合成形

をつくる慕本形には， 1内，口述い， 1¥'l，欠i6，等があり，

それらが籾イトさってイト成形をつくる為＇ fili々 な符類が兄

られる。 JUiiには，入輸の合成形が設場し近IJ！ーへもづi継

がれている。これは，相欠きで生じる純白での段違いの

見え掛りを治す為の合成であろう（J:i<l3 -53）。付の対等

性を示す兄イ、11般の合r!xlま141忙紀初jめty（より始まり!ii'Iiiへ

続いているW<!3 -54）。隅ノド？存掛りでのいわゆる捻組は

lil J!hより初まる。また蟻の合成もIll期より宇＇｝）まるが，こ

れは施工精度，微少のズレを紡ぐ意凶のイト指定と思われる

(Ix] 3 55）。立I期以降，これらの会成が総合されてゆく

発達が認められる。例えば油日神社持殿（桃1!1）の桁1:1:

11は， 4日欠き（詑：中日），見Hf'll，織のf}f，＇＜）阪である。

（純111キ文附 ｝ 
枠肘木，鎌倉中期など／

殴3 53 

民3 16 季五月間

図3-54 

ード
｛久安寺段f止i ¥ 
＼，良民，応氷＇tiなど／

殴3-55 

3 -4 -4 略鎌

／ト凶の総史とのすミWIJの調1tから略鎌i土，大仏様と共lこ

大路からもたらされた技法と考えられた。この時点での

格鎌の意図は，持容鎌の形態とえ甲校（模）を組合せ，柱の欠

f員を少なくしお，貫績を 体化して組問める11:11をつく

る点にある。 [iii3 56は，交叉する貨が柱内で罪容嫌によ

って継がれている様子をはくして示したものである。 E井

謙のヲ！っ掛かりの顎の尽き分の伐と，貨を上［ぐに重｝Jかす

隙聞が柱と実潟身にとられていて，資相lf:ーを総合せたf去

に伐を哩めると，料相々が緊結されてしまう。この意図

の略鎌は， II期III却jiニ例があり，近険大工言きに示された

仰jを含めるとW期にも及，j；＇，羽詰鎌は質調主干に特有な基本

形であのように｝CJ，、われるが，性…i吉Iiから材を洛し込める
滋賀の総子やp~仕仁i に時鎌や，その応用自＇，）な形が1血病さ

れている（J'ill3 57)。

；争仁寺｛争士堂，虫u詑鼻， l192°f 
図3-56 

叶
／
ハ
ハ
川
／
／
／
／

F
1
Lゲ
＼

提目前、子Ii重II¥'

E頃賞， 9:,1年

など古 f~のf舟

興福与~trIJ宅

頑賞， 1210年

1ム降寺舎利殿絵殿

頭買， 1219年

／／
L
 当麻年本！？主阿伽柄月

5且貫， 1268斗

以後この形態例

続く

図3-57 
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III 1¥1］に入ると略鎌の形態や用法，機能i立大きく変化す

る。その1拝は，俊市部材に持唱して，頭貫ていf史われなくな

る 方，隅木，茅；告し絞太等にfをわれるようになった事司

略鎌の独特の継口が材の上端下端の面に表われるように

使うようになった事（CT?I3 -58），接触l胞が斜めになった

事（閃：J-58），日遠い，見小問主ぎ等との合成が行われるよ

うになった事（図3 5ヲ） (II期にも目違いとの合b比例は

僅かだが克られる），等によって示される。この時期の現存

鎌の機能！：の怠昧も変化しており，それは鎌調諸問機，構

造を分1Uーする部材の継子でありながら，鎌iまに対し見え

隠れる部材や部分に使われている点でじある。鎌$l主iが見え桂ト

りLW寄る理由は，総子の継目をよ乙永村の芯に合わせられ

ほ特子長さ，支；f<材のl闘が関係する） .ltた尽の安定！訴を

得られる点にあると考えられた（図3 60）。説貢隅11:I I 

の部長鎌は， W期中半頃に終り、調べた総測でl土木端を枚

の外トlこ出すWUIまかりになってしまっている。また， H略f上

I Iの熊井鎌では，［日郊咲から目違いや蟻とのイト成形が登場

している W1I3 61）。

千二二二戸三三
v 

「ププコ
回3 58 略鎌の配置の変化

(Jf¥c怒与仏毘t，裳陪桁， r,;,:;k畦｛など）

(k干{!ifl,,'J＇本堂， 1要賞， 12お化など15C以後fyiJ多し、）

向教ヴ大講堂， F負， 1440年

隠3 59 略鎌の合成形の登場

[ill 3 -60 鎌，略鎌の支承イ立簡と織田

明主5完Ii.重塔

E虫食

1:3・18年

図3-61 張費務，絡鎌への合成

隠拝鎌に関してN矧はlll期の延長にある。しかし ガで

は， W真ii には， ill掛大枚等院各鎌系継子， iji~桂ト鎌継，被話ト

蟻副主を， JI：に構造材の持出し縦ぎとしながら強度の異な

る紋千として犯える孝之）1が起ったものと思われた。

3 4 5 H i皐い

IJ違いに闘して先ず特徴的な 4凸IJ,i也の多くの慕本形；こ

車交べて，介戒する相手を姶んど選んでいない，機々な相

異なる機能をrnわされている，という点にある。以上の
ようにH遠いの指針Eと合成形は多織であるので，以下の

記述では， Eモ史的j主将司の少ないものに関しでは省略した

ものもある。

fl速いが基本形として検場するのは，おそhくII矧か

らである。それ以前は，むしろ学と納と［］違いとの問の

A二分イとな形態のものが使われており，初jも少ない（！沌3

62）。それがII刻に入ると， J寺本形の提’交に示した1亀裂

11ワな日遠いが，単独であるいは合成形として使われ始め

る（txl:l-7）。 I例のみであるが浄土守浄土全の母E対行
総二子(1192年）（悶3 6:l…A), IU!Iに特有な本主主継下m1

九麻寺本生主， 格， 1161守

03-62 

：争i寺i争上堂

母陸

1192年

関3-63 A 
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3 63 B），やはり IIj即IIこ例的多い牧 頚 fH土日での輪

議込とのイヤ成形（1913 64），これらは「働きJの機能によ

る民速いと考えられる。 II期を中心としてIll刻中半咲ま

で使われる鎌の付根へのイト成形は，補強を怠以iしたもの

であろう（文献2052) (li!l 3 65）。見え扮りを意識した

汀速いの周慨もある。即ち村？などのXl長介での相欠きと

n速し、（入宇治）との合成形（l:i<l3 -66），長押人織での見付
関との合成形（［'!ii3 67）などである。このぺ名の見λ

掛りへの配慮の内容は巽なっている。

「

(i1ミ終有ヨ：sli!:Ftc，木主， 128,1年など）

図3-63一自

ill! 3 64 

ぞ
（如窓：；宇阿弥陀堂，桁，鎌倉初など）

臣n3 -6s 

（削山寺文熟年）
枠肘木，鎌食中期

凶3-66 

関3-67 

知；意寺阿弥陀紫

長tll'，鎌倉和j

Ill刻に人ると，拠出鎌への合成がlf:じる（伐I3 68）。光

都がjなものは， II郊の争刀剣にあるが例外的に早いf§Uであ

る。これりは， T働き」を求めてのイト成である。鎌との会

成JIヲ（附日速い室長主主）（図3 69）は引張力に対L！＜：本の

持尽くのを止める滋閃をもっ（文献2052），また，＂＊負，長

押，忠義til，鳴ぼなどの意~r材（Jjo構造のfぴ京材）に Ri主い

が合成される事もこの前後に始まる。それらの特徴は見

えも守る似の際に目違いを合成する点にあり，陸~j揺の総長

いものではね速いW<l3 70). I折i自iのj［方形に近い例て”

28 ~ 

oc-~ゴド
(J品，＇；！＇、寺11殿， 3主階lii,J,i》永頃など）

（大報恩寺本？に腰貫，1235年など15じ以後1511多I;)

図3 68 

（夕、安4楼「t軒f, 1,1c；永頃など）

図3-69 

彦桜城天’下， "ii本， f、i鴻Iii,1606°F 

図3 70 



は二i請の見え括iる場介瓶otHrJ遠い（1213-71), 1頭で結
目速いな司 3 72）が会成されている。似し封片！？目違い守

新日迷いとその合成形の例が多く見られるのはW期に入

ってからである。柱鴨居等11:11での箱tl違いもlII刻か

ら骨！］が兄られる（凶3ー73）。これらは，材の楼令部分で

材のffいによる，被目の擦問を抑えようとしたものであ

ろう。やはり lII期に長持出附でR速いと留の命日記形があ

るが（txl3 74），これはf兄え掛り」というよりは， T働きJ

を怠附した合成であろう。

E 仁
E主主主l城太守， 111井、 l剖凶年

図3-71 

バ f－~ 
泉縞寺閉山堂， f；翰， 1631)司

国3 72 

／一＼

j
u
v
 

('ti；賞与＊＇草
i柱鳴Ii
¥1388年など

関3-73 

図 3-74 

IV燃にIJ，納の補強を意向した，地ft込11n（凶3 75) 

がそ〉場L，また， j一社iの主伝子庁行渡いa，結R速い継が.fill:ん
となる。また迂H十材をや心に，玉事知，校を使って総み阻

めてしまう紋子（凶3 76）の笠場するのもこの時期で

ある。この場合，日速いは組み階的る為のfi'自立とも， f見

え掛り」の為の合成とも考えられる。｛IlL，金輪燃のよう

な場イトは，組み隠iめる事がその；自；l:Rlであろう。

三
(i云香与本支 ｝ 
I ,J、将来対応｜
¥1586守など／

12]3-75 

~~~ 
法山側、
出A樹子桁
慶長

（法制大講堂 ） 
長押，超音長

関と違って断聞は長事¥I挽

図3-76 

3 -4 6 主義

蟻が本格的に経史上に1,f~持するのは II 期からである。

II期以前の例では，由主欄寺五重11.t，月、fソド等の紋子（951"t二），

i1'、経守型＇（~震波前身建物，辿j縁 格総社iI (1121年）があ

る。 rlii者は，蟻の長さヵ＇i'<litのf§ljより長〈，後名はL仁木
しか伐っていない。 ブJ『常造法式」 (11001Flには既に，

づi独鈷によると寺蟻，のi!Ijl支な校法がぷされている。蟻が

大限に由来するものか，費量榔i寺の例から徐々に発達して

いったのカミIJ，不問である。 !I期には，蟻は殆んどTt#

イトて＇f也との合成なしにfil：われている。その形態は，犠阪

の）ムいのカ叶もをLである。例外としては，終康J'＇の板起草と
定統イ3ーをつi会せるのに引独鈷による寄織が使われている

例（l:Rl 3 77）と，肘木巻斗で，肘本側に域内リj本をi在

りIf＇，しているが !](I：羽3 78）とカずある。

この！UIJの蟻の慈；VIは， 11:11をつくる材相互を引き付

ける事にあるとd町、わjLる。それまでは壮行において引き

付けるて夫をしたものはほとんど見られない。
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~ IIどPIm 

乙ノ

[2]3-77 

隠 3 78 

太山5寺、常（兵滞）
iii！軍一定規縁
1285年

Ill ~Jl に入ると，蟻の隔が狭くなり今 IJ 的な形態の犠と

なる事（till3 79), T接合以外の接合形態てやの汗j備の是正

場，他の基本形との合成，というごつの変化が起る。た

だ，切｝王校五重感 (1348年）では，これらの変化を示す

織の!Tl例がすでにII刻に章子場している。さて，先ず徽千

では，本負等の蟻継，天井梓総や出機架木（持ち出し継）

での殺さとの合成形（関3 80），などがある。木質等の

蟻継の特色は，鎌織に士、tL見え掛りを意図して使われて

いた点、にあったと思われる。木負等編Pf'で支承帽の王手い

材ていは，鎌継で縦ごうとすると，鎌を材成より薄＜ ）きる

事は，／JD工の点からも強度的にも無浬があり， )J鎌を

材成のまま造ると鎌の形が支＊材の外に克之掛ってしま

うからである。 L接合では，比1Hllと蟻の介成｛列があり，

X接合では，相欠きと織の合成f列がある (f'.:ij:1 81）。 T

接ftでは， 欠込みと蟻のイト)J)i:JfJ（ドI3 -82），ヤ存蟻イ士11の

例等がある。図3 81のfyljの他（土，これらは 応、r1動きJ

を期待した蟻の用例であるが，機能上の；意l?ilの：＂＇切な伊 i

がこの非ト刻には多し＇ o

織形態の変化urn 照， ~iIll期）

図3-79 

久安寺1安門，高機架本， 1'5永頃など

お3-80 

（一I) y＿~貫 1

!1,;7，耳目 など／

12]3 81 

旬1ゴ；院JL¥[（応
受束地機掛

B4E年など

（枚舟IH本などに！とられる）

翻3-82 

。

肉3 83の内， F段左の2例l立，怠悶の明快なf対であ

るが，伐j3 81と卜段布：1i!'IJは機能上ーからは解釈の難し

い朽ljである。精皮肉！と微少な外力に対する架楠のズレ

をf,}jくれ 払；｛内働きを湾、附したとも解釈できるが， 上，下

に対照させて凶示したように目違いと適用部材や合成の

し }Jの点で似ており，む遠いの形式的なf~'i干とも考えら

れる。
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R @ 

回
／ ~ ロ
i、設

（山川） 久安寺段門

本京，1318年など 間十束，t6、ノk頃
lljj二rnん：.Ii霊塔
司良質， J:l4S'F 

81 3 -83 

W持iiこも，目新しい！Hi列はあったが，近肢の資料が不

足している!i.)iJ九 1例のみで終っているが11が多L～その

－~） として，織をイテ戒するに際して，起iむ方101が水平 }j

1i1Jになるようにする例があるW<l3 84）。また民！のタイ

プとして，五11みl白jめてしまうfl:IJをつくる｛クせもある（t><I 

3 85）のその他1'11蛾社i！などの特ljがこの1時的に羽れてい

る。

伝活＇1'1ぇ守＇：. I汐fl, 1585年

ご午レ

泉耐年閉山堂，政IH木， 16:Jo年

ヰ羽iぬ場i天守， J:f;, 18441['・ 

Q 3 84 

（ト川村上 ） 
1iiJJ子部，1559年など

!ti土角li-Cある。

E-Jコ
久安寺1楼門
高欄地稜， !'5永頃

郡守千守主書院及びIギ綬， 長持， 1640｛ド

図3-85 

3-4-7 鎌

鎌は， j・＂＇から紋子に係く 般的に使われていた基本

形である。鎌は，機能のjiljだけでなく，形態iも歴史的

に変化しており，それらを山｛＼；鎌，ヰ1世鎌，近l!t嫌と11p.

ぴ分けることとした（図3 86) O'iil4 3 5参！!H）。

- 31 
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A lfl「｜
l
i
i
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中i仕鎌

Q 3 -86 

j丘一位鎌



il;f~には，鎌！ ;i，通丹守本，桁， iヰ尽，池覆等々の様々

な部材のi聖子として使われている。後rn:m各鎌やヰ＇＇ ii知等

のit包グコ基本形がILじるにつれて，それらとの使い分けが

起り，鎌のllliL、，機能が次第に限定されてゆく，という

全般的な，変遷の傾向がある。お代iこは鎌の合成）訟は，

棒鋼A子で殺ぎとの合成形（txl :i -:l7)が兄られる桜皮であ

った。

中日；tnli半（Il烈）においても鎌の！持j去の戸、での変化は，

Aとだ認められない。略鎌や蟻などの基本形が笠場するが，

聞各鎌はそれまでなかったお材である貫の到来子にとどまっ

ているし守蟻はこの枠内では壮行のための落本形である。

ただこの時期iには，鎌の首の｛、f桂lに日違いを介成した｛列

（閃 3-87）や，見付殺ぎと月一鎌の合成形（関 3-88）が現

われ，合成の点で多少の変化が走塁る。

「二「？~~·~7
（在日産与阿弥陀賞，丸桁，鎌余力］）

図3 87 

j争j寺本堂，茅1,, 1327年

殴3-88 

中間後下（III期）には，同品嫌が1111，木，棟木， i手I'll，十垂，

桜よなどの見え隠れるif!）材の主主干に，蟻が本負等の紋子

に使われるようになっ，鎌との開iに使い分けが1lcじる（fLI 

L，それ以前のこれらの部材の総予が必ずしも鎌縦であ

った， という怠問、ではない。 l>'lじ，づ19長りにJえする車陸子

としてのi>l.'.い分It，の窓口孝てwある）ι合成形としてii,!if] 

謂j,l1jHi卓い鎌縦 (1913 69）が役場するが， H却jの終り

'flには，その前段階的なものとして，月間付！記を内側に傾

けた鎌紋 W<i3 89）が｛主われている。

東X~H主華栄子ノjく1乳母［"1, 13115年なと

12] 3 -89 

近世頃（N鰐）になると，更に牛車知！，結，等の幕本

形をf史った副主Tの発i室が兄られ，鎌I;i，多j滋な語表干の基

本形の つにすぎなくなる。しかし ノJで，基本形が増

えすぎた為か，使い分けが厳訟でなくなる傾向もせ：じ，

鎌は再び多様な部材に使われている（他の基本形を使Ill

した紋子と併有してLこの時刻の合成形には，三事責iのと

綴（I刈3-90）と主i＇析！？違いや箱討速いとの合成形（択 i

3 91), IT要経鎌継などがある。

（法隆寺東院前f"I，茅負，慶長など）

図3 90 

l~ム…ι
＼刈

法隆寺五重塔，高欄千村T，慶長

12]3-91 

鎌を111Iiこ長Eう例では， II刻頃から始まる隅肘木一泡

ト，出緯ー在三｝に鎌を使う｛吋や，｛去E華寺費~~笠院言；T戸板G主

開i什イ七｛！差別昨）の務し鎌イ士II(191 3…47）がある G
3-4--8 竿

今社員う苧ltl土、守三事知継を指している＼ニこでは，

牛市長日織としての可：だけではなく，技触i抵の構成から，

牛であるものの変遂を眺めてみる。うもず竿は，鎌fi;j様，

縦子に担割者に見られる基本形であった。

’？のJli'触lfliをftつものは，お1~ に慨に存点しているが，

学グ〉長さが，それ科長くなしその比例jl土約や門遠いに

i互い。九時，これらが明らかに1xJJ1Jされていたものかも

判然としない。この時期の午て仔I］外約に長い例としては，

法降寺伝法’半出身建物操縦手（761年）の｛叫があり（問3

92），これは， r,言雫みを現場でi調整し，縫宇；、で11：めるi)

の喜志手かと思われる。

32ー

：三三日
（校，校穴Jま丸＇W，附付活は傾斜している）

3 92 

ホヰz村達太郎「日本建築静葉」明治39年



ノヂ車旬！主主の最もみい｛列は，訴lべた草＠tiでは， i去鈴'Ct池
j龍？に格紋 Ji事露戦下 (1372年）の例（閃3 93）で，

地に車交べj¥1fYiJに王手い。格縁が樹林i二対し納差となり，納

がJi輪と王手車知ttになっているという巧妙な紋子・什円

である。これに絞く生車知散は，今聞の誠査では， 1544

年同教寺金関lj堂頭貫継予の両日速い半車知継まで待たね

ばならない。これらの例では，鎌紋のようにiーから蒸し

込んで紋くことが不可能な林の構成になっており， li'JiT

tの！要求からの竿事知織であるといえよう。この品、閣の

ものはflLJ}j指し等の1.L'！としてilE111民家に例が~い。

戸一

（写真からの推定例。扶りや百日を絡す）

図3 93 

その後の牛車知紋の展開では，茅:Q, ，長肘才、，長持号

線総などイヒ税特ベ〉造作材など兇ぇ掛る部付に使われる｛叫

が多く管場する。これらの例では，殺ぎや封z折目違いな

ど，見ぇ主卦る部材にf史われる基本形との合成が見られる。

以上から，この場｛~の！·r 市長日； i1土， 1F~11 によって 材を

引き付け，縦ElをFl立たなくするという見え掛り上の要

求から使われたものと解釈することができる。 171.lr紀の

f也の合成例には，宇をhj主いにした｛タ11，片鎌片rli知：継，

寸品を鎌，他端を＇f'l事L知とする履いの例？？字があった。また，

事長!lを使わない竿の持I］も，近肢にf革かていあるが存した事

を卒~·；＇；しておく。

3 4 9 絵，車知類

( 1 ）車知 事均！の初｛列は，やのJ~fで述べた法除 ！fJ血液

常， r11総 支輪紋子 0372年）の｛列である。申告llは，嫌

によって組む事のィ、wJ桜な部分で，｜日i等の鈎きを得るた

めに，鎌の引掛り部分を：置弘、えたものなのであろう。午

以外の基本形と車知の組合せには，箱（閃3-94）やヰ目

欠き（［司3 95）とのj§ljや， h違いにした竿との例（fj(] 

3 -96）がある。出j二者は，関与鎌の当［掛りに幸子えた， と

と考えることができる。これらは，おおむねIV期に例が

みられる。

記

。
泉出品寺関山堂，実月、f本， lfi36年

E自3-94 

0 

主三三一~－j
新長谷寺客殿，科r，宅相I後；VJ

[!!] 3 -95 

彦総城天守，笠木，付鴨居

1印16年

図 3 96 

( 2 ）縫松 （込絵，鼻衿） 込絞は，市｛~からそのi!U が

見られる。守町内rj'jに挙げたjj;μ;i,寺伝法J車両i身長室物のj時（以i

3 -92）等がある。中t止には，樹首！した報告書の範阪か
らは好1んどf§ijが見出せなかった。近間：頃になると， IJ♂ー

梁，柱鴨1巧のTJ長合，土台偶のL終合に，あるいは大
引の継子に，納をとめるために使われている。 i島j卦大校

総も，この時期にl§Uが兄られた。

鼻絵CT1§1JIま，少なくとも中f土からは例がある。 llfaj王院

五重塔内部ノj、壁板 (1348年）がその早い例で，以後数は

少ないものの継続して例がみられる。
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( 3 ) jiff j全壊松J立， J長fiする材を組み合せる為の余地
を，これで収めて，どの方向にもほぐせなくする行「I,

紋子をつくる1うのものである。これは，大11、様とfl'にも

たらされる技I去のようである（ :l 4 -1参烈）。浄立寺

浄！一堂，東太守｝有人ム！？守では，ねとii十に交叉する弐，月守

本のjj:11に感んに使われている。調皇子の争刀｛持としては，

大戦i問、寺本堂内究背子fの古式の民挟店主（ぽI:i 97）のj71］が

占い。ただ，隠し金輪織にせよ，会総献にせよ， j閉村とを

f造ったこの純の継手はW押JIこ多く見られるjfljである。

ん幸II.出寺本古＇.， I叉l'i点校前f;,i 2:i5年

0 3 97 

( 4 ）機伐と地険のi主いは，珂松の場合l土，＊fl.む子細

I , l最初から＂ tliffl的に給でt'I'.めるのに対し，械で（j:，険

の摩擦で材をとめようとするもので勢任事や慨を打込む

子加減が重要になってくる点に相違がある。この伐には部j

伐と践の械とがあり，的信でユは浄土•.｝ J争！’立の主主！tf((I支

店戸）グ）例がl討い。 f走者の平い例では，結i徳寺本j平（鎌

倉を洲るまい），大iii吉本常 (1285斗）の例がl甘い。害lj燃

は，主主Jc~択に月Jc 、られる併が多いが，他では久＇！，（寺楼l"J

のf；輪11:1iの桝与しのW1J(liiS主今日司），主f:J;七千手一号大付’宇他

グJtt 肘ノドfヨ口の的乏しの例(1460～ 1520年）が古い。

:i -4 10 その他の苓本形

( I ）柄納は相当古くから存請している形態で，弥生

時代のお床fli￥等に慨に使われていたようである＼ 単

純な形態でありながら引張に舷抗しない他は他のどのお

Ii司にも紋けな C•IHf土IIとなるところから，＂＇くから十

分に発達した技術となっていたものとえられ，古代に伐

に I, L, T, Xの各接介形態iこ使われている。 f也のぷ

本彩とのn成ではキll欠き（x），欠込み（x) （これらは大
約のf5iij)，見Hfl'i，輪薙込（T)等との合成形があり，ま

た形態｝の干重苦li!c,九納， i'J約， ;HP'i, 一枚f内， .kl内等

カずある。

II見守に入ると，この時期に始まる恭本形（行迷いバキ鎌

など）との合成形がill持するfUJ，大人れや官iとのイト成形

ゃー＊Iiしい形態トの械類として小中長約が1,f.場している。
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Ill期J,NJ羽には， t託子宇の栴を使った合成形（］］共11までに

見られる）にfl'.に合成が生じるような発達例が多い。目

新しい合成形としては抱え引込1J口や，本日欠きに介成さ

れた仰jがある。

( 2 ）大入れ 大人れは，三材の断面iのJi.l；の大小がは

っきりしているとき 材をf色村の筏に合わせて欠き込む

惑で容易に納同様の働きが得られる恭本形である。しか

し大人れの使われ）jを見ると， この働きと力E工の容易さ

以外にも，大入れを滋ぶI明18があるようである。悶lち，

•I' Ill: iこ人って材初ILーを総繋ぎ，総［11[1<うる考え方が生じ，
蟻や土1絵の校wが新しく主主主持してきたのに対し，大人れ
は，事rli~ll村 ii'C作止す間の刊IIとして使われる事となる。

ここでは大入れは，施T.I・ i造作村と納部材の誤去を吸収

し，摘造十両部材が影響しfrわない為の技法としてf史わ

れていると考えらtLる。ー}j軸吉ll材 料1m1材の大人れti

IIでは， jliljえばキ内を介成する W<l3 -98）といった変fヒ
カ＞If；じている。

エノ
（大￥11思年本：＇~＇.. I主主I梁， 12:15年など）

図3-98 

ブ＇j, III則頃になると舷Ji：はできないが大人れを見え
掛り！の品、図から使っていると忍われる例が現れる。日

英IIに役場した単しなる蟻1t汀に大人れをnrti:した例（包I3 
99）カずjfljえばそう・cある。このi知iごとどは， L;iぇ：の種Iき
によっても，またJi主げという考え方でも説明できない。

織社IIでは村が痩せて際関の生じた時二材が離れて見え

るが，大入れとする事でこの点を防ぐことができる。

(lllJ I Fλ五重t)f,i垂貯木 舟月十木， Jil48年など）

＊中村雄一 P図説Ifl本木工具史』附相49年， j父開新＇t宇！：



( 3）二枚組三枚組は， F県11:11に特イ1なf円の変殺とも

考えられる。時代的にも限定されている。 tillち， j三千に

t？給， fムI官ttE等iこ，中i廿初めから中宇にかけ，窓松，主主
去L板，銭f格交枠等に｛舛が兄られた。その介／jX:形には，見

付総との合成形があった（伺 3 100）。

ジ
II是閥寺Jiif;）／＼，台輪， %1年

図3-100 

( 4 ）波り11:i; 各論めよ自参照のこと

( 5 ）輪薙込 i~主藤E込は ・tiffの欠込みであり，Tlを合の終

合吉15てv重る側の材グ〕阪が？也｝jより剥iし改易合によく児られ

る。そのW＼~＇＇がjな仰jl主村 y員l'tfl: I lで，古代から給品i込

fl:口である。れ ¥ifi貨の場合，この紛藤i与にH迭し、（！恕と

も考えられる）をfc1えする事（同3…IOI）はII！＼月より，
輪熔込と蟻の合成がmm1より，械架村側を欠き込む例(i＇司

3 102）は， TlJt!l後半から散凡される。その他に翰薙i6

と納の台f幻影が兄られる。

ピト' •·I 

i J、
e::・・・ ・・.'] 

（）；：報担、寺本A立， yffl若松， i2:15年など）

医3-IOI 

(ii;、降寺地蔵埠，虻i賃住， 1372年など1

¥F司とは途って片側ii11 i主いである ／ 

図3-102 

( 6 ) Iii＼い 履いの校誌は，大約のjpljが，1;｛＂＼：からありすi

いが，それに絞くものとしてl丸太山寺本’京， Mi紋定
版i去を対｜ぎ合わせるのに契蟻（引独鈷蟻）をι奇蟻てい納めた

例（1285年） ([ill 3 77）や，元興寺極i築士五パ月板の姻j華社

11(1244'f.lの例（似］11 l03）が占い。桜い嫌はi,e；ノk頃に｛持

W<l 3 10,1）があり， )illい納（図3 105）は17IH：紀初め（祇

定） I二｛列がある。

6 3  

3欠ゑ
（び其からの初完）

E自3 103 

日

し

拠1ft11i~二大詰；11;, 大！iU札 lfrl～27年

IE3-104 

開III京fl宅

柱…j~明白h可

l(ifi2{f'. し
図3-105 
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4章継手仕口各論

4 1 各論の配列，蕎式について

本軍では，今日の様々な文献に載せられている総子，

f士口の｛刊の中から，代表的と思われるものを11)例選ぴ，

それらを写真で示し解説等を加えた。 2京てやれなった研

究から得られた知識を，倒々の継T,1!:1J毎にまとめた

ものである。

先ず， ω例の昨日列は， 1 燦J卦蟻継～ 16 ，！~， L'i量輸紋まで

は継干を被い， 17 ，～ 22 ，はしの接合Jf~式， 23 ，～：io ，は T

の接合形式，：11～32，はXの綾合形式の仕口とした。そ

ill二品交く3:L～3,1,は毛皮材の｛l:IJC:¥35,lヨfl土， 手濡n1ー
の継子＂1l:i Iの組合せられた，復合的な1i:Pを披ってい
る。（表d I ) 

i大に，詐終了， ft仁！の解説等の部分の書式について被

れる。写真以外のJ(i日として，名称， ijI)祢， f史！！？部材，

形態，茶木形の介成，ヴγ リエーション，解説め7羽目

から，件i11子， 111iをlJiJl[jした。

（名称） ここでは，継子， fE口グ〉様々な呼称の中から，

今行文献から知る総同でよワ…般的と忠われるものを，

ひらがなで示し，そのi莞宇とその呼称を使っている文献

名とを示した。形と名称の対応に関しでは，泉本的に，

OfJ態）のエaにtil不した形のものの名称を，この項目に挙
I Tるものとしたカ七到来子，｛11！の記達書耳によってi土庁去の紺l

かな~があるものも 'cl抗的に！日J の紋子あるいは社 ll と

考えられて，防！ の呼初、が与えられている場合がある。

この総合111＇では，こうした場合， tEかな形のj主いは無校

して，（名称）の項l'Iにその庁長を吸っている文献名を学If,

問時に（ヴァリエーション）の般企に，形，文献名，名称を

示した。

m祢） s11称は，（形態）の嘆に示したものと同 の形の
継子仕IIの）jlj：持、を挙げたものである。また，そのZIJ材、を

挙げている文献を不した。

（使！日吉II材） これは，当の総Tあるいはイ！日が，建物の

どのような部｛；＇［，部付に使われるのかを，文献，挫史的

実f§ij にf~くって不したものである。ここでは，燃して，（ヴ

ァリエーション）の頃に挙げた多少異なる形のものも合め

て扱っている。また，部材での束事手， f土IJの刑法，ある

いは部材がどのようなものであるのかを示す窓口本で，

｛拘jを間不した。

（形態） 照 的接触阪で構成される問…の形態の継干あ

るいはf士口も， 7恨の寸法比例は，そのままでは不明であ

る。（形態） IJ，どの税！支の jH；比例を持つものかを示す

ために設けたJf{l:lである。総子， fl:1::rの極類によコては，

文献にすj去の明示されたものもあれば，不明のものもあ

る。不＂月のものに関しでは，文献の fメjや，東京子者ドj大学

造家学科当時に製作されたとされている模別等を参与に

してJi去を決め，寸法の記入なしに図示した。

（基本形の合成） この頃は， l当の継子あるいはfJ日が，
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どのようなさま本形を総令せたものであるのかを示す為に

設けた。その解釈は， 3 ：＇在に述べた，基本形の檎 fl＇，と検

証の｝Ji);、に依っている。

（ヴァリヱーション） ヴァザエーンョンは， l<ilーの綴手

打11と考えりれているもの（使い方がjほと，名称がi詩と，

）診が似ている，などから推して）を主に挙げ，その他，参

考あるいは際連という怠妹で， if}I立明らかに契っていて

も，ドfj…の目的を持って使われているが；IJや，内のjfjを基

にして，それに史に令成の進んだ形，形l主契なるが，構

成している基本形が問じであるm，等々についてもボし
ている。

これらの例は，開示すると1日II時に，文調k，文書からづ［

約したものは，文献名・部材名・名j持、を示し，陛史上の

実伊1]（出会，エ霊安夫化対fit浬1：事報告書による）てすま，社

主名.1ぷ料名.，主子，社11の製作Jれと司ーを示したc なお，

懸史的支｛針！の形態は必ずしも実際通りではないことを断

っておく。

（解説） このよciは，以上の：J~ にじ4による徒ノ）えに対し，文

で五郎ザjをしたものである。

ND. 引用文紙に関して次のような略lj-を！か、た。

文献れ I符 称

泣家11i!lll形 「；斤京4

制1fH：主力イtr：と出l r御門事}jI 

紙.Hill云 'IK L: 

今内氏家舶縄県私出乾 r今日g[(,

帯病fi'ill千七米 『芽恒一』

んw雛形大:C E’klU；主

胤＼II兵Wr長l処IX!WI r IJ!l:l lr 

純子I11 I給制 I絵r:xr」

？；；ぐ含匂＇Ji社l方 「.，，，合」

日フホ家尿検造 「京Iiヰ」まfこはI＇京結構造」

＇＇本建築辞金 r1’l イi耳＂を』

u本控築rli九去 'Tfドit::

控築仁ヲfl税fjf：廿崎三件 jへSSll木［ヰ1 'JASS ll: 

性築技術教本中＂＇ 'l主f:fl:

挫誕木構造工科阿集 「本構ic＇：」

控築め造作問主 「；世f¥'c,

本（幸iL:tl1同9.!,12i'rSI～63) 「木』

木造建築グ〉知三日 「主＂詑 J
建築大辞典 ''k昨~I.:

研究文献｛丸基本的に？文献若手号 IHt仁参照）によって表記したがサ文

献名で：jllli Lたbのもあるc

朕史的長桝It，修明ll'I王将ii':II所：［UJ[XI，百点によるものが多いカ＼
制白書名によらすサ社年名どで刀、した。



4-2 各論

雲監4-1 継手，仕口実大模型の報告書中の書記手I]

1 .腰掛蟻継

2.腰掛鎌撚

3 古代鎌

4 ＂＇盟鎌

5 .退持ト大怪＊＊

6. f祉事会紋

7 ｝！＼，挟継

8 台持継

9 竿車知継

10. ~.Ji箱行違継

11. （大井綾瀬持紋の総子）

12. 詩号線

13. 宮島記事Ill

J 4. 1；守烏継（2)

15.箱台持紋

J 6. 幻金輪終

17.隅rn納
18.台輪＼￥1

19.上端沼

20. 籍潟

21. 車知留

22. 雛千百

23. 大人蟻掛

24. 兜蟻

25. J包仕込

26.下げ鎌

27. 7臣い納

28. 地獄柄

29. 寄蟻

30.篠茶蟻

31. 波り腿

32.捻組

3:J.掻み蟻

34. 稲子差

35. 込栓鎌

36.会：ヲ｜独j占

37. （側足堅の仕口）

38. （雨戸艇のイ士口）

:J9. 併すのII',＇掲のイ土 r1I 

40. [l!J}j差

継子 蟻系

鎌系

II 

” 
関与鎌系

II 

／／ 

II 

竿車知系

II 

II 

殺ぎ系

II 

II 

務系

'1 

L（留） JH1Jj認の見付m
II 

u：，品の 1' 

ト見付潔
j端と倒的iの見付留

II 

木iiをね、す

T 水平材i司志の綾子ト

II 

水平材と1長直材の核合(J]E直材勝ち）

II 

1' 

水平材とfil繭：材の終合（ノh平材勝ち）
II 

II 

x 

t!i材のイ上れ

混合型J，応用的なもの
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1 .こしかけありつま 腰柱討議（露出 r古宇蒙J ＇ ~n 忠、』 「ソド橋治J

別 称 域総 F家：持ミ」 明If十法l 7生11忠j r技術j, It尽の！主総 「知恵J, ！都【i吉i！議H f丹下策」

その他 おっかけあり ありつぎこしかけ・あり・こしあり の地)j名があるく文紋2030,2033> 

使用部材

I ~ . -l"l 
仮主主物の桁，母1手 「家屋」 Tて｛j可i'i<J

i一山口 'JASS 11 B。C種J 〈文献2056)

大ヲi 'JASS 11 A穆」 〈文献2056>

IJliiJ差 'JASS 11 C種』 〈文献2056>

事干村r 'JASS 11 日，C椀J 〈文再~2056>

t：上院 'JASS 11 A精J 高木家千t宅（19 C前半）

基本形の合成

「Fコ

形態

日三一 w
 

「

i
i
l
l－

J

d c 
γγ…； 

c 

8! 4 I 2 

ιl b c e w 

手rix; y, Ys r家屋」

Yi y, y, (5苛）（見h) 1 下 ~ii

'/;; ;,;; ；五 :・j支持人！

l.J LO LS 0.5 3.5 ！トl 'H'rっ去」
2>1 L5 ') 目的 つ支持i」

「本構j去一

等

ん~＝~~J
日壁掛

E到4-1-3

ヴァリエーション

r家1'11 伊知恵J －木構泣』

銭入れ目達手iきあり11c戸木陣よさ）
8! 4 I 4 

解説

蟻が総子に使われる事はIt&史的には限られた例を除け

ば新しく，今日のように腰話線給制＇ fliく日常的に使われ

る事は最近のことと忠、われる。腰掛を合成しない様燃は

14C 中半頃から本負戦了ーに頗繁に伎！われるまでは，九E将司

寺五!Ii立i；，通！トi木等（951年）に例があるのみである。そ

の以後も，木負以外の部材での主義紋は少ない。近世大工

苔でも，蟻継を本負に使っている例はあるが，腰掛蟻継

のifiJI出羽べた品iりでは見出せない。月喪主幹蟻uーの実例では，
/iii c{ミ永住’吉， /ii尽継手(19じ日目、ド）の例がI｛い。交；献！ーも

ホ q

ll月治以降てのものになると記述がある。 f

明治咲の文献では， 1要m告義i院は仮設の建物に使う鋳便
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度五

な1'I主子という扱いであるが， JASSllになると使用部材の

Z白に示したように'ti華なwわれ方が〉戸されている。 JASS11
解説（ I. f；継手）にはfかまは工作手間のわりに鮒力がト分

雄三とでないので腰かけあり店占ぎに変えた」とし寸説明がある。

この変遂を測ると，中!fl:後半呼u士、蟻（l右手に目見る）は
｜石llニ引 oli りに布~）Jな鎌によ七べ兄え掛り！：の埋1!1 から選ば

れていたらしい事，持ち日IU主の様んになる近fljまでは，
キ4

1要十卦の合成がなかったであろう弘金牧補強の施される

唆f＼；では多少の強度の速いより工作的統易が還択を決定

しているであろう事．を挙げる2事ができる。

て作・施工との；主認として， r技術3ていは，持ちIiiすNf>



出｛訂正！れ呉より行、jYうすo/;'lを木仁l定的 ）えを限度とせね

ばならぬ，余りti'iね，＇I',すと1JfJ＇弱るからである Jとしている。

また核合材を総む際に，品目［易くすると問時iこ，組終っ

た状態で兵く締るようにする為，与j本，女木の総泊しの：＼［）

分のド端をすiまめる事が？？なわれてし、る。

＊＇小「＇i1'詫桃子グ） 9 %句 断波紋子のll弘車f村J紋Fの G%，馴

毛織子め <i%, If；戦干の12%が腰骨蛾糾をf史う。 I＇木造村！

組hi＇！去に悶「るアー／ケ ト元町w.,（財）！？本建築でンター，
11(4布153＇ド）

キ2 'I斤釆d T上IJll」

* :1 「永1ギJ r ii［紫A
ぉ＇II伶史的定例0）研究の結果

その他の研究文献＜2004)<2008)(2049)<2057)(2058)

唾畿紗
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F語字震」F在［併さ事ん・，

〈文献2033)

1要投織統陸

了今世i氏；， f与／！＇，ン捕前 i鎌 伊ド王家」， しきめんかま縦・敷i耐鎌u
かまありこしかけ・おっかけかま・もちだしかま のI由Ji名がある

こしかけかまつぎ

Fi持銚（11

その他

称

2. 

~IJ 

1/16 
I! 4 
1/16 

一一一一i 「－
I /1じ亡三コ

態形使用部材

7
l十
L

Iii 
隠4-2-1

マ〈！主1

1郎｛午事力4
〈文11i1~205(i)

11上原 市家J

野桁 ＇；＼干業』

1再三去し・ 2階1匙

グ工作i'li,,)

臣n4 z z 

'L11＇法 〈文献2056)
T今P~I¥: 1 「家原」

ム
μ士

桁 ' j什i三日

「工作iJ、2デイ「丙氏3'1'11作事ん一』

〈文献205(i)

基本形の合成

c－~：： 
l'ill4-2-3 

／一一一

ρr 
ヴァリエーション

継鎌

可
制
等
大

叫
円
台
違

H

－i
H

6

 

縦

2

鎌
一

乱暴

4

k
図

伊苦手位L'Iii：家』
！台

諮llli~:l鎌縦

凶4-2-5

『家1平

Iii, -1 f> 

ii帳jt 

『茸合己

調正刑事シキメン

包4 2 -4 

ij＇要J卦鎌1-ttにつし、て行なわれた佐J笠宮；験でわ［j:，引張総力
IJ:i!'.l治大fやめ32%，鉛底ノドヂ各｝jlf•］の 111111に対する出f

}J l;l:単体の7%, 14%とノj、さいが，鉛i自，水平jjfbjの的

措f恥げJはそれぞれ単体内15%, 30%という｛症が／！＇，ており，

)jlj卦大怜に比べると，＇） 171；ゃ1111げでは劣るが，せん控Ir刺

)Jに辛口、て，すぐitているという結果カ叶ヰられている

〈文献2055）。
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解説

i怠桂ト大将t，絞fl十機等と共に今日の…般住宅建築で最も
よく！日いられている継子のひとつである。 r建築工事標

準仕様書 JASS日本l-・Y, Jでは， [{t'l＂聞のわりに iii't力

が十分結実でないとの思出からはずされているが，上向

では， l要Hト~＂＼＇と共 iこ， iii"! ／.＇.：，桁鎮では， i!'.l泌総・ j主主卦大給

総と共に最もよく用いられている。 〈文献2056 3及び

去2 13> 



ヴァリエーション左端は，綾入目違いがっし、たf§Uであ

り，さらにI司自違いを附した形が右端の日違大鎌継であ

ると考えられる。 r古手葉Jによれば，大鎌とは真鎌と同義

で，目遠大鎌継は土台等で， ドに支県物がある場合に用

いられるという事である。

比較的単純なj~ をしていながら，腰品ト鎌織の登場した

時照はかなり新しく，今ID.Iの修礎工事給食舎の翻ままから

は，彦根城米守の桁， IJJ}'fl，棟木の両日連桜樹、鎌継（160自

イ？），受珠院本学のほ屋1ト？の1要桂鎌継(1656年）あたりがi•

く，民家の仰jでは，高木家住宅，棟木， i止馬継子 (l9C前

半）に例がみられる。

高木’ぷの例や，＇ I斤当CJ, T今凶氏Jの仰］では，いずれも

持出し継となっている。 t主主卦の形が生じたのは，持出し

の際の f：本を受It支える為と考えられる。守主I前IJという

「？業（土，そのな＂＂＇をぷ院をしている（彦総城や没珠 w;cの｛列

はn紗か持iド，i,去かは不明。点紋で際僚をイト成しない鎌捕ま
の｛列は級めて多しミ）ο更に，＇＇＇：＇：子千』ではねから持 11"91昨の

主主ずである， と日立してv、る。

参考文献（200,1)(2022) <20:30) <2058) 
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3.ニだいかま 古代鎌

~IJ 称 月五始焼長〈文献2052, 205:l，他〉，お式鎌〈文献2050)

イ吏湾蔀防止 形態

＼＝： 

図 4-3-2

l_j 
村i

1垂肘木

煉水

母陰

地緩

｛去陀寺Jlt二r
人側桁

670～717'!' 

刻 4 3-1 

ヴァザエーション

にヨロ；： ~γ~
中世有J～中役中期

にかけての実例

図4-3-3

法隆守f五法当：
rn 
761年

間4-3 4 

解説

もはベコ遺構にしか見られない紋子である。この鎌継は，

どの終触i出も，材報jに対して平行か霊夜である点に形態

上の特色がある。次の4に挙げる中Ill:鎌， 2の腰掛鎌の

腰掛を介成しない彩とを！瓦）JI）して，〈文献2052）では除、吉宗

鎌， I守大鎌， r,~ き鎌，く文献2050）では，市式鎌，中世i鎌，

近開鎌としている。それを，この報企舎では，＂11dt舗R,

中［旺鎌， j丘t十室経として区別するものとした。
今i引の修理工事報公害の調査をとおしてこの二様の鎌

継の使m率の推移を誠べてみるとグラ7のようになり，
芥鎌継の使用率のピ クが共々 ，1，代，中Ut,i主役にある

事がわかる。グラフによると古代に近世鎌がf史われてい

るように見えるが，岩織氏によると古代では， )L味のあ

l

i

l

 

w沌ハリ

~，＋， ft鎌

A 中］Ii＂鎌

＠近世鎌

l削%1

。
11 12 13 11 15 16 17 18 191lt最己

図4 3 5 前後5日年の各種鎌継の使用率
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る村で，鎌の先を如iくして， i!£ill主Hのような形にしてい

た：とあり，グラフはその五古来であろうと芯われるはJ

！必づけは行なっていない）。

この鎌記事i,i，長，1，のj品摘である丘二除み令官， Ji君Iどか

ら，様んに使われているものであり，使用部付もlifi々 で

ある。

ニの，1dtまI！とf出の草木Ji予とのイト）瓦！11には，級継子で殺

ぎとイヤli!i: したもの，＜！ •I日前、ドで，鎌グ〕誌の部分のドにけ

速を介成したもの（「詐紫』ちにいうII要人IJ＇主とは異なる）

ヵ、はらht二。

,1；代鎌のプロポーションにl¥¥Jして，れ橋氏Ii,,1,f＼：て”
はサ 村ill，主義グ）i'f C'J大き， Hの光のつkさ， j市在の上くさ， グ〉

相iI （グ〉イ法 iのキ111~1 が，：＇：；く，村 l[J を ~lJjtにした外部、j口、

の決i主iLがあったと述べている。また小litに入るとこの

凸代鎌の鎌の長さが，他のミ王宮げとの相関を失なってし

まう，という形態！の変化を指識している；鎌の成に関

しては，統計はとってないものの材成，材rt1等との潟、主

はないように忠われたの

〈文献2050）によると古代封tは出!If強度， UHif馴併とも，

中世i鎌，近社説在よりかなりに低くわーさ～Af≪＇皮である。
ネt：楯保「嫌継につし、て」建築史研J先Vol3の 19':i
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4.ちゅうせいかま 中111：鎌

~I) 称、首太鎌〈文献2052. 2053 偽〉

使用部材 形態

一一…ーにご二ご一

二J
仁二二一一

日皇賞

通INフド

柄i

t点水， f別手
地覆

大づiその他

棟木 医4-4-2
8]4-4-1 

ヴァリヱーション

「仁~~
東大寺法華全：Tl)<原

町原

興f／，＼寺大湯潟

村7

興千品年来1[鴬

'J、原汲
J4]5if' 13:35年 イ也

国 4-4-3

1411 ～ 27守千！~

Bl 4 4 4 図4 4 5 

解説

中間封訟は， 3.!1if七鎌のJ'J'.jのグラフに／れすように， 1t1Ill: 

に特有にJLられる鎌献で，これも現在に伝えられていな

い。形践に関して，材粘方向の技触1l1i(j周i!'.iiがわ）が材料i

方向lこ対して傾いている点が，中111ト謙グ〉特色である。

古代鎌と中！せ鎌との相逮に関しては， u己の形態の迷
いのjt!Jに，中世？には，材111と関述づけて鎌の院大さ，先

端の巾，長さ，が決められておらず， ( 1日L，後て.＇l！相！

万円，朝日；!A(JなJU;、の関連づけは，おこなわれている）判

強度的には，古代鎌の2倍近い強度を中世鎌が持つこと，2

が指怖されている。

この中世鎌には，関4 4 3 • 4のように桝付蛮が

斜めになったもの， i明けよ主いを合成したものがある。雨

門速いの令成に関しては，継子にづ15長)Jがかかった時に，

女本織が偶力によって開いてしまうのを防くためである，
＊日

とする解釈がある。 11'"11tl揺が斜めのものもいiじ高；阪の形

と考えられる。隆史的には，斜めのものの方が古いよう

である。両日速いもiiきは， 1:6耳、＇Jl( l 40(lif.前後）から併を

見出すことができる。

*Iれ隣保「繊終についし佳築史研究 Vol.36. I同3

* 2 （文師、2050)
*:lく文H'2052) 
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5. おっかけだいせんつぎ j島柱卜大松継 'i寄医」 「ミま屋」 『工作0it；、d r技術」｛払

ヲッカケ大栓継 T各市f¥c事方j, ill欠大栓 T喜子[liJJ:ヰミ」 （）島惣It,JU懸など r今両氏J)

~IJ 称 c・11仁家3 2古手索引大持崩t r大疲れ告!ljり継 「木総；；主」， illい扮lナ大十全継

おっノ〉けつぎ・おっかけよこせんうち・すりおこし・おっかけ・すべり

；ヤワ／：1'!'11主

その他

「木工ι，

おっかけだいもち・おっかけつぎこみせん などの地方名称があるく文献2030,2o:J3> 

｛車用昔日本オ

lfr 

HJ:)話

し

「il'llf乍事｝j；＇渇乙 /'ii;

1'(,c）＇裳J'.Hi•iLJ

『＊II恵「

1JAS『1L1 i也

T装[I行事)jJ ''i{J3！」

'Li下ifa

基本形の合成

一 ＿＿U 

村1
12]4 5 I 

二iムーn

J.: F：桁

棟木

染

'RC本•＇ （仕切！：内）

ゆi円・1・事方l「ノ「F司氏」

官JASS11」

「世F作事｝j;

r知恵』＇JAS5ちlb

''JASS llJ f血

午 口1

形 態

a b 

7 /Sw !;6w ( .＼〕I)

0.5w 5.2分

f 
オ「 － I I 〕 I c 

: I 十↑； F

川 J ：口： • 

一一

c 

＋ 

「

a 

d 

ふ

04 5-2 

e 

一－ _, 

!/7w l/7w l/7w 3.5w l/!Oh r家屋3

l/20h 司王fri..b3 
3 5w 1/Sw !i8w 

5分 5分 5分 2.5w 5ゥ子 F技術日

5ぅy 5分 3 h 5ぅ〉 T知恵ー

! 18～15mm) !5mm 15mmト3.5'.w!）｛，～治『木構造」

1111千鎌 目迷ー、 後

E司4-5 3 
ヴァリエーション

工:J
追f卦o•li'

12]4-5-4 

解説

~！ilJri<自宅

側折r,IH!fi，世子11，~，木， ill思

1662年

関 4-5-5

退掛k校総は，今日では燃焼鎌縦，日要桂j議紋などとと

もに，納部村内総子として桜〈日常的に佼われているも

のであるが，経史的には，それ続古くないようである。

出掛大衿絞めJィい例としては守大阪城1計事．千亥櫓，恨IJ

土台(1620年）がある。校をfト｝札しないただのili柱同占てれば，

1＆忠寺仏殿，村r（！，と、ァk頃， 14以内三前後）の伊lが山い。この

他，！批史 iの｝iこff1Jには，ヴァリエ シヲンに；Jミしたよう

な，口述いが通りt!iけない， J：＇ドと F木の限定されるj91J

「日三
射日路域六大守

卒D迫り
1606年

もかなりに兄られる。

本願.＇1＇君：続

士医科I

1G24 -.1:l'I・ 

図4-5-6

高知城天守

1LI丘

1747年

i且話i、大松ir,1土，桁などで持ちti',して織ぐ時に使われる
紋子である。持九 lh し副主としては， Ii'~技 j議， H要桂減量より

も強）以内に後れた縦二fとされている。返控i、大股継の引っ

控トりには，こり勾配という伶；きが付けられるが，これは，

組込みを存坊にする，という意［:XJと一村を引き付け胴f寸
き泌を密着させる，という意関とがあるとされている。

衿は其々先細りに出り，持介した二村の手年先端fP.11の怜の

六d〕侭ljが，恰の太い例iにな：るように約める。これは村の
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tlUじに対Lliまし、だ先立!IH！唱のJ;UJ返りをl出ぐためとされて

いる c II i皇ν、は， 村が首長tしてしまうことを苓本的に紡

いでいると同持に，りi波)JfJ＇倒＇J ＇、た時，づ l~l：特と IL紛争11

の偏心によ〉てJiil分れになづてしまうのを紡ぐ役育せがあ

るu 怜に！立lして，梁では1;！丈が：Joe,:1 I＇に』え J、司Lカ、多く，
「k給説tを使うと1ヲfカず長〈な I）すぎるグ〉て”かカミるi一久ムが之'!' 
じるとした；見があるo この文献では， f千l立引絞りに布必j

であるともi£べごいる。

i臼括子大怜liltに関しでは，持々の強度実験がれわれてき

ているu それらによると， 1ll!lf，ワj張ともその自主た耐力

はii要桂卜主総長に)jjjI) , 今日阪では腰掛鎌主将にIJIJ'[Li［じか， ベコ
ネ｝

ベコヲ？る:f'<Ulfであり， 1!11け斗自主上主係、部o±.111.侠継， 会輪＊＊と
ほぼ同じ科皮で，込控卜副t；丘刊鎌縦より高い。また略鎌

系arでIi，材料1Jう lf•Jの核触 i長i を ciTI'L1'i:にして使ったもの

とr水平にj置いたものでは＇ fjij者が1+11げlilH衷係数に於て

2～ 3 jが郎、事が確められている。史に， l•＊手長さは，

1Jii；首では紋子fえさの長い｝jff強度の増す傾向を持つが，

成の：i1：号を越えると，強度は！らなくなっている。退桂ト

大名、絞め目違い，ワj掛りの段に隠して，目違いの大きい

方；が（？？と号）ワI5，長に対する耐力が増L，段を材輸にi江戸j

に設けるのでなく，材料にやや傾いた綾微雨に直交させ

ることで，強度をl/hんど低下きせず変形iEが増す事等が

不されているプしかしこれは，制卦大松継と鎌継の違い

ほどの才ーではなしご7

*I 「知恵P 2氷原』

*2 7京J,;, 刊行社、i 引1止i;I邑 *" 〈文献2015)

*4 〈文献2057) *5 〈文師、2022) 〈文献2出5)

ネG lJ Iまで〈文献2050)

*7 次年度知子＇i:Cに新たなr人験成果が制告される
｛也の研究文献＜2041>
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6.かなわつぎ金輪継

使用部材

別称 しゃちつぎ・鮫継 「技m』 〈文総2030），かなわだいもち等の地方名 〈文献2033)

形態

tE 

基本形の合成

円4
04 6-1 

一一ごてγI一
三二_l___.......... E22亡二一
1/81 I (2. 

－·~ 

二i.t; F銭円1事Jij ＇~キ紫ゾ家1手＇ rI 作法』

ti （総撚） 'IIT:家』「笹3作事方』『今河氏」

f言文尽，rT作法」

出村了 「番j在J '&r紫」
数梓r r古手袋s
桁・七＇Hず、・棟フド r今官官氏」

日三コU
ヴァリヱーション

11-rnr賀毘敷御司法主！日j

（通称赤門）

校総T
1827年

04-6-4 

時鎌

東京大学所蔵模~ll

包 4-6-5

,_r.frik1 1家屋占（＇技術 1)

悶4 6 -2 

二！二二正主主，~
ロよ藍い

関4 6 3 

校

E
 

f
トし

一三:IJ]
解説

略鎌にこのようなT字形の目違いを附ければ，どちらに

も抜けない継子ができるが，それでは組合せる事もでき

ないので，目違い分だけの空きを中央につくワ，組介せた

後，ここに栓を打って，深めるようにしたものである。

このように，時鎌， 11；皐ぃ，衿が)IJし3られた慨を泌史

l1'Jに追ってみると，，1；いj§ljでは，［＇114 7 4にな、した

大搬出、有木津の例がある。これはT字形の［j＇主いではな

く，納の百三となっているが，働きは1:く同じと考えられ

る。 Ti：彩の日i主いがF甘された例は，この1tr寸℃には見当ら

． 

人亡、Ef
 

ん
お
か際

収

γ

箆

前

恥
八
ム
口

C

H

K
刊
日

po 

川

一

冗

一

本

城

6

2
j

年
一

迷
ム
H

n

4

附

H
t
v山
図

！日矢箆原家甘＇主

腕主主

19 c前半
関 4 6 - 7 

ず，江戸時代頃までi咋らないと現われないようである。

今日では，…般1t宅建築にはほとんど用いられず，，，，.

建築の修理に際して，キi；線縦等に！苦いられている。

強度については，写真の向きで， 上下方向から荷重を

加えた縦方1h1f牲Jlfと，様方向からお主主を加えた横方向山

げについて行った実験があり，縦)j応llllllfでは，鎌継の

2倍程度，退桂ト火栓と同程度の強度・関lj牲をもち，継子

のない材に比べて13%裕度の強度，；4の間iJ'I生である事，
え，継手渡り長さが続くなると強度がおちるが，成の 3
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倍以上あれば，それより長くしても？強度はiがらない

ポがわかっている。尚， T大医』には，大j;¥','J",しのとき使

う， とあり， r街引っ付＇Y2Iニ（立、副主口I三さおよぺ士三本付：迄，
とあり，強il:,'Jーの干ftiJな1f，（，それが対J準的に発採される

高津子長さが， j[[IJ:に経験的に知：lられていた事が分る。

村i；獄！＇；：の横宋材にiむ掛大松ミ与の湾各鎌系紙子をfil：う場fr.

材料11J1f,1のjJ；触i白jが， 1Ji:ffd.ーになるように総むのが同史的

であるが， 1台グ）{fぞ輪総ていは，このriliがノk平になるよう

に組んでいる場介がある。これは，撚ってしまった土台

を：w；しい村に以掠る際に，村を績にずらしながら取替え
る必要性から，こうした品IIみ万を採る，とする考え方が

ある：: 
ところで，校内断l白jの形を，［S<l4 6 2のように平

ii VしJJ!l形とするか1Fh形とするかについては，： 1.ihJ.;, 

でl主主ドfl伴Ii立Ji'J, ＇＇~（ If'」ではrUiJI~であったo ~~ 0.'ir'J’人

例においても，子干支化財i卓上＇I'.I：事知行方の！叫に，いずれ

のがりもが兄られたc

i大にノドすIJL1丸11＊は，令給制iiの倒的iにII速いの1''i彩の1* 
IIが主主／［＇，してしまう山に配店、を加えたものと与えること

がすごさる。

キ IC<:ri試2(}Ci(})

* 2 J'Jイミ控ぷ 1111Hと＇IiJl,の仰教：J、1：ぷる
その仙の研究主；航＜2057>
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7. しつばさみつきf 尻挟継

別 称 しりばさみつき・尻挟継 Z苦手直」 F討議J r家路J，挟ミンャチ 'U王家，，

しりばさみしゃちつぎ・民狭鱗継 「技術J

使用部材

柱

図4-7-1

Y一一てj
ゲ

上台 '[1民家」 〈文献2057)

形態

r家経＇ 'J:il'i~；、d
('Hzrr!,) 

1214-7-2 

本主（根副主） F在王家，，街ヰ？事｝j，，番匠J＇辞禁」「仁｛ヤ i.t」

基本形の合成

三三ジ 日三二Ji)
.，，，鎌 口述い

1214 7 -3 

位

ヴァリヱーション

解説

金輪継とは目違いの合成の仕方が異なるだけであるが，

側面に目違いの形があらわれない為，見えがかりがすっ

きりするという利点がある。

ウ自アリエーションの項に示した大報恩寺本堂の｛舛は外

見じ側面に目違いが現われないという点からは，民挟

帝京と材、すべきかもしれない。「御作事方』では，これを「包

大報恩，］＊:'it

干支首台継手投ぴJ叉首束行口

1235年

関4 7 4 

11 i皐シソハサミil'lLと称L，校;fJH並に使う， としている。

この紋子では，時鎌のff！状の現わる油IiにもR違いが現わ
れず，外見じより単純ではあるが，今日には受けつが

れていない。

尻挟＊1去についての曲げ強度実験では， 1f;:翰縦と大洋な
い結果がII＼ている（〈文献2050)lo 
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「街7什事｝j」大持継『.1:1ノド｝ぷ」 1tl!, T在王家』F絞殺」台持継だいもちつぎ自

t木ぷサ〈隠れ銚子総r技術ょ，追昔ト台持主Itr堂会」ヲソカケ高臨称別

形態

「

一一斗

使用部材

一一一一~一一一
h 

小屋波

留4 8 I 

lm4-8 2 

e d c b a 

q支持b

『家辰巳2.5h I. 2・・J L5 、tsィラ〉l/4w 

『技術m

T仁作法』
（太執をし
ボルト締）

I 5 
2h 1.2寸 I.5 •J ( 1 .J) 

小屋主主，敷梁，投桂ト1詑 Wpf.家ι 「御作事方』

'JASS lh 1杏！前j若'fl宅 (17c) 

円売：家』

'JASS ll, 

'JASS lL 

『JASSll」

！ム
'' 
床ばり

鼻！~ L 

J波風相:i
2.5h !/!Oh 5ク〉J/ 4w !/Sh 

その他F木構造j知恵」に寸法の記述

ノ
イ
川
J

イ
二ア

基本形の合成

大柄，（銚子11→解説）日進い略11ま

関 4-8 3 

ヴァザエーション

（民三二三忍

r匠家j

ザj¥jf：十年総

（柱からの納による。午は納か竿の怠かワ）

lm4 8-5 

F堂合4

（日速いがない）

図4-8-4

ケモ立、一五元一
ぺこフー

F知恵』｛也

（コ，，~~市大柄の納fえられた捺触i舗に斗＋］£ 1古なj7ij)

12l4-8 7 
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Yil貫継T

，よ、匂IJk持制ま

(U:/iから兄たわぐI)
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解説

「ず：針＇ii主jが彩態を指すものか，真継である事を指すも

のかは定かでない。日宇葉」ベ＂＇本」では兵継を指すものと

している。しかしf也の文献を凡るflNり大下は闘俗私混迷

い， A11持を合成した形態を指してf；持縦としている。こ

こでは，敢てこの点を!illわず？わ＇I不した形態をもち，小

原iii；ノキに』：ii主で紋がれる店主子を拐すものとしておく。

庁長史的には，小原告1；分のHf;f手ljの少なかコた事もあっ

て典主，，がjな台持継は見出せなかった。しかし，＇＂ If鎌系縦

千をY!irt一位f土nliE分等で紋ぐ事は鎌倉時代から主主んに
行なわれるようになるし，またr;e；：切れ持品しのような｛日i
も辺、持5号，.，，，，院リClr'i(1281iJ)に慨に兄mせる。
さて， f：持制車は， f也のおおよその略鎌系の継子（；島掛
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州恥

大全総，守T輪斜：など）と異なり，材車111；りl勾の接触泌を水平

に；萱く，次にf；持継の継子長さが成の 21(＇，半であるのに

士、JL, 1也ではilif：をとる。また＇JIゆりの段が村総lこ尚一交

せず45。ばかり傾し、ている点も賢一なる。銚子LIと呼ばれる｜

本とド本のiおきの日食速いを受ける部分の存する点も独特

である(lfiU岳の｛列として「銚子11鎌継J桂[I作事方叩がある）。

こうした形態がとられる問自であるが， J賎触面が水市

に置かれる事，紋子長さが匁かくなっている事，銚子日

のイ7在il，いずれもつl張りより鉛長街重に耐える事が期

待されている為に生じた変化であろう。 r工作去Jlこ敷梁

上iこク｜去る＇t走掛決」がlil・i立誌になる時l土台持継にする，
とある事から｛可えるように（附 ・1!Lliまにならない場介もあ



るという怠l沫で）台持継には染粉1：を聖書いで窓桜の開きを
沈める，という引阪に坑する働きは期待されていないの

であろう。 ド木へ乗せ掛けた上ドがこり落ちる事のない

ように引掛りのある略鎌を使ったのであろう。 方， J安
触i掃を采泊；こ企てる場合，二材を聖書く新たな工夫が必要

である l, J：部初量的交承，工作が凶~'lt となる。

1童子長さの主吐くなった現rt1としては， B各鎌系継子てやは
祝日長力の求められる場｛＼－，副主千二長さを！琉の31が＇illむこと

る事が長道iであるが，＂上の般論にもとづけば f；持縦では

それが求められていない事，ごて林がLll形に交交し互いに

他を斜めに殺ぎ欠く事になるので総予長さが長いとその

欠き取られる部分が多くなり材が弱まる事，の理rliが考

えられる。

銭円一1に関しては， F技術＇ Iこ， Tこの敷き泊iはとから来

るfJを受けるものであるから設ける事を忘れてはならぬJ

とある。 ：.！Uf＇日：法以外の｛＞）：；雪でのt郊の街重によって正
木が台持献のH恨の部分で割裂することを防ぐために銚

HLがイ子する，という；言、味であろうか。また銚子れによ

って見え掛り j二もすっきりしたものとする事ができるの

で，露わしの小峰梁では見え鎌りの意味もあり得る。

関存封tの引昔トりの段が＊忍に丸Iしおよそ45
る宇千に！羽して’「長日段；，ii土，葉市方LuJI二，「干ーから支えられ，

kから押えられるから，由無段より斜め段のブJが破壊か

ら免れて強いので山す。Jと説明している。

大納は，文献によって需i直に植えたものと，十妾触l主iに

［申立して械えられているものとがある。 T木構造」l土， f；立

ノjく（iffiL互いこ械え込むこと」としている。概して古い文献で

は零度に描かれていた。とり止めの引借りとしてJ土曜夜

にしたものの方が布効であろうが，段の部分と同様の部

是霊が生じる筈である。

使用現状は，ノj、涼梁の49%，二！？皆梁の30%，軒桁の6

%，！！尚三去の12%~ ＇に剖寺継が佼われている。別の調主主で
は，小爆梁グ）75/106が台ザf継を使っていたア

* l士f；の金輪組主も水平に廷かれる。
•2 部断，月：縮の附破壊に対して。材は杉。く文献2015)

* 3 I＂昭和 52今度建設省委託事業木造軸組構t去に関するアンケ
ート調査」（財）日本建築センタ

*' 〈文献剖56 3 > 
その他の研究文献＜2004> <2038> <2056 > <205 7> <205 8> 
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'UN:t；、J

竿1主 r木工J, ＇辞葉」（ート F耳目違い）, 'Ill'家」（一←i帯討遠い十殺ぎ），事告日lit 『辞書記』（村山j民連い），

統継 『家ffl!I( ＋腰掛＋rM目違い）， しゃち継 r知恵」（十腰掛＋牒入院遠い） rフド締法.；（÷JmjH遠い十桜後）

目途竿継 『辞案」（十l科目速い）

棒.全日継『桂Pit事）；， 例日速いf、jiき），r木三（『品？紫即主手事知継さおしゃちつぎ

称

宮．

~lj 

a 

寸b 

亡エヨ二一

一一~ι：二土：：－
l仁

」

態

十

j
w
l
l
L

h 

形使用部材

1 （目違いの深さ）

図 4-9 2 

『u宇i＊』

F家用」

Mよlr知恵」

l/5w 1/1伽 l/Swl/8w(l/8w) l.5w 

（車知（ま！の1/3,2/3の位誼）

5分 5分
!l/8w) iUSwj 

g f e d c b 

1寸li2h
(1/4w I 

l/4w 

a 

1;4w 

住 主主鴻康

問 4-9 I 

『静雪量J r番匠」 'JASS 11, 

r辞葉」「家屋。＇fi汗：家，，＇斜l作事｝！Jr工作法江本~梓：主S

F家屋」

'U王家」
「街］作事方s

r木2

竿縁

足墜め

差鴨居

控ト鼻

総葛

日開差

その他

（アンダライン凶
柱’束等とのX接itのjj臼をつ〈つている。 ／ 

『木構造1醐”澗25蜘 4～8叩30醐

一一二九1

（占車知i

E自4-9 3 

基本形の合成

ζー -A二了一てご'iL/I 

L_J土壬シ
ヴァリエーション

再J セ知恵』。木構造』F家原1

しゃちt占
図4-9-5

総店主 しゃち1主
ll?l 4 - 9 4 

I番ド＂＇

女i主守三
関4 9 -J 

（打
Pl教寺金制：：c:
頭貰総予

椋J卒女II紋 15Hi十三

図 4 9 6 

に
d

F工作去己

ク



一__r_：ミミ了一一

-C二三丁一一

解説

新長谷寺客殿

F虫剤事手
議院j後賜

E室4 9 8 

中之手口グ〉形態

的ヴァりエーション

限4 9 -10 

竿中t均i綴Ii，名称と形の対応が，相対に暖昧な例の

つである。そのことは， ~lj称とヴ7 ＇）エーションのf(iを

眺めるとUJ］らかである。このr11t知Jの名に関しでは，r辞

葉Jには「串ノ転読ナランカ」とある。また，〈文献2057＞に

は「給が斜めなところから「斜註J…シャチ という言葉が

できたのではなかろうかと，，，，村達太郎先ノ上はいってい

るJとある。

E謡史的にAぃifiJとしては， 1372"1＇法総守地裁堂に支申告

と俗縁の店主千として｛追われているWuがある（1213 93）。

この例では，絡縁の＇＇ i主将iがi車交する磁紋を貫いて，それ

が1<・1側にある支給と竿事XIIの縦了ーをつくっている。それ

に絞くi州立， 1544年内教寺金制堂問、賞紋子の例で，この

WIでは，支承している柱カヲ丘貨のと部に半ば被さった状

態に伸びており， E良質をi郎から落し込んで従iむ方法が

とれない剖5f立での紋子である。以後161!1紀， I71世紀には

牛車知1l1itを使ったj71Jがかなり見られるようになる。この

平均］を使ってリ｜掛りを什る技法は，日本の総子frIJに独

特なものと恩われ， 117ドでぢ：奈されたものであるのかも

しれない。してみると，逃i底知J(i'Jな，試行鈴談［内な｛時が

あってもよいように芯われるが， 1よ除守地蔵官のi列が，

異例］に＇＂＂くしかも完成したをで登場している。

牛車生日継のj意I羽は，明治以降の諸文献によると，慨し

て男木を落し込んで織ぐ事が不可能な場介に使う事にあ

るとされているケ事実， J_;j己 j日Jもそうした怠関の使わ

れ方である。しかし， Uc.例以後の竿事知！系継了＇Ji隆
史的支j§IJのf追われ方を兇ると，民家では胴差しの所諮問

ブ172, -'}j:義行:flとして， I .!IRの芹！？去が踏襲されるが，

｜…ぐ← ァ θ一一卜 G ' 

.<jl:知！のイ立誌の速い

によるウfァリヱーション

悶4 9 -9 

社寺主主築では，茅負，竿縁， 長押，実肘フド，縁ti五ーなど組
古；て！の IiJlの拘束のない化事1l:Sl材にも用いられている。

この事から推定すると，竿ヰi知継には，日開1・rき母iを車
拘！によって日着させ紋日に際消？の乍じるのを紡ぐという

今一つの意図があるのであろう。

竿主事知1誌の場合両日違いを合成する事がしばしば見ら

れる。これは，リI＇長力が働いた時，車 toが凶転L，女水
が鋭、げられ刻裂する事をMぐためであると忠、われるアロ

違いを合成しない牛耳l知継は， 1仁木の河拒！Umiを押える第

三村がある場合以外は山猿力に弱い継子となってしまう

であろう。

工作上の注阜、としては，京拘jを1享みJilむjはそのままに，

付i方向を先細りに作り，男水担ljから見て八の字形に打ち

込む，ヰ1知i創立学のイナ根へ向う勾配を｛れする事が挙げら

れている。こうする事で接合に材が，事長日によって引き

付けられる事となる。また学穴の長さが，竿約の長さよ

り短いと， ill<H•J- き阪が，広務されず，継手としての効果

が無くなってしまうケ

竿l存知Uli:，用法上，介成上の民間の華やかな… ・i列で

もある。それは本報告書でも，守王ワi独鈷， j宅方箱臼逮，

PY方義，務；頬竿縁の項とその各ウ叩アワエーンヨンの豊か

きから告甘える。

* 1 ，，氷原』 F勾l車J F木構造」
*2…止〉箱円遣い， 1長類＂＇織など f苛めて

*3詳しくは次年f't報告書

*'1 UI F知恵。 仰木構造回

f匙の研究文献＜2030) (2057) 
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10.さんぽうはこめちがいつぎ 三方箱呂遠継

盟IJ 称 でコ方箱およ皐牛車知継 r辞葉おしゃち主主 『納8{je事ア）＇J，三ブ1・H遠い 'l正家」，絡将遠シノ継 r堂合j,

箱討遂革ま く文献2057)

使用部材 形態

三三
x＇負
E司4-10-I 旧

天｝ト竿縁 r御作事方J F食17,

茅負 「続主！勺

ァド負 F大bl'fl!!J

化粧練木 T大辞典J

関4 10-2 

基本形の合成

~~0 ヨ戸三 ι~~
竿 車知 （箱）目違い

llH 10-3 

解説

r古学紫」によれば箱EelJ£i誌の 稀であり、＇ !JI家以こIJ'

方自達しりとして，このU<lが載っている。 ii可！の箱R遠い

あるいは，その特徴であるところの三方突付の如く党え

る点が重要で，その他の部分は定義に合まれていないの

かも知れないが， 7肢を1H在に示す名としては，三万箱日

逮竿車知l継となるのであろう。

般に，三方が見えがかりとなる天井椋縁などの吉ll材

lこ｝丹いられるが， 'lf:fiに丹］いたL'klを示した書物があった

ので， f，負も＇1'吏llJ部材」に挙げた。

歴史上の実例i;J:.今阪の調査範殴からは得られなかっ

たが，主巨f斤R遠とや事卸；との介成形iま，茅負や長押など

の二方見え桂トりの部材に使われている例が，家町後期iよ

り5lられる。

n
6
 

r
q
u
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11.天井猿頬棒縁の器産手

別 称半鵜神高ii＊斜J;n栓打 (l需要文化対l司教寺身上三段修埋工事報告書）

使局部材 形態

E
 

国 4 11-2 

天井の猿頗将i線

図4-11 I 

1主要長特紋

基本形の合成

f三三 アパ
l
v
J

戸、三l_f~
Lー……一ーピ一一 y 

（！苅） fcj遠い

L …川

図 4 11 3 

ヴァリヱーション

千二℃1 ゴ ／ 

部将＇ii'書院及Wirl'
天片付総

16'10年

図 4--11 4 

｜可教：＇f！手立Fぇ
疋片付1級

i1 ・t・Y乙禄年間i Urヌ｜に潤した形）

『笹iii十事プ＇iJ
天井村総

グllfH

fill4 -11 5 

解説

JC井猿頗神縁の継子で，側面は殺ぎ継ぎのように斜め

の紋日を見せ，内部では目違い入竿w央11紋としている。
実際の主主11'！に使われだ例として，ウ企アリエーションに

示したドj教寺弁最絞めものがある。形は，ほとんど同じ

であるが，終期i出もほとんど殺主総さに見せ，村長方jf;j

とiffi1自な納’主111わ〉ヘ ト端から，ごくわずかにしかないと

いう相違がある。

60 -
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12.いすかつぎ T大［lf.J f木構造，.］ 「木工の終予とf上l1,J], Z鳥継 同列島 'lit祭J '.Lfrーにし F木J,

伊須賀継 す評i芹＇ ＇技術 3

盟IJ 称 線之湾総i'IJI:家わめIf'店主 r笹；i作事方日すみ切いすか縦 r木構造J

使用務材 形態

l 

j) 
-i 

!h 

' I c 
」！＇ ~ 

H＂，桁， fム小知f，機

E塁4-12-I 

天井梓縁 'Tiイドw,r木」 「木市再;Q,
床根太 r E作主！；， F大辞典s

1垂水 勺作法＇ ＇大計典 s

桁（軽い界など） ア鈴作事方」 「木情造r

その他，天井野縁，天井格縁，絞｝；＼＼桜，鼻仰し， fぷ，J、持など

図4 12 2 

I' a b c d 

2h 2.5h 5分 5分 S分 4分技術」

1.5・2.0w ' 工作法』

2.0h F本構造1

基本形の合成

戸三川
ffil 4 12 3 

ヴァリエーション

自
／ーっと」一一フ

'JASS 11, 

天井釘t恭

いすか縦（〈ぎれ）

関4-12 4 

『工作法

様，恨火

器も継

函4-12 5 

'PT.家 11司年｛ U"I 

INfr（宇寺IHit)
鵜之荷縦

ffil 4 -12 6 

1612年

図4 12 7 

ぺ三日子ミ三ツ「 三一
F本構造A r大辞典』

天井持縁， lfr J(井格総｛也

すみザjいすか桝 按紋

04 12 8 

F木構造J

すみいすかt* 
（ト端が化粧のとき）

問4 12 9 

事寄託＇.J ! ／；宇葉』

天井枠絞め総

F再耳ぇgr:, （形態指定）
隠 4 12 I日

。ム
ρ
h
u
 



解説

話J:iめくちばしに似たその形から，この継子J土鵜紋とII乎
ばれているのであろう。 ·<1,•い文献のーってかある r11c，社」で

キ

（土， gr；ーと狩継としている。 ・Jj¥ミ本形の合成の柏、の左端グJ[ill

やヴァリエーシ a／のぼのlr端に示した［＂［が，見 r,絞め最
も単純な形である。

このii:Tが，どのような目的をもって使われるかは定

かでない。仁lit索ιゃく究；献2057＞には，見ι掛る古；材にf史
われる，と記されている。 一方人I.ftのi主』などには， fよ波

大，格本などの兄え隠れる部村に逃Illずる事が記されて

いる。 )!f[II大工会のゆllf'P事方iには，事主いiFfなどの村？に

使う，とあり，泌史的支｛刊では， ，＇！＇， Iiiに使われている例

([cJ寺仁王n1612年，持出し徽，村は転用古材）がある。

ιi上，児え掛り←一歩見えff:l
炉j構i主村〈…→；次（！＇＇）様〕込材’等の使い分けの起る対比墳

が，晃Ii継では，あてはまらなかった。ヴァリエーンヨン

の朝刊かなレベノレでの｛応、分けを牢えるべきなのかもしれ

ない。

ウザア＇）ヱ ンヨンに訴した隅取鵜やZ古島紋では，鵜織

に上七べ， ド端iも単純な紋日となるから，これらに関して

は，見え掛りを意識したものであろうと考えられる。

＊崎

fむの研究文献＜2024) 
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13.みやじまつぎ（1 ) 宮烏継 T答応 T辞きも T木」 r大計典J

~lj 称あききまっさ・安芸様紋，，悉流s ＇ ~t＇菜J F大辞典』

使用部材

天井線総 'i会わilJ 't.宇袋」

義本形の合成

天井持総

04 13-I 

形態

J/8じ二

L 2 ----' 
;L5 

国 4 13 2 

Lミ~D 「ぺ~三口三日
京支ぎ・殺ぎ 中知 れ違い

04-13-3 

ヴァザエーション

F絵図」

天井椋紋

0 4 13-4 

解説

宮烏継の名の十11米は， r番町Jによれば，安芸の宮烏の

建物に多く使われていたからであるという。

いすか継ぎによく似ているが，いすかでは，下端にキII

欠き形の継自が現れるのに対して，この副長子のト端｛丸

単純な突Hの如r＜見える。従って，尺JI梓紋等，三方見

えがかりとなる場合には，好んで使われるわけである。

「基本形の作成Jの欄，／が告の形lム宮品継の特徴を示す

最も；単純な形であるが，このままでは， <j151kに効かない

ばかりか，中央の垂Lill出をはさんで， tc：右に開いてしま

う。これを，日違いを附して抑えたのが，この宮お継（！）で，

方，同じはたらきを，斜めのI印に，さらに内出iきの角

64 

今官官家書院

長井悼縁

室町時代

04-13-5 

度をつけることで得ているのが，次長に示すH島店主（2）で

あると考えられ〆る。このいずhかのようにしておかなけ

れば，中知を打つでもjμ,t阜；i床な事は， i自うまでもない。

この例でll, H遠いが，各Mの先端に， 1イ開つ引つある

のみなので，半告uをもし中央につけたならば，村が横に

ふくらんで，事知］の労j巣が減じてしまう危険がある。こ

の為，車長日を 2本にして， 目迷いにi[づけたのであろう〈

ヴρアリエーションに示した 2例では，目違いが， j叫めの

i耐に沿って長く附けられているので，率知！は 本でj斉ま

せていると考えられる。
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14.みやじまつぎ（2) 宮島継 「家康」「工的去J ＇ ~11恥「大詐典l

~IJ 称 しゃみ線級 F造作， (XIJの彩を三味線継とする文献がある）

使用部材 形態

三二二;::u2J1
L Li  2 →＿ J. ~ 

成

f 

尺井綜縁

E主4ーは－ I
ワ作法J 『家騒J

ffil 4ーは－ 2

尺弁l車店主 r家保」 「r:fNL,, T知恵J 「造作s

義本形の合成

三三三「~~ヨ竺ヲ … 一豆三守
二主プ

宗主ぎ・草~！； ヰミ知！ 停止ぎの変形）

に三三~
ffil 4 14 3 

解説

富島継(l）が，目違いによって横方向に2材の離れるの

を防ぎ， 11¥知nちを可能としているのに対L，この宮島
継（2）は，耐の角度を変えるミとによって，日遠いと向様

の働きを得ている。

この総子も， R島継（！）と同様，天井梓総に芹］c、られる

が， H遠いや， I閥突m1がないJ君主，ほとんど縦だけで加工
可能であるという利点がある。しかし，下掛u に月1~1守派が

ない.？.＇1. ド議iに顕れる終日の！直線は，さ誌は異なる 2]白Iの

- 66 

エソジから成っていて，見えがかりをすっきりさせるこ

の継子の特徴であると問時に加工の難所ともなっている。

この紋子に関しては，歴史的実jlirJがなしまた近世大

工警にも例を見出すことができなかった。この継手の考

築されたのはかなり：析しいのかもしれない。

ともあれ，見えがかる三；与の高主目はすべてすっきりと

した斜の線となり，やや不思議の感を与える美しい継手

である。
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15.はこだいもちつぎ 箱台持継 「E時」味偽造J ＇大辞典 J ＜文献2057＞，箱大持継 改札

~IJ 称箱継（東京；帝l語大学治家学科所蔵模ltJ)

使用車若林

j) 

＂＂桜il?l4 -15 I 

長押 r大匠4

縁＋匡 r醇葉A r大紳典」

1荘，桁（化車中） 〈文献2057)

基本形の合成

コ三日

形態

rノ十、構造J

(I ~2 5w 『木構主主駒

I ~2.5h r工作法』

i → 

図4 15-2 

-;-] 

」…Jw 

h 

ただしlはウeアリヱーションに挙げる箱市長日織の場合）

（級折）将違い

ll?l4-15-3 

ヴァリエーション

E-i ［二ξ主主Lよ立プ
『御作事方s伊工作法A 泉総寺開！Li食

蔀縁，長持l 筋挺， J>fA 実肘木

箱継 箱車知継 16:J6iト

!j~合 ~J最u方叫

長持，天井搾1ま

のき徽

本蓮寺本意

地長押

1492年 f也に類似する！？語史的実例あり

ll?l4-15-4 il?l4-15-5 悶4-15-6 

解説

二街が突付けに見える為，二方見え掛りの総桜等に用

いられる継子て”ある。 16.！害金輪継に類似しているが，

！~.金総継が「調書鎌Jの形をもち，校てや堅苦めるのに.Ml..，箱

台持継は事長日を用いる， という相違がある。

合持継とは， r辞紫Jによれば「Fに枚や村？などの支承物

を有するものをつぐために丹｝いる継手Jであって，特定の

形をす旨す定義となっていない。所誇r台持継Jとは，形が

著しく輿なるのに，この形に孝信台持継の名が守えられて

いるのは， c~宇葉sの記述から，これが真i 主として使われ

- 68 

ているから，と推測することができる。

1H l，ヴァワエーンヨンに訴した本蓮寺本食地長持の

例は持ち出し継ぎであった。これは，見え桂トり昔日中tの持
ち出し縦は殺さに兇せ，真継は突Hけに見せる，という

般的な原則に従っている。

ウ’アリエ ションに不した箱事知継は，半告11を更にゐ

本， ~ljの位援に1111 えたものだが，これに隠しては16. !0 

金輪継で，言及したい。
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16.かくしかなわつぎ 問、金輪車総 'I疋家」 了辞恥 r木構造＇ r大辞典三〈文献2057)

別称箱II* ＇＂~：合切組方正

使用部材

長拘1

[!?] 4 16 I 

基本形の合成

三~~~ヲ
商品鎌

ヴァリエーション

三~
'・I 作法」 r木崎泣』也大静典1

枢，：＼＇＇f¥等

結＋店事

[!?] 4 16 4 

lh桁 『民家」 「大訴典」

ti< F匠当主J F工作jJ7,

（総jMIJの筋板）

F大辞典a （店松）

茅ft r工作法」

長押 PJ成寺本堂(1472"1'・) 
梁， Iii（化Fii:) 〈文献2057)

形態

下
a1 
よ w 

寸--i

ち；h

包 4-16-2 

F木構造4 a~ l/Zw 
bニニl/2h（「軒家』てゴ／2よりJz)
I ~ 1 5～2 Ow 

（一一で）勺：f'cWc＇木構治 J a~ 1/3w 
bニc2/3h
I ~2.5w 

「汗長t~－D ~雪ヲ
Sc Hit突Hit

E罰4 16-3 

Pi成守本望
長持

1472'1-

[j2J 4 16 5 

解説

15‘箱台持継同様，担J隣る二liiiが突付けに見え，これ

も；方見え掛りの部材の継ずである。

名称に金輪とあるが，これにはT守型の口違いは合成

されていない。ただ，矩J庁自迷いが合成された結果，会

輪継民様，；訟を使わなければ約まらない継子である。

『木；檎i去tでは， 方のみから栓を打つものに隠し金輪

（矩折）日遠い・松

ji；除子太講F宅

こ長持

話量長修理時

図4 16 6 

継，二方からの松の場合を結松紋，一方から車知をねつ

ものを箱詰？持紋，二方からの市知の場合を箱車知紋と段

別している。また，そのJ法も， スうから栓，車知をtT

つ場合，その位援は，材巾の中央にあり，二｝jからの場

介は， 主の｛立；置となっている， ,.UL省、F工i'Fi1'，，等の文献

のWuも， このノレ ノレに，のっとっている。その王里山は，

日円山 図4 16 7 

70 -

打引掛り部分

j_J （栓・！Ji知）

•«JI張力の中心

• ry ltJまりの中心



%の位置に紋ぎ即Lが来る場｛＇；－， 引f長力に対し引借りの1・i:
：置が，引強力の中心から偏心し，村に出げが生じてしま

う。 一むにつl掛りをつくると，絞終的に2つめ引掛りの

中心と，日15.長)Jの中心は致L，この点が解決されるか

ら，と考えられるけ;!J4 JG 7)o 
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17.すみとめほぞ 偶留棋を 「家主主」〈文献2057>

別称、なし

f車用部材 形態

土台

lm4-17-I 

基本形の合成

士手？ F家屋」 〈文献2057>

見付け留

ヴァリヱーション

年JASS ll;' 

f台

えり総人れ小娘ほぞ差し

掛りくさび締め出すみ桜

殴4 17 4 

廿
け
斗
E
r
 

一
一

ι3 / " . 

ぷi一一1ノ／
｜／｜  

明匠家J T障室主巴

cL台

髭尚子百 号苦悩留

rm 4ー17-5 

解説

化粧土治で，土台編が柱太さより大きく，出織と， I: 

端の隅とを惚としたい場令に用いる1tllであるが，上総

のi吋降jを協とする必要がなければ，閃4 17--4, 5で

示したような形でよい事になる。

F型j留柄と髪面i認の名の反別は判然としない。このよう

な留に照らず，材の 部分を，材側面iに沿って延ばした

場合，この部分を「ぴんづら（髪i百）」もしくは「ぴんた（尊重

太）Jと称する。従って，ここで示した隅f立柄（；！，髪｝宣i留
の一般に速いないし， i主に， 12<11-17-Sの苦言till仏Jも，外

間が切になっているのであるから， F民俗桝といっても全く

F工iti:t、』

土台（玄関主ど）

隅空在留

lm4-17-6 

1/6 
← 

一 一1/2~ 仁ム三~

寸

F家屋d

図4-17 2 

五三7ヲ
絞首相寺五重桜

f台
1764～71年修理時

侶4 17 7 

の誤りではないたrろう。ただ慣用的lこ，内摘も擦になって

いるか汚かで＼調者を使い分けているという事は考え得る。

いjじようにイ間EI・.合の隅に用いられる台輪穏と比べる
と，見えがかりの点でも， X，校約穴を穿つスベ スの

点でも，ほとんど間じと討ってよいが，隅fl!納め場合，約

のp良が側面に現われてしまうのが，いささか難点である。

このF再協柄に類する歴史的実例は，今回の調査の限り

では殆んど見当らず，牒目前寺五君主溶土台（1764～ 71寺修

明~~）の仰が，ややj[い形の例であった。
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18.だいわどめ 台車命留 f当i<:E詰』 「医’主』 r辞嚢J他

別称燦輪Ji-め F知恵J

イ壷滞留材 形態
山「

一＿＿）〕マ：1／り肥 大一一

一＿ijL~J 町
T家路d

E雪4 18 2 

付書p)tf;輪

'JASS 11』より
図4-18-I 

土台（化粧土台） ＇［皮家」 「家尾s 't宇葉J 〈文献2057)
付書院台輪 「ヱ作L 'ci章作』 'JASS, 

｛、j書院地覆 i言JI・.

基本形の合成

(/{/ 
vン

／ 

ン ／

附

／

／

じ

れ

い

ヴァザエーション

'JASS 11, 

付書院台輪，地複

台輪留

図4-18-4 

ih
覆
f
h
v品
造

士

i

r

’

！

 

輪

一

い

い

日

山

口

問

悦

院

留

一

け
は
京
円
輪

4

勺

付

台

図

'll半袋J

土台

台車露関

04-18-6 7
 
S
 

メ

！

？

u

m
回

一

ロ
ム
口
輪

4

な
よ
台
間
出

日月壬続五重応

台車命

J:l48年

図 4-18 9 

＂~I ＼、三
伝香寺本常

仏壇台輪

1585年

図4 18-8 nυ 8
 

一一一－

m回
一

A
U

輪

輪

4

r一
ム
口
ム
日
間
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解説

外隅と内隅とを'illとし，目違いでi雨林を引きつけた仕

I iである。台輪慢の名は， f台車ねによくHJいられる所か

ら来たものであろうが，「台輪Jと名のつくものには，寺

校建築の枚上，附け害総の柱上下，戸袋Ut日，等がある。

このうち，歴史的に，いつごろからかは不明だが向け書

院の台輸に，台輪jj'jが用いられる事は織かであり，又，

守院建築の；＇；輸でも，内部は段のついた総欠（ L引の綾合

形式での略鎌）だが，外ト隅をfilとL，蟻を目遠のようにIH

いた， R司王校五重塔のj!iij（附4-18-9）などがあり，今

日の台車歯穏との関連をうかがわせる。

もともと，これら巽った部仰の部材が「子？輪Jとひとつ

の名で呼ばれる裂には，校！二又はドにある幅の1ムい材で

あるという知tli広があり，＇illめ仕口としては，外偶，内

隣， .Hl1詰・ド端のF高等，見えがかりとなるすべての箭所で

留となっているこの台~Iii慣が，好都合であるといえよう。

さらに，柱栴穴をうがつスペ スがある点も，台輪関の

利点である。これらは．化粧土台に台総慣が丹］いられる

思出としても，そのままあてはまる所である。

力llLI土，見た口によヒして凶難で， 日速いにuり勾配を
つけて，留がひ。たりと合い， しかも，労木が立；木を下lこ

押しつける形になるのが，うまい技術であるが，写真の

ように十去を用いるよ品介もある o X, t!<l 4 18 5のよう

に，行違いを片蟻とする事もある。際：14-18-7は，内

11障に留を設けていない例である。
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19. うわばどめ 上端信 『工刊誌J r毒性ぷ

~IJ 称、 とばすみJl1、jruほぞ打抜き割iくさび締め 'JASS !Li 

使用部材 形態

／ f 一一

二万

／ 

権，縁台 'I!N:l；」
土台 「辞蒙：』

床 r，物入れ村L 'JASS 11己

基本形の合成

／ 

／ 
／ 

乙一

／ 

床下物入れわく

'JASS 11』より
図4-19-I 

／ 

・・・・・・・・] 

F工作法と

図 4 19 2 

見付け税（［端WD 小線約

図4 19-3 

ヴァリエーション

解説

法隆寺金堂

窓披

7～ 8 c 
図4 19-4 

！：端のみを留に見せた行口で給自，須弥儲（Jji知情）等，

外即時もi司にしたものと比べると，簡単な形態で，加しも

たやすい。

上総i留という名自体は！端以外の形を定めていないが，

この種の惚では小恨栴剖検締とする事が多い。従って，

単にj端情と詰った場合，小糠納言nJ模締によって堅めた

f±IJを指す事が$いようである。

1t 11 （！体のレベルの問題であろうか，箱慢が概ね2枚

許可とされるのに対L，上端留は通常 1枚守内である。栴の

1.!i:i在は， 上主品のf{iとは無関係に材11xの中心におさめる。

l端のみが，兄えがかりとなる刊には，この仕tiで充

分な訳だが，そうでない場合，山方の材の水口が現れる

事になり，大工達の嫌う所であった。

側面も見えがかりとなる場合に，本11を見せないやや

上等のfl:11として，次に7］ミす務儲がある。

上端潟l土、縁紅など機架材i司志の仕日のよ端をfllに見

せるf士ilであるが，下端が晃え桂トりのイ士11や，窓艇のよ

うな羊i宜材と機架材の11:口でも，同じ形態を俊う事がで

きる。

今回対象とした経史的実例の中には，典君主的な上端留

は兄当らなかったが，ウ守アリエーションに示したように，

法ぬ寺金堂の窓権（ 7～ 8 C) Iこ約と見付け留の会成形の

早いjyij（訟［4 1自 4）が見られる。
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20.はこどめ 宇宙留 F工作法」「大常損，， ＇木J

~IJ 称なし

使海部材

kりj[

1214 20 I 

上り挺 r大辞典」 F；本J

縁台 F大辞典J

会事吉 F二本J

基本形の合成

／ 
／ 
ノ

形態

二万

（小根）約三方見付け留
（箱摺）

殴4-20-3 

ヴァリヱーション

『家屋J i毎1ti11守Ii.t五際

級制在， 筋鴎鰐 工同反

階部ご枚納差 1214年

1214 -20-4 回4 20-5 

78 

目白

『工作法s

r大辞典4には，

約の1享さ，戒め Y7
自の！享さ，成の泌

図4-20-2 

ド］成年本全

正：

長持 東京太古た所ii蹴桟型

1172年 （＋『先が限.flる）

図4-20-6 図 4-20-7 



解説

r工作w、」によると，「箱滋Jとは「！立高と前向をWiにL,
方の木口を犯すためのものJである。箱＼'llだけでなく、

務総，給率知1継，幸I台持i主＼， .：.＇.方箱白途紋などから jcij，と
るように，結l主，相隣る 21出に自民われる継誌が，惇iやと受

付に見えるように工夫した総子，イ上はの名称となってい

る。留の場合は，この籾隣る一一i古iを訟に見せる手法は，

基本形の見付け認を，この J主Iに適用した結果生じたも

のである。ところで， U：作法£では，更に続けて「稽々上

等のf士口なので三枚;¥TIとするJとしている。この形態をも

っ仕IIを遺構に見出すことはt＼＇，米なかったが，上認に述

べたL主義の箱留に該当するものとしては， 1214守・iliiitrlr

L年五wt去の写本反の似！がI片い(t持4 20 5 )o 
このj91Jでは，突付けの見え十卦る二酉を留で包んだ形にな

っている。以下，）ム義の箱留には，ヴァリエ ンヨンに

おしたような，断、史的実例が存している。当？？！？のことで

あるが，この仕口（土， ffi!'史的文仔1］を合めて，見え掛りが

意識される材， i圭イ乍材lこ1史われている。

さて， T工作法・＇＇字 lこポされたj§ijでは，十l'Jが，見えJ輩、る

i話lこ顕れてしまうが？ :uを引き付けつつ，納先を隠
した惚f上υとして21半知官｛が存するのである（絡｛tic,

約先の隠れる例もある。ニの場合、は古＇ IJ棋を使えないので

約まりの精度がむつ♂かしい）。
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21. しゃちどめ車知留 日静~1，，な作品

~lj 称ンュミカタメ r絵Iめ

f車用部材 形態

／ 

／ 

／ 
／ 
〆

／ 

／ 

イムifl椛
／ 

図4 21 I 

l.りキ匡，総f? T大，＼fl,, 『て作法」

基本形の合成

［プーに＿＿／
隠 4-21-3 

ヴァザエーション

F大詰宇l'l'

事知器｛

医］4 -21 4 

解説

「大百字典台

車知留

図4 21-5 

草知！協は，務官｛の＞tiにJ!Rべたように， f.'i1'百に見られた

二枚納め光dJ木11を隠すとi百]IJ,1'(二 一材を車知iによって

引き付けるという， ：方，三万比え桂rりのLe長f｝の11:!ユ
として ！＆，~＼級の11:一口とされているものである。しゅみか

ため，の~IJ1司、が示すように，これは須5 ;J曹の絃＇！；；，枠郊

でも特に人念なflI：の〉止められるものに）円いられたので

あろう。『イミコ；の継子と｛士11Jでは，ヴァリエーンヨ／（長11

1 21 6 ）に挙げたその例を不し，「LI本指物の！吋千i技

術である」としている。

歴史上の＇:Kf!irJは今［nlの誠査では見出し得なかったが，

1'181年修埋された鋭心守（1370＂！；代末・天授と貞）に修期の

80 

目

三f
函4-21-2 

『木工のtt手とH:11, 
しゃち締めの幸｛

04 -21 6 

1ド告日

区二

r百幸葉J r火辞典』

須弥留 主事力留

Gll4-21-J 

参照と fるためのこの11iコの模恕があり， .T.事担当者に

よると，須話、埋Jに使っていたとの事であった。いずれに

せよ，事知婦は，見付け容iを宇H隣るここ面iに適用する事と，

率知の技法の発見をまって禁場したものであろう。車知i

を11:flに使う膝史的実i7uには， 1472年内成寺本震の級縁
の人隅イI：ロがあった。

率先l包，IJ，議本によって栴の枚数が呉なっている。関

に挙げたものは，牛車知t患を， I再仕口に応用したものの

外側の三方を見付儲で包んだものであり，典型的な形で

あると考之、これを示す事とした。
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22.ひなどめ雛留

別称、なし

使用部材 形態

~bふ二
~~］ 

f刻平

国4 22-I 

『工作法a

E喜4-22 2 

長押 「訳家J ＇；＼（丈島勺 「Lft工法」 F造作」

基本形の合成

ト~~
防長

[]4-22-3 

ヴァザエーション

「1 三ヨ 「し
' l：作；よJ
長jlf'

IV" ,,, 
[ill 4 22 4 

を工f十j去ら

長持

雛間

（長押に函がとってある）

殴4 22 5 

東京10°rヰ大学造家学科
所蔵様怒

長押

線長守

隠4 22 6 

一つ一FL
 

fl－~－ヲ

[jD 
仁づ

下部の彩不明

＇［九家J

長1111

雛留

cm 4 22-1 

院

修

8

品

目

扮

補

一

自

ょ

の

辺

寺

根

頃

一

隆

戸

町

4

法

都

市

日

七

閉

山

｛云香寺本堂

側内法JH甲
1585年

図4-22-9 
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解説

雛留は，長11rを，いわゆる，まくらさばきや片さばき

に柱へ納める部分で，長押の水口をかくすという毘約を

もっ。おそらし厚みのない板を小口に線付けたような

状態が理想的なのであろう。しかし，こうした技術は合

は考えられなかった為か，見え樹、る側I主1と下立告の二面に，

木口を~~ L，後日を稜線（エッジ）に一致させる留を適用

したのが雛留である。こうした目的に留を使っている隆

史ヒの例では，例えば，参考としてtKI示した法隆寺聖書室

院，都戸市匡（室町頃の修烈時）の例（図4 22 8）が出い。

J:JJ：.から，織を合成する事は，雛留という｛士口にとっ

ては，不可欠という事にならない。実際京市い近tll大工芸

である「医家』では，蟻を合成しない雛留が挙げられてい

る（関4 22-7）。撲を，長持のfl口に， Mを上から務

し込む形でなく横一方向からま註むような行方で令成した例

としては， f五香寺本：it ｛~i)IAJ i;!；長十甲の出階部分（158511二）

が古い似jである（際I4 22 9 ）。蟻の枚数は，文献によ

り， 2～4枚と様々である。又， 1:1:口をつくるご二材の，

いずれが男木側になるのかも文献によって異なっていた。

q
d
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23.おおいれありかけ 大入蟻柱、 『JASSllJ 

車IJ 称 ありかけ・銭4苦手 r家路』 「Tflミj去h 大入れ蟻洛し く文献2058>

使用部材 形能

間1:1:tJJげた 図4-23-I 

品目：

土台，開校切土台 'JASS 1L1 F家居住2 F工作法』

大梁一小梁 『工作法」

間仕切げた，その他 勺ASS11』 凹
義本形の合成

パ一
i

／

年号

ヴァリエーション

大入

間4-23-3 

'JASS 11』

[2]4 23 2 

封た

『〕＂1＇ドト：b 戸家屋三 r流家」 『古宇紫』

k梁，J、殺 士自 仕切jI: f, 松太

蟻桂ト 1議掛 城主幹 蟻桂ト

E自4-23-4 図4-23-5 [2]4-23 6 

解説

写’真IJ，柱を桁に：！fl納差しとし，梁を大入蟻掛とした

ものであり，特定部材を示しているが，大入主義控トのf士口

自体は，土台等にも用いられるので，包14-23 1には，

これもあわせて載せた。

rて｛乍法J F家屋』等をみると，この仕口（主総米なH

口で， f!R建築等に月jいる旨が苦かれている。実際，犠拍ト

の守i張試験を行った実験では，書ljくさぴ，地獄はぞ差と

比較して，最大荷主主，引張問un共，最低であるく文献2009）。
又，柱柄穴のある場合に1:1:，女木例！の材が，かなり弱め

られている点も， i主語、すべきであろう。

使用実態の潟支では，土台T字音15,ト宇部の取り介い

に，百詰i資対象の7～8吉IJで，大人蟻掛がイ史われている
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（表2 3 ), 

このように明夜では桜く一般的に俊われている人一人主義

掛であるが，過去の事j7i1Jは意外に少ない。っ、1"1の修FRて

事報告書からのi調査では31列しか兄出せなかった。おそ

らく，枚，斗などの支示材が｜ノオ大きし二材とも支承

される為，大人れを合成する構!ilIの明Iiiがなかったか

らであろう （単なるt型のJ妻子対日での蟻イJI1は28f列あっ

た。） 太入主義扮とするi'iし、f'i］としては， lllJHifi霊塔，

j品約木 舟肘フド（J:l48ij）の例がある。

4汗ヲ主文書1:<2004)(2030）く204日）（2058)

。6



24.かぶとあり 兜！！議 了静恥勺：什法J

~IJ 称かぶとありかけ 〈文献200•1, 2030, 204ヲ， 2056），きょうろありかけ・ )ji；日主義掛 r静葉』 『てftH;),,

大人れかぶとあワかIt 'JASS 1L1 

使用部材

小屋梁軒桁

図4-24-I 

車T桁切実染

車十桁 小屋梁

二階梁 日開発

'JASS u, 
r辞葉』

〈文献2004, 2056) 

喜喜本形の合成

形態

くノ

一
r
：

村
」

欠込み

ヴァリヱーション

て三三 守二三コ

『家康』

軒桁小原梁

兜蟻

図4 24-4 

r」；f乍口三J
桁小潟梁

京品蟻掛

図4-24-5 

解説

和風小屋総のうち，折遣は梁の上に軒fを架すのに対し，

京月掛jはIiitに小屋梁を架す。この11:11は，京品総に用い

るので，京呂蟻掛の~lj;j;J；、もあるが，兜蟻の名はその形状

の連想から付けられたものであろう。

大人れ

図 4-24 3 

fむ
加
川

桁
内

'JASS 11, 
12] 4 24 2 

蟻

£平二コ

'Ilic家」
申l桁小感染
内椀蟻かけ

（内丸蟻掛）

12]4 24-6 

づ

P家庭」

事f桁小屋汲

ii主り胞と兜蟻

久安寺楼門

台輪…お輪車書

応永頃

関4 24-7 

ミの仕口も，大入主義桂トと同糠，強度的には不安が残る

ためか，＇＂ JASS11」では，羽子板ボルトを併用するよう

になっている。

JASS等にあるものは，桁の上端に直接主廷の切欠面が
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乗るが，ヴァリエーンヨンの｛列では，桁t.l指をいくらか

欠いて，乗せかけている。 IZl4 24-4のr家版＇ (7)例は

明らかではないが，凶 4--24 5のr工作法Jでは，この

!Ji .Jc端の欠きに，勾自己をねけ， 上から｛Ji重がかかると，

H:11が主主められるというl犬が示されているο［:Xl4 24 ・ G 

lこ市したのは，泌を桁光へさらに延して， i度り月E蟻掛と

した刊号である。

桁一主主以外の部材の11口に対しでも， f士口の形態が同

じであるなら兜蟻と称するか否は明らかではないが，兜

蟻と防lーの形状の古い｛列としては，久安寺楼門の台輪

台輪繋の例(I；［＼；永年間）（図4 24-7）があり，小主義梁，

染に使われた兜蟻らしい形態のfijlJは，泉悩寺関山堂のす：

五百 小原梁f士山（1636｛ド）他がある。

研究丈献＜2004)(2030) (2049) (2056) 
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25.かかえじこみ抱仕込 r A:l!rc」『訴も

~IJ 称だきこみはぞ・抱込納 （文化I)＂所蔵様取）

使用部材

主主→…梁 tr,キ裳」

柱腕老 「木」

小屋束妻梁 つ疋家』

校綬太 「大UfJ

基本形の合成

パ：j乃

形態

ヒァ

同
『辞葉i r文化庁所蔵模型J

81 4 25-2 

i~L__(1 

納 日違い（人輪）

Gl 4 25 3 

（鼻）怜

ヴァリエーション

解説

'"l!L家中
妻Ui；一小路東

Gl4 25-4 

ケゴ「ヨ
伝語、当本堂

小屋東母尿

15855f 

81 4 25-6 

町村むには抱仕込とは，「染ド端におし、てム、1t~L r:xJの

ftlJ ＜，イti:'>むをいう Jとあって，この名が， f上ii全体内形

を士見乏したものではない事がわかる。

このように， m討に日濃いを設ける意味について「“こじ
り”と透きに備えて」u速いをつくっておくとする凡）jも
あるが（「ノドJNo.8VOL.5冗HI長次郎氏の1科目立），傾ぎ大

- 88 

ノノ

宇和島城天守

It－繋梁
1662～65年

8J 4 25-7 

人れとITili主， i誌にかかるぬ重を，ここで柱に伝える事で，

納のみに，力のき長，，，するのを避けているとも宰えられる。

（向き人今入れについて，この考え方は＇）； fl出、J，より）υ

実際，燈史上の実例や文献上めが1］の使用意；村は，小原

趨りや床主回りの部材であり，見え惚れる部分のものずある。

ただ，懸史とも， ウぃア IJエーションiこノ五したIi＼＇号寺本



堂内初1］（ド＜I4 25 G ）めように補強の7玄関の読みJI民れる

ものの他に，平和島城天守の朽lj（関 4 25…けのように，

89 

Fパグ〉目違いを箱口速いに；萱替えた，見え桂トりの対処i列

と了解できるものがあった。



26.さげかま 下げ鎌 r医家＇ r終禁J "JASS 11」「~lll也、3

別称務鎌＇ It王家」， Fタ鏡監 F今vsR,
使用部材

柱一貫1t:1:1 

凶は上げ鎌

図4-26 I 

柱 貫 'llf.＇~正J r今閲兵s 「百字雪量A 'JASS 11」他

新長幸子守本4手 (1460年）

t長

関 4 26-3 

ヴァリエーション

下；

形態

i 1二二

卜一一一一一一

1214 26-2 

三「イ

検

ιてて1
I~－ 

r知l忠』 T辞葉」 慈照寺東；Jとiii': 浄上寺治.， L室

賞 J 校 賞村 干上 内｛エ賞 添止t I当
Flt鎌 !-.It揖t 14861fo 

図4-26 4 関4 26 5 

解説

隅1柱，間仕-t;I）突当りなどでのi休 賞fr日で， ドげ鎌と
呼ばれるが，その形はむしろ蟻（片蟻）である。

蟻が人るよう， i位には，やや大きな六を穿っておき，
接合後の空きは燃をま［って埋め， f,;Jm寺に11:1Iを怒める。

この仕口の占い例は， Wli長谷寺4，合止の柱 繋(1460奇）等，

15世紀中半頃に例が現われ始める。

これらに減る例では，！己jT：呉illJの行口として浄土寺浄

11 D2"f-

図4 26-6 

i堂河~H ー買（11告がド） (['XI 4 -28 -6 ) f hがある。これら

の併では，円迷いあるいは桝で＇ l'l:，虫JS詮に対するヲl掛り

をつくり，ぞ111.r；：によって組問める任口としている。

］寧なfJ:事では，ヴ71）ヱ ションのように土人れと

するが，見えがかりの美しさを求めたとは考えられない

ので，恐らくは憾の松見に力が集中して彼壊されるのを

防ぐために，このようにしているものとd官、われる。
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27.やといほぞ履い納 鳴禁」「水4 「大辞典」

車IJ 称送り蟻の｝話柄 Tて作法j. gf十ソ子 f位家わきがり・木経 F大辞典h f反納 「大辞典」

使用部材 形態

指軍＂＇＂号枚 1:1:口
問4-27 I 

本t指鳩居 「医家J i;;t IJJ家住宅(1662{1')

柱虹梁等 ，，工作法」 健闘予知］怠輪き：(1606年以降）（推定）

柱荷受梁 'Ifi•法』

柱梁・問先などの1黄架材 rソドJ

基本形の合成

（寄）織

ヴァザエーション

'U'Fi.λ〆木崎造j大刻、1)1;'

罰 4 27-4 

広司ユョ

同い〕

性

一一」

A二1
づ：

竿・耳u;n

横架材

巴 巳
履い材

じて二二三コ

横架杭

図4 27-2 

471 

納（寄峨のにげ穴）

l"0 4 27-3 

竜昨丹在庫相E

校一一血目鶴間

1664年

E司4 27 5 

m大i'r』

とっこはぞ

l"0 4 -27-8 

-・ 92 -

'v王家生 r家尾」
村： ・m1JJ1；』

図4 27-6 

三仁

士プ
大入れ

製粉家住宅

柱…揃鳥居

1662キ
間4-27 7 

F辞装昨

濯納

図4 27 9 



解説

r工作法j木構造』「大静典~iiこは，雇約として；絞めも

のが乃ミされている。

つは， d衿を使って村へ繋くもので，今つは，送

り主義（寄蟻）を｛返って，柱へ繁ぐものである。今岡，実大

模型！としたのはf走者である。後者は， tto〕大きい時？の郎
染等の指「I（『 l作i;L；、［）に，利子の柱に・i:'oみ；f，鼻行、が使

えないrlH~ ＜『木構改；）に， !II し、られる。この つめ文献

では，は！＼OJrh (J，守一吉1分グ）illと伊iに十三Jf）（っているが，

'lit:家＇r辞葉山野HI家の斧例（［：：＜［ 4 -27 -G , 7 ）では，

蟻の1[Jはやの巾より広くつくっている。込拾を使う様納

l土，民正有の村聞に（在来の中間にある柱を外して，長スパ

ンのり（に援称える）街受梁を後からffill込む場合に1＞！！う(l[ 

作法JT木構造」）とされている。また，造Illしに快が作れ

なし川村長さが足りなL、）場介に使う，とした文献（r辞葉s

時オd梓；；；じ）もある。

'j＇大枝先iのi§tJI立，縫い材を，柱に寄主義で、蟻が午：iくfr):
5をまで繰iIfた後iこ，その主上火へ，機侠材の納を J~.め践
がi客ちてこないように納め，半均lで，緩いHを介して柱

と綴製材を繋くfL掛となっているc 柱i二士、；し横架村（丸

大人れにするか， 口速いを， Hけることで，う！張力lニ対

し，機f肥料が界再き害ti裂するのを紡ぐてjえをする方がさ再ま

しし、（附4 27 4の例は，この点でィ、安が伐るL

店長史的には，｝長約をf定コたf凡あるいはその~il例のそ？

場は， iii111初頭1Jijjまのようである。相当に凝った，幾つ

かのI支w、グ）＊Jl子子せられた11Clである：事を考えれば，その
相、の発生と考えてnいように店、われる。
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28. ぢごくほぞ 地獄納 Fて1ti去J 「造作』

)JI] 称 ぢごくくさ（｝＇・ 1世Jii)；襖 r1;下告書」 r家路ゎぢごくぽぞ・地主J:i~ f,I）＇葉山

つんごみはぞ・＇cl込約 Z辞禁h またぎほぞ・跨栴 r辞禁ぉ地ごくはぞ去し 'JASSll」

使用部材 野5 態

総木台

『JASS11」より

図4-28-I 

縁桁ー約束 F家路J F造イt,
桁…室ヲ束 r1:11,w, 
土台 "Tfl三｛よ＇
植木古手術子1－＿下 'JASS 11」

小屋づか小感染 「JASS11」

基本形の合成

j出i

部 4-28 3 

ヴァリエーション

解説

'Ti]rW, 
上世；

地獄中内

1214-28-4 

I究

通常の害IJり棋は，本？？を打扶いた先から燃料店めとするが，

n抜かない包込寺内で，！日片手に艇を月jいたのが地獄柄であ
る。栴穴を奥が広くなるように彫っておくのは通常の制

機と変わらないが，約の鉛flには，あらかじめ撲を軽く

かまして，約穴に蒸し込む0 l与がれ込まれるにiiえって納
先は広色犠形となって柄穴に納まるから，一度組み込

まれれば，簡単には抜けない接合となる。

ヨγ蟻と同様， r1東，手樹子等に丹jいられるが，綾子ヤに
際して横に到jかす必要がなしリ丸一度級まれれば抜けな

- 94 -

民4 28-2 

い点等I;±, ＇！年犠より好都合と云えよう心

又，ヴァリエ｝ンヨンには，大入れとした例を挙げ7

が，＂T作法」によれば，増築等で，既存の土台に対しー

その上部に墜があるため蟻掛が使えない場合に，土台

七台イ十日を地獄納で代用するという事である（閃4ZR-4）.。

研究文部； <2似19) <2010) 
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29.ょせあり 寄賎 明言li'.J r家忠J !'_Lj川、」 r造作J

望号 称 くだきあり・砕蟻 F針葉J F医家J，おくりあり・送蟻 「針葉」. I＼~し寄せあり fj宣イノドJ

使用部材 形態

迷い槻海老来f上11
図4 2宮 i

違い槻海老束 'l臣家』 「工作法之 宮造作£ 'JASS llJ 

，；日j槻嫁づか 「絵図」

窓ヰ1づか…中略服 F造作4 「JA、『511, 
『造作』

関 4 29-2 
＊＇＂水天井伸紙 法陵寺東室(1377年）他

的り束縮，桁 竜吟庵Ji＇丈(1387年）他
小屋束－s詑 了家屋g 「jg｛十J 泉線寺関山＂＇： (IG:J61f) 他
その他

基本形の合成

様

ヴァりエーション

'!i'i11' J 
釣水天井伸縁，俗縁

寄域

12]4 29-4 

解説

罰4-29-3 

£二
［ 

！·~，僅J F法作付

小屋l荘一束
言f蟻
殴4-29 5 

ヲ15長に抗するT字形の11:1Iのひとつに，者織がある。

これは瓦木j)!IJに，織がすっぽり約まる山角のにげ穴を侍！

けておき，蟻約をこれに差し込んだ後，~~形の講にすべ

- 96 

f五香寺本官
柱； 縁告書

1585｛十

12]4 -29 6 

泉福寺排j111堂

ii&盟板指十j
J639'f-

121 4 29 7 

りi6ませて， ll誌のはたらさを得るものである。

’写真のように，男オミを寄せた状態で， lli"i1、ji語jがこのう＼

を覆うようにしておけば， jft I.りの外観はすっきりとヰ

る。このように，つくられた寄総は，東芝日を •1•心としてサ



j主｛？「のfr口に多くJI）いらjLる。

これに対し，告をも慕木fl'J と云える＇~'i織を図＇I -29-4, 

5に示した。この場合は， j義汚水を績に寄せるこ，にIf

穴が現れてしまい，党えがかりの筒所に用いるには，美

しさを欠くが，天井，鴨居等の｛＞＇j本，約束のf上flとして

1円いるには，館｛史で好都千トである。

」L，寄蟻は，康い1内の壌で見るように，リj独鈷を 方f

の材に取りつける手法としても重要である。

この寄織の技法は，歴史的には， :fLI当古く，火山寺本

淳の板軍事（医I3 77）で，定規干誌を紋扉に耳げれ？るのに保：

われている。実は，このように材側1MITIJ志を緩いの虫義を

f史って接合する技iJl:i：，行止'1iil；式＇(I100年）に合せ村を

作る方法としてポされており，大P7'から導入された可能

位がある 0 {>'j木や釣＊に使うことは，ややi庄れて1411ト紀

の米から併がある： Hi世紀末頃からは雫11＇（材勝ちの水平

材とのお「合部にも例があり，履い約もこのヴァリエ…シ

ョンの っと見る事がll',;fとる。小！長束の！トを寄蛾とす

る技：去I:l，限史的混jfiJ，文rilkJ・のい！ともにあるが，とえ｛叫の

年代から推して，かなりf去の近tl!:t!iからなのかもしれな＇＇：
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30. しのざしあり 篠差蟻味深」「造｛乍J 'JAS『llJf也

~lj 称吸付き蛾 F大辞典s

使用部材

釣束鴨居

函4 30 I 

形態

Aι 

打
刊
A
ハU
H
U

lJ CL Dι… JA' AA' 

」B' ケコB'1 

04-30-2 

基本形の合成

約束一鴨居.1控目など r家屋J F造作」

'JASS u, F工作法J等
東敷居アJASS11, 

n
M
M
H
A
ハハハ〕
円
以
H
N
U

はさ1
Eゴ

5ク＇）＇［二 J賞ア…JC 

,_lD 

E自4-30-3 

解説

蟻の形を保！って，束から~！島民などを吊る方法には，他

に海域がある。両者の速いは，イ0憾では村を組合せるた

めに束を7]<'0に動かす必要があるのに対L，篠差蟻では，

その必婆がない。『工作斗去』には，「授のない場介は束の重！J

きは自illなので此ブj(,t（寄蟻）にしてもよい」という記述が

ある。篠差蟻は，鴨m等を｛臨時交換するとき，耳元与の岐
に拘束された束に対する仕口として考案された可能性が

ある。

この篠差織の11はは，高知i城懐j事官官，約束一無白鶴居

(1749年）のf§iJカヴ1く，調資した:i!itI：大工会にも記述のな

いところから，新しい技法と判断して良いであろう。

蟻桝と主義？？にの隙間jを現める材に関して，句、：a1」に「事長は

多く？？にて造り厚さ…分のものJ＂とあり，篠），，＇；の？；グ nu
来をノf'll去している。｛むに車知：i，篠悲し怜の別1司、がある。

形態のi告の片織を；つ並べたjjii]IJ，貨を軒］束に通す必

要上ノtじたiタljである。『仁｛乍：去JIこは工作！ーの法怠として，

r納長さとJ以来さをi訴j にする挙が肝要である。孔i架けれ

ば車知は干し氏にJロゴー込み効がなしりとある。
* l 'k11仰いでは篠竹を怯Jっとしている
キ2 'k＂＇典， jfil 
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31 わたりあご 渡り総（波総） 'i宇袋J F木構造， ＇知恵 d r諮由主米J

別称波り掻＇ I亙家ムわたりがIt 地プ］＇おく文献 2030>

f車用部材

［本，，主総太

閤4-31 I 

形態 A 

D 
Cf木）

ゴ1
i/8w (15mo,) 

、人I

『家患』（＇知恵」）

ffil 4 -31 2 

ヴァリヱーション

＇＆宇紫』 『ヰ寸再造ω

d主総域掛

E自4-31-3 

たすき4働け渡りあご

ffil 4 -31 4 

解説

渡り総には，形態のt(jにAとしてぶしたものと， Bと

して刀ミしたものとの

3与みに！恕を合成した？伝とも，欠きJbみと大人れを合成し

た形とも解釈できるが，これを一つの慕本形として考え

た。この1阪の色、味についても，材の欠擦を少なくする，

ヲiっ掛りのある社日とする（欠き込みに比べて）, 1詫口の

兄ぇ掛り上の勝ち設けを！木織の勝ちに統…する（杭1欠

きでは，終日がi本勝ちの部分と F木勝ちの部分に分か

れる）等が考えられるが，その全てがて慌に意識されてい

たのかは不明である。

このA, Bの形態のi庄り胞を，和欠き，欠き込みと対

照させつつ遺構に使われた例から見てみる。先ず，相欠

き←→波りWe＇.・ 欠き込み，の聞にHU者（土下端がl良jに車l

（軒）桁 （小屋）梁； 'llT.家J F家！議」

『木J 'JASS 11」他

歴史的実例も

大山総大 r監家A歴史的実例も

柱腕木 官家原」

イト：字（梁） 母屋 「~ii ）夜、」

そのf払：支輪受枠， t行枚8台，

主n詑…A-1木，桁虫i梁，
梁 1誌等に経史的~IYiJがある。

がある。

円
（上水）

＼＼ 

＼ 

鹿招捻•:r宝蔵

校倉

奈良時代

ffil 4 31 5 内

b
z総ト
切

2
枚

渡

部

まる機架材料］志の仕l！として使われ，後者は下端の不梢！

いな横架材のfr臼としてイ追われる，という区別があるCf

端の不封jいな材での社口30納l中，本日欠きは4例）。これは，

時代に依らない傾向であった。次に， i度りE忠←タ欠き込
み，では約者が；：：主に古代からは世紀末頃まで使われてい

るのに対L，後者とその合成形は， 1411Uc咲から中世末

に府｛列が多い。位L，近日f大工蓄にも， i度り総仕口がポ

されており， l::.JiRの傾向が千1意なものであるとは新じら

れない。

d主り月官、のA, Bの松違に関しては，歴史的実例の今聞

の議！？｝！の限りでは，時代，部材等のl§iで，特に相違はな

いように忠われた。ただBのj91Jの方が多かった。このA,

Bに倒して「医家：JではAのような伊jを＇i.度り掻きJ, Bの

一JOO-



ような例をf波り11!1¥J，とがJjljしでいるようにも校み取れ

たが他グ〉支献にそうした反Y,I）はないo T木精造ょて1ま， A,

BOl使い分けに闘して， 上木の欠損を少なくしたいとき

Bの波り版、とする，と記している。

本総；＇ii'Fでは， i境り！！思を，横架Hli1JぷのX綾子いこ午＇i引

な11:11としてIlkっているカヘウザ7リエーン勾ンのヰ[iこノド

したように，他の終合形態にもその例が見られる。 i瓦接

i定り燃にF与するものではないが，文献2054で，欠き込み

を持つ横架村の111111'支持金が報f守されており欠き込み最；と

強Jj[jほドに関して参考が得られる。

自！「究文書たく2001><zo:JO＞く2054)
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32.ねじぐみ 捻経l 't手札『家内：J ＇ ~1しで11. 子シ組 「堂島

捻偽（子ヂ、グミ） f紙上経気」

別称、なし

使湾部材

村r~桁111I 
[2]4 32-1 

行f 議文献， ~Tilfif史的実例

IIナ木 久也：：けま門

その他， Ii／！！，本の決掛る部分で交叉する機架材

ヴァリエーション

一ゴ
木構造』 ｛ム芥五本惇

1585イド

[2]4 -32 4 

ーμ制H

ねじがi
図4-32 3 

解説

l.~誕［は， T辞紫」寸i主， rm子ノ 拘ニシテ其！トノ抜！日L

水平ナラザノレモノナリJと広い；主義を与えているが，j互関

大［書を？？めて伎の文献では，全て倒木恭桂トりの11nに

限コて百及しており， 1:U1立を，隅本務掛り部分での11:11

のーっと併しておし、てi追い主うである。

捻i11の形態（立， t-11欠きと殺ざとのイト成形と見ることが

できない訳ではないが，殺ぎをイト成するとしミうより，中日

欠きの院rl立l欠損を， ト水’ ！、木で相i等し〈す一る， という

音j私によつてこグ〕1予カ冶；f

ようにd巴われるC この意味で，幕~＇百三である宇II欠きのヴ

ァリエーションの っとして把えたい。

このjj：主任カセ~史 kに設場するのは，ノトドDの修唆仁司王報

告書からの訴L＇王では， 14C末～15C初の久＇ii守校門料、肘

木におけるj71Jが，，，，＜，以後15C末以よりしばしば兇られる。

捻tiと他的基本形との合成には，ヴァワエーションに
ぶしたように，官｛を介J;xしたもの，蟻をイト成したもの，

が兄られる。官iは， ド高付、ら見Jげたとき，柱径より余

る兄え掛り部分の車内まりの為の合成である。

出義の介l』C,昔、1x11土，定かではないが， 日常吋の微少な架

構内ズレグ〉防止，あるいは，精lltの l~Ji，を怠IZIしたと

形態

A 

A' 

[ 
[) 

じ
日

B' 

1L 

潟4 32-2 

三
司hH神社拝殿
村；

挑LLill,H~

図4-32 5 

r木構造J

lfi 

ねじ剥［

悶4 32-6 

ち，あるいは捻組は，んきく欠き込むため，村の内部応

）； のバランスが措i れ， 1'＞に I~ のねじれが起り ＇）， しこれ

を蟻で喰ii：めている，とも角1,1釈できる。

l:XI 4 -:12-2において，＇＂＇ i主1上のAB, A:B1の勾litは

繰勾I！己くむと初jーであるο 隅ソドはこの将より 45。振れてい

るため，桁の側i印に誌lわれる隅木鳴りの勾~cは〈むの半生J

語日②となる。この傾きは，半勾~tであるという事から求

めているが， A'B'と担lj測の交点Cを求めて，それを日と

封；ぷ事によっても得られる（！：託の例ではι上に交点が｛！L
置しているL捻総は，このA'DBCからなる平岡にあJし

て，村J軒iii'°tr,なる相！欠111iで11むと， 11，ヰ；． ト本のいづ

れかが結局は宇干しく結flる事になる為，これを防ぐために，

桁のli(j(jjからA'DBCj酎への~n餅：の半分になるf立法で栴

欠きi討を構成するようにしたものである。すなわち企i師

！のBC(l!llち(2;）に対し交交する桝Jj躍でのく初7訴さ

のy,の高さに，イ日欠きの誼1をつくる点が来るようになる
のである。従って桁1！柏市にている， この4民主ふjI乃最訟の傾き

く与は，係10昨」のxとなっている。このように納める＇＊I!'
示品開l11Jと忠われるが，②と1111の京本の半勾配とするT示

/ii Jや「fでな主じとする了 i件以、三がある。
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33.つかみあり 摘み蟻 市恥 r；ド』『大辞典r，枯符（ツカミアリ） 明し

別称矯（ツカミ）『匠家』「大在J

使用部材

被風対み

il!l4 33 I 

被』誌の汗み 『釘：家：J F大ltLo 'I氏l」 ＇~宇季語，，，

FフドJ F大古市典』

東福寺山門（J:J36～1425年）

慈照寺東求堂（1486年）他

「木s r大吉宇典』 iり教えう金話 ii ＇主（15~4年）他天井板

基本形の合成

I士、
＼ご下H

ヴァリヱーション

形態

二二二三二~
〔
川
山
山
山
川
出 レ2

内
川
山
山
川
出

E罰4 33-2 

同長

F大酔典出（＇技術』）

枢紋

揺蟻

図4 33-4 

r匠家』 5」二作ic＆』『大辞典』
｛政風持み（1吸Hi曜と車知による）

図 4-33-5 

Jし興寺以来坊

天井板（写真より書き起す）

12145f 

E君4-33-6 

解説

摺み械は紋村を引き付ける時の竹口て1対l合せた桜が

蟻の男木の形をとり，渥いの材が女木の形をとり， 体

化するものであるロその使途は，専ら破風の持み（合掌）

の部分であるといって良いが，天井松に厚みのあったi時

代には，天井ニ板を揺み織によって対｜合せていた。

『辞葉」によると，欄は，この雇材の名称であり，この

継子の名を嬬み蟻と称すとある。またt闘は，蟻紋とも言
うとあった。 T大静典』では，ヴァリエーンヨンに示した，

Jj同Eと床板を引きつけるfl:口も摘み械としている。

隆史的には， r木」に， Yじ興寺桜'.IUJi0244奇），：削｜紋

に月jいられていた事が指摘されており，この伊jが内い。

破風＼j干み部分では，東福寺ベ！勺のもの（J:l36～ 1425年）が

古い。近一tll:大工さになると，ヴァリエ ションに!'Kl7Jミし

た吸付蟻による破風将みの技法が併記され，明治以後の

んよ脅からはj~－み主義は消えてしまっている。：』ひi絞め場

合にも，桜l'tさがf存くなり，布mr-をf史うようになり，近
世j末から近代にかけて，忘れられた技法になった可能性

がある。
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34.いなごぶし 稲子差 『討議μ 綿子指 「絵「司J

君IJ 称総子 r医家J，水稲子 r家尿」 「迄ft', 'U1三iL1

使用部材

天井板

「；仁作法3より

il?l4 -34-I 

十字放火升の天井絞

ヴァリエーション

形態

－l
J
1
己

ct:二三壬コミニ二
J l 
d 

図 4-34 2 

a b c 

7～8う，j 2～3分

4～5タ｝ 1ク〉
5分 r家lも
『工作コ法s

_,pl 

町本原， r Hl'i1,, i車

H稲子
国 4-34-3 

解説

稲子指は， Z震ね代のある薄い，椋総天井の天井板に使

うイuiである。その主；図は， FイJ1Uになった絞が枠縁のi泊
で零れ，機関が見えてしまうのを紡ぐことにある。 ド側

になる板に日比イ、jj曜と同様の蟻形の議を彫り，これに綿子

と初、するγj製の村を発し込み，上保1の板を綿子とト側の
板とで Ii支j;Jcむようにして車内めるのである。『工作法dに

よると，このH寺，重ね代（d）が探すきれば稲子の効果は失

なわれ，また，稲子のi毒も深くなり過ぎないように配慮

しなければならない。

ゥ～y1）エーンヨンに不した付稲子は，更に板）平の薄い

大井一似の場合に使うものである。この場介，織の形｛ま不

'JASS』

本しミなご

ll?l 4 34 4 

E工作法」 'JASS"' 

金物綿子 針令いなご

殴4 34 5 

裂である。上技uの械を重ね｛＂＼；の部分で，丸飽で自I］ってい

るのは， tえり｝妨げるのを容易にするためである。

絡はボラまたはイナと読み，イナはボうの幼魚、名であ

る。 ＇UL’本』の綴fは，おそらくイナゴと読ませたのであ
ろう。総子にせよ郁子（蛙）にせよ形からの類推で命名さ

れたのであろう。 F；芹子家」のE甘さや，鱗の’宇のむつかしさ，

を考えると，縦一子が古く，形の類推も月比り立つ稲子に，

何時的関にか変ったのかも＇ KPれない。

この稲子mの1:1.:11は，今［PJの修理Lて事報告書の認査で
は遺構からの実例を見出せなかった。
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出子家』込枕鎌r~r葉山込絵鎌こみせんかま35. 

F工｛十；去』 f也「家康J. j全打の鎌継市何？事プ］＂＇， tJli鎌継込十七ず］ちけら首かま継粉、~IJ 

態形

a =)iA 『家主主」

I＝号frA r工作法』

戸工作法，1こ「磯首の部分をまlにしJ
とある

a 

I__, 

ι 一一

使海部材

ロ

［一日
官
山4

 

貫
聞
出

図4-35 2 
F家尾」賞柱 ＇＆下室主 J F匠家J

内法：賞…釣束 'i郎作一事方」

角機λJ土lllu守！？の貴校ト「作J

ォ

L戸υ
~~v 

基本形の合成

1梨貫通し鎌

図 4 35-3 

ヴァリヱーション

o~戸j
（戸匠家sに類似する凶あり）『一仁作jよ」

向J主鎌

1214 -35-5 

'!IL家』

込1先鎌
隠 4 35-4 

総各鎌を使って柱内で賞を継ぐ同志鎌や凶）j"指鎌の系統

の技法は，略鎌の形態，司法比例は時代により巽なるも

のの鎌倉時代から使われているのに対L，込校嫌に日UIま，

今同誌等交したj童橋からは見出せなかった。

また込松鎌で継く場合，当然交究する貨は， i士jさを違

えて納めなければならない。 一方の四方指鎌は， i端店主

さを向じに約める1:L仁lになっている。

108 -

解説

込栓鎌は，柱内で賞を前五ぐBすの技法の つである。他

には，ヴァリエーションの墳に示したような技法がある。

同志鎌や問），指鎌（関4 40-4) Iネ略鎌の基本形を使

ったもので織によって柱との接合を計っているのに対L,

込栓鎌では込栓と鎌の組合せで柱と賞を繋いでいる。ぐ工

作11；」では，ス与衿鎌を，角械や駒寄せの貰に用いるもの，

とし，前者を糞般に丹iいるものとしている。もっとも，

これは他の文献に見られない記述である。
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『大辞典Jr古宇徒」竿引独鈷さおひきどっこ36. 

買手

なし称

使用部材

glj 

干の刷H凶をね心に 致させると
いう限引がT,f:、精逃μニあづた。
アー一一ーナ一一一1

+ .• 
「J

木鼻

図4-36 I 

「大計g，』'!1'4主~i

r木J

「大詰幸典J

杭一書［梁の側、鼻

キL 9Rl寄木蒜

通し柱納y;,

図 4 36 2 

J一一 lーづ

ど二一／
1主権ュ4

7 
一一一一一ノ

基本形の合成

E司4-36 3 

物が横波から分離していたのであろう。ところで単に）jlj

材にするというのなら木輿を<ll1'認しにしてれへ日掛けて

もよい訳であるが，域格しでは決構だけを苛にっくり，

木鼻を後から蒸し込んで総む事が;y；、可能である事による

が，後［！トの補修の界易さをうきえて，持し込んで剥［も＼守て

車知：！の技法が使われたとも考えられる。 r本」には， f周；1均の

ある木鼻を）JIJT、にして，キボ知i紋で引き付ける鋭利なT

I去 江戸時代に発注した1±I 1で Jと解説している。

ノトliil羽交した遺構に，この11:I iを使った1§1］は見出せな

かったが，干の剖1分での縦Tにや市均l系社事を｛主ず〉た｛列に

は， 15H1J'Pl教寺金同lj＇中 9fil'を 1主， 1656'f/Qi・.阪本質

縁著名 縁束，のj§I]のあ〉た容をFI川しておく。

* 11義務しとする1列もあるよ ・！・cあるc また本鼻を •I• 勺その！陪い

ものにつくる場介は，学 •IC知とすることがぜきないとやあろう。

竿・ •li知

解説

牛ワIJ幻自の学i:I:，閃から牛車知1織の竿からきていると

考えられる， '3 I独封3は一般に， 主r¥ll材相Iiを引き付ける

第三の部材を指しているようである。 r家路ょ了i: fl1法三

"!£i11'二jなどでは［Kl4 3G •1 ！討を斯く称している。 T貯

主主rにも引独!i11i主主（泌4 :16-4 !bi）及ぴ繰.J：.独鈷（快cl4

36 ・-4 (ci) 1:1:，終合判！日j,J,；、を繋ぐ）語い材となっている。独

鈷という名称からくる形態。〕述:it＼も，そうである。しか

し，や＇JI独鈷では，主lu't:した夜いの：＼ll材をもl：コておらず，

名j体のHlt!Jに疑問が残る。

さて，こうした技j去を用いる現出であるが，近f付近く

になると，彫物の装飾技巧が発注し，その為に，例えば

政il!ct本界などで， 十4として柱に総務込で組むのでなく，

Y,1）材にして彫り易くする事がれなわれたと考えらる。近

iii：頃になると，周；i却にたけているという事で名を桟して

いる大工もあり，職白色の尚でも工事的7口ーの1fliていも彫

c) 

ε三タ
）
 
Lυ 

百E三ヨヨ
aiど二Z

I i I 

同II 

nu 

図4-36-4 
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37.僻l.lE.窪めの仕口

~IJ 称なし

使用部材

基本形の合成

午・車持：

ヴァリエーション

11---0 

解説

形態

側足照的

04-37-I 

どこア

ll'l4 -37-3 

竿卒知継の応用例のーっとしてとりあげた。通例牛車

知（土，車先1をと7むからお込むが，この併では側面から打

つようになっており，こうした使い方を示す直J床でとり

あげた。この，＇！＇，典は東京帝 fl＇！大学造家学科所減の模勾 Jで

あるc

!Nil J:E竺めは，おの内部にJf＇｛付けた足咲め（＇静葉」）で，

建物の外向にくる部材である。一般の足照的（ム柱心に，

-112 

東五〈骨JE並大学造家学科
所蔵様明

図4-37-2 

その立むを 致させて納めるのに対L,1用足崩めはi踊って

約められるところから，竿車知で継ぐ際に，これを側足

並lめの｛~！Ji白iに設けることが行なわれているのである。
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38.雨戸権の佐ロ

~IJ 称なし

使潟部材

基本形の合成

ヴァリエーション

昨｝戸絵

図4-38-I 

関合学校講＇i
1701年

図4 38 4 

形態

5う子守

~ 

；対1討

i附 r U1ヨロ、sから
図4 38 2 

I モ主立 ！子短／i涯り服、

中1£ 'JI独鈷／織
柱ーヲi独封＜／松

r家展構造J

E話4 38-5 

114ー

＋匡紋子／'I＇車生iiと知折陸連
E自4 38-3 
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解説

この雨戸松のf士lI l立，今までとりあげてきた基本形，

合成形を史に組イヤせて つの約まりとした例である。こ

の：e,91uジ工作法』によっているが， i司書によると，簡易
な場合には， ~I独鈷をf史わず外面よりは1Jl'llt を校へ釘打

する，とある。また，棋を継ぐ撚には，二的iの見え掛り

を自己主主する窓口禾で， 竿cji.告r1に封

使うのであるo

F家路」では，この継手を使って，竿のう）7ドから村へ釘

打 L，最終的には釘を~.＠.す仕れや，またより簡単な手法

-117 

としてヴァリエーションに不したような単知lを使わない

継手を示している。これもJliH：長の圭r1rc:1庄を止めている。

「造作』では，形態以iに訴した仕口に関して，娠を引き

付ける為には，史iニ栓とね：の練際に模を打っとよい，と

している。

この実例は，遺構の中に兇II＇，せなかったが，関谷学校

講’ずに雨戸羽詰をヲ！独鈷てか引っ張っていると忠われる例か

修玉＇H工事朝日告警に泌ポされている。



総のIIゆi

窓口4 39-I 

縁の出隅の仕ロ

なし

使用部材

称

39. 

~lj 

、＼、、
' ,,j,,tJ,, 

態形

仁二亘二二二二二二戸

「

l
I
l
l
1
1
1
1
1何
日
け
け
什
寸

れ
H
U

l
l
I
l
l
1
1
1
L門
い

i
パ
H
2
2
2
i
i

。
西

υ〕

4.l:UH !fit反
大約・ j（封｜

3総立首 l石市民lo！腐秘）

寄蟻・契蟻

12] 4 39 2 

Z束・総校首 主主＇＂；

蟻

i 練京一間4~首

納

て主義が動かないようにしている。このT炉、の蟻を契主義，

あるいは独鈷と称している。この技法l:l,＇常治法式 ι（弘

11似）年一）にすでに示されている。日本では，校五号戸の定規

縁と縦艇を繋ぎ合わすのにしばしば使われ，その最も早

し、｛列は，太iJJ寺本ザ：(1285年）であった。

4の床板の｛士リで［Ill¥の！？方形の床板C1i腐板）ととたの床

板とは，大約で聖書れている。大柄は，雇いの納であり，

丸い形のもの，角形のもの，長方形のもの等があり処々

に使われる。 )j, •'ii腐似の；kにくる床板相互は実矧に

よって繋れている。対IIま，板と才恒を継ぐ時に使われる名

手J、でこのようにHi主い状のう宅起によるものを実姉！と称し

ている。
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解説

この総の/J',~院のHIJ は，様々な1J:cl技法を総合せた伊i

として，ここにとりあげた。形態凶は，部材を総合せる

手順にfえって，イ追われている11:I iを説明している。

］.東と縁究誌 (11,l，の肢と縁束とを繋ぐ45• に伸びる材）

が組合さった状態で，片蟻の女木の形ができる。

2＂＇まお It，これに務総で組む＊になるが，茸u;¥1rrr甘大
中造家学科yり；t披見慢の形態の場｛｝，戸Jの部分が余りに鋭

角すさ，法し込むときに，この角が欠けてmをなさなく
なる。そこで，この角度を絞め， 1J1鰐！の勾岡己をとってい

る。これを「あいのかね・間の掠二；J と称している。

3の：奇犠は，級交詰と床板の両者に対Lf1史われている。

総党首に対しては，蟻を寄せた後に残る泣穴に土聖水をし
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40. しほうざし 四万差

自IJ 称 なし

使用部材

形 態

三コJ

h工二

~ h-

h-

－~~ 

F二仁ft'i去」 T木構造」

足緊め

814 -40 I 

；争］存；争ヒ喧：

足［明主主

ll 92年

見lililめ（JE！崇め） T家原」 「木構造a

rn平島m
欠箆！張家11:宅（HJ1世紀）

tOI前j家住宅（1624～44年） 票廿i家住宅0662年）

高木家ftモ（l9l立紀flij、ド）

（形態に示す凶と異なるものも合めている。

似し，竿一市知自主を使った問ブJ去に絞った。）

F工i'l'i1:』
図 4－叩－ 2

rJ: 作法』

"' （文化庁所蔵資料より）

密4-40 3 

ド可枚鎌

図A一拍－ 4

一 一

一
'ur.家J
l'( 

pgjj{5鎌

関 4-40 5 E自4-40-6 
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何：：－SJ
東太:'ff事大列

島］本

]]99寺

12] 4 40 7 

A
仰
州
け
け
間
似
υν

叩
u臼

r家路構造ぇ『木構造己

図4 40 9 

『木構造』

図4 40 10 

解説

[CJ}j去の仕lI J土，住内てい相11：にi紅交する横栄村が位内

てい其々 j 息子， jJυ をつくるft 口を指して~う。 litって，

その千上Jiには，ヴァワエ ションに示したような， I主々

な子；去が兇られる。

形態に学げた｛日jは，年＇＊知 1$ltによって約めたものであ

る。柱は，竿約によって繰り抜かれ，この部分の街詰jlま，

車問し＇44，のfy}；~ で， 上下の全控Iii訴をつないでいる形となる。

この形をCiftfJと柄、している。このように，守主の材陣ilffi

が恭一しく欠かれるので，構造的に明ましくないjl;iiであ

るとし汁事が常識となっている。：ミ際グ）足i占1めでは，比

例めのH鴇と，床板！端を織えた納まりとする事がある。

この場介は， しばしば， )J'_閉めを柱！むより似をのせるうf

だけI曽L，』反f丸りをつける。

凶4 40-:l～？の伊jはね111より横架材のけ］がき大いII年

に，国各鎌をj~：って約める抑lである。この車内め｝jは，鎌食

材jめからをま場いその.］j;l（比例を変えなノアら，近般にま

でうけつがれた子法であるo 1~14 40・ 3はJ争i寺J争：1

堂の例で， i刈では柱（土略している。これはま旺み｜古lめの子

阪は不明であるが，府各銭tの燃のr＆.，杭1欠の引掛りの）北と
模の成を向ーにする:ffiてい， jJ口をまILみ凶める事を＂ r能に

している。

『御行＇＂ }j』

JI.＇＇＂め関4-40-8 

rn::::m 

原C>O)'p♂ヰz知，込拾による

r木構造」

密4-40-11

凶 4 40・ 6の山方指鎌グll:i<Iはおそらく誤まっていて，

l:i<l 4 40 4, 5 の形が正しし •o l:XI 4 40・ 6のような

約まりでは，柱の欠きを寅成の、F分と略鎌のII呼のおきの

手IIにしなければならないからであるo

l'XI 4 ・10 7は相欠を｛史って納める方？よで， l石i高に納

める方法としては，性の欠；員が少なく巧みな）ii去てれある

といえよう。

['X] 4 40 9は，行主jの弱まるのを防ぐ窓際iで， ！日方

の欠込と， l''}jの欠込をI立後つなげないようにしたもの

である。 l:i<l4 -10 JOは， ttーと機製材との！討には迷いの

1J: IIを令成したもので，これは，＇ JI張力によって，特に

loドf,~I］か羽！裂するのを紡ぐため：と牢えられている。

l:i<I 4 40 11は，康いの子：ょを絞ったものである。 24

の夜い納によってi可越の約まりとする例もある（禁Ill家住
宅指1p，島討の二点差Jehl(1662年） lo 

＊点本佐役 Hl'i＇文明氏の昔教示を得た。
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付重量 文献リスト

資料2000番代研究文献ザスト（学会関係が主）

.. ~母 'It対象

文献総数 60 

i付，学会［鍔係 部

その他 コド

林，j,¥fl件現 1 . . ... 20・的

手ト 剥f I 2050 

カラム 1 2057 

建築とl作 I 2062 

。以上の研究文献を，研究内海）｝ljに分類した iで，支紋リストをつくった。分子岳よrmはト記のとおり。
1. 作業性 2 分矧 :l. ti耳元5ヰit'I 

研
究
観
凸

4. f史Ill郎佼

7.経史

］（）.海外

5 形状

品開発改良

11 づ ；1;

G. 地主＜tt

9γ＇ 1司：

12. その他

＠内；沢｛立以ドのとおり（文献番号による検点表でもある。例λl:f2032の支出えは， 3構改特性， s.nr!Jc 
改良の頃でひく事ができる。 10の粒20:10, Iの1iC2のクロスする1'L訟の数が分類を不す）。

1コ0♂ー〉｛立ド 。 2 '.J ・1 c υ 6 8 9 

2000 :J 2・5 8・12 8 8 8 :l 

10 3 3・8 :1 8 :l :l 3 3 ' 
20 " 3・8 3 7 7・ll 3 3 8 。

30 :3'8 3・8 6・9 :l 2・5 2・5・ !2 2・5 3 

10 3 つ 込 3・10 3 :J 日，a’10 3 3・8・！!I 1・8

50 3 7・12 3・5・7
＇＇目／

ll 3・8 l・Hi 2事正i‘5 12 

“） 3 :1 

研究~~！！.＇.

203(1-l 4・6

たf、c.2056は＼ 2056 2 l・6

205バl :l l 4 (j 

＠以トのリストは研究続出別に技べてあり，司？？をして取れるものは， 2 [11111以内はコ ドのみをポす。

。略号 論文字i合集 "' 大会iム？和議（呉！！！＇侠気 大 R庁’！＇t'f!l1'c 柿「

っし Jz部研究報F；；区及び〔〉（ノ支部 （＇｛•紳rl 柑Pit発表会論先鋭（又はt!)IWえ i)C)

.[t海道開北 東北開・京

関東 ・ii/f.関

i立 五世 ・Ti/f .近

東海 ・Tilf • iN 
~t ~l'· 日f • ~＊ 

1j1 凶日1・1j1 九州桁・）L

中ltl・九州 研・ 1[1・）L
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1 作業性

コ γ J 女 的宅献工の程境i~IJ醐名労務査量そとの作ヲ4 ）き内 : 詩
者 m 典 年 月

2 0 0 2 主米材組工i1'、の大i ff >I 月填 大 i沼持152"1'・]0月

若手の分析（木賞系住 水元 IW 

主 JI 男

渡辺 充

20081木造1±llの作業予測について l ｜広瀬鎌二 人千 ｜昭和44年 8月

今井 樹

2 o 4 9 I在米Lil<、住宅のJjj材および木工事関係，作業｜上村 まえ 林業試験場

分析とその合埋化 凶！申： '.Ji: 研究報告 278号

2 0 s 61木造住宅在来工法の改良に関する研究間 神 1!1 開f• r主i I B~和51 寺

2 T1＇主的アンケート誠査一 2 '!'-JI＇修
作j聖子 晴夫

2 0 5 61木造住宅在心の改良に闘する時間山 神 LII 新・誌等 問手1151年

-3 工務店アンケート誠意主 3 平 Jt修

河野晴夫

2 o 5 s I木造刊行の作業併について 実態糾？？平I"'' 広瀬鎌1 イi)f・関39[1tj 昭和43年

中村 務

）（ 問静雄

2.分 類

2 0 0 31木造紋子.1±11の研究 71 口洋佑 ｜大 昭和50年10月

安 ｝I 1安縫

本日J政史

2 0 2 0 ！部位別仕上村構t去の研究 i井口｝宇佑 ；大 j昭和4吉年!OJ]

一！京王E凶に幕づくれ iディテーノレの体系 森谷 xli:J告

阿部 I午

2 0 3 6 部品の被類について（扱介対象の分析） ｜井 11l:'f'佑 ｜論 89 11附 138イF!J月

漉辺健

2 0 3 7 l 接合の考え）J JI 口 j.'('1ii 5命89 ｜昭和38年 9)J 

2 0 3 8 i接合郊の体系化における掠触阪の研究 井 iI j芋佑 火 , II足利J44f!'8月

片桐嗣総

2 0 5 71手同迭のジヨイント ［消水 iカラムNo.12 I B円平日391f.l())J

3 構造特性

2 o o 1 I木造車枇同調する時＇ E（第 l戦） I f朋矯 1出 ！大 ilp,10司18年 5月

主主｛左足 .rlミ』ll

2 o o 9 I和風1Jf]のヲ！日長総力試験 ！飯塚五郎蔵 大 I 昭和52年問

司会井 yft[i

｜例lo3<F9月2 o 1 o I 和風社口の11~.長廊）J試験（第 2 報） i飯塚五郎蔵 大

一害！J模ftlI 斉藤泉
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コード 文 自i 名

2 o 1 1 I床用水質枠組ノマネノしの社ii総力について
その l，枠紛の実験〔せん断力〕

2 0 I 2 隊用木賞枠組パネルの1L111IHJJについて

；その2，パネルの実験

2 () 1 5 泣き掛大栓継の引援強度について

2 o i 6 I既存本一造1Utの鮒渓補強にi到する研究
（第l註iJを合郊の耐力試験）

許 苫

IU it f拭

i日間修

ill f七 f乳

泌同修

後藤一雄

金谷紀行

2 () 1 7 7燃在宅木造軌絞め水平認す力iこ及ぼすttと横架材｜杉山県i男
のイ！日のllTYl!Y日 1.＇~i III泌うた

千J烏考轡

2 0 1 8：木材火打lまりとノfrj'IX5Kり火打の降I］＇院に関する；徳関連犬

実験的研究 ；杉山手定男

有馬考袴

2022!1'Ji磁の簡易木~I諸手の力学的性能について ! II 上央労

2 o 2 :i I木造れ1結核介在日の強度技iこ碍lj／主：に関する実験｜出法平守’
（酔f震聞す患L木構造に撲iする研究 第3字詰） ｜狩野存

fむ4名

2 0 2 7 ノドiii突付枚目4付111！の変形iこ関する実験自＇'ll•背 後藤 . E~ 

究 ｜小野沢修

小 111F島也

片品傾敏Jff:

2 o 2 s I集成木村の鉄桜添桜ボノレト綾子のぬげ試験 ；飯塚五郎蔵

2 o 2 g Iフドi志社口の実験的研究 i I村山祥

2 0 3 l i 木構~料梁f上 i iの強度及同lj節度の＇.jミ験的側＇！＼： Ii可聖f尚夫

2 I) 3 2 木構造林染1t:Uの強度及側節度の実験的研究河野縦犬

2 o 3 4 I介板をウエブ材とした木構造の研究（第7報i高官 It:
ボノレト終合） ) I [ i白正 RI]

2 () 3 91木造軒先日本の段何>tJJ
葛 E'i英夫

飯塚Ji郎蔵

菱沼干I］行
＊＊ 

2 I) 4 () i木造柱梁掠イヤ部の強さ投ぴに閥lj皮に隠する研i十日 j量T・"{: 
究（耐震耐風木構造に関する研究年L1朝：）［狩野泰－

2 o 4 1 I i簡易木造繊手の強度に関する研究（鉄の使用後藤 雄
誌を板減せる木造副主'f・Ol実験的研究 その1)

2 0 4 2 木造ボノレトHTの改案に持者する術究（欽の佼 l後藤…総

JIH量を事長減せる木造副主子の実験的研究 其の iXi亨六郎
張棒隣

*) 2012の段概

* *) 20おの概概
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大

大.j溝

大.j脊

大・横

大・構

議 245

大］

論 53

大 76り

さ千ムヮ
阿隠 ルー

建築雑誌：

大 9

論号外

大

建築雑誌

論 33

論 33

9毛 年月

昭和53年9月

切手l53if・吉月

Si'HLI54年9月

昭和54Sj'.9月

昭和54年9rJ 

昭和54年 9JJ 

昭和51年7月

昭和11年3月

日日手自31年6月

昭和：J7年9)J 

U?J干llll年7月

日託手目13'F3 J-1 

日守和J:l年4JJ 

II日和4C年 9丹

日守和49年10月

昭和11年3月

昭和19年4JJ 

昭和19年4月



コード； 主 部： 名 1同一 15・ m fl! 

2 0 4 3 添桜による木波紋ずの！…白宿実験 I E.H.Kayser l建築雑誌 l昭和13'1'8月

A.Herzog 

（長iii 京抄）

2 o 1 1 I衝撃力に対する木造網角部の強さに関する研 芥 iI d申~、 高指 33 ｜昭和19'1'・ 4月

先 関；白米良雄

20451＇佑撃力に対する木造柄角部の強さ iこ関する研 谷 u
＂＇令J、 i l悲築雑誌 I R~平日 17匂. 3 ) J 

·；~ 問治米辰雄

2 o 4 6 I木造合掌鼻店主子に紋て A.Troche ｜建築雑誌 ｜昭和11判月

（！漆凶千手rj抄）

2 0 4 7 衝撃力に対する木造問角郊の強さにi渇する研芥 iI d中~、 ｜限利17判月

旬フ円今Tい 田治米辰雄

2 o 4 s I貫入端部11'介 W.G.Wood ｜建築雑誌 ｜附5昨 11月

A C恥1ills

（馬場行月以
安藤i主

2 0 5 0 市建築構造材の）J予約研’光 杉山 1)~ ＇丹 総合研究報行書昭和55年 3)] 

継干の強度について 同 iiIT忠締 「自然科予の子

I去によるj昆F事・

市文化財等の研

う~J

2 o 5 2 I 鎌縦形式の符＇｛~がj変遂について その 1 ｜れ楯 i呆 ｜研中九 3 ｜昭和5昨 2月

(l，主子， HI！の研究 No. 2 ) 

2 o s 4 I木村のi拍げ強度に及ほ寸切鍬の影響（寄＇ 2報） 飯塚五郎蔵 却I8 E司干11254三10月

2 o 5 5 I木治献千の力学的性能について ) I ！と英男 ~Jf ・ 1長 18 昭和51年 2)j 

2 o Go I近江震災所感 武田玩 建築雑誌 273 明治•12°f

2 o 6 z I c''•fJ\l支部「1t来工法 研究会」中間報合 全84'建築士会 建築と工作 A？＼有155"1'7月

第2仰構造材の継子とイ！日 二重県支部 228号

伊勢綾設分会

4.使用部俊

2 o 1 9 I叩｛以による畑一山すrii I絡
る実態調交 火政良博

大・構 ｜昭和53年 9月

IUキす丘：男

2 0 5 6 木造住宅花来I法の改良に関する研究その4 fill山幸弘 研・関 ｜昭和5l"F

1 工務店アンケート ~Wl1i 1 平井修一

河野晴夫

2 0 5 6 前出（→ 1) 

3 

2 0 5 7 日lj出（→ 2)

ネ） 20470）柑慨
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5.形 状

コド 主 献 包 1苦 i'i 日・. 増d、l 会E 月

2 0 0 3 前出（→ 2)

2 0 2以前出（ > 2) 

2 0 2 I 捺倣面における接合部の分析および体系化 井 iI i半佑 ｜大 l昭和45・す11月

（接触耐と総立て分鮮の方向との関連） 佐々HI耕三

2 o z 5 I鎌継ぎの幾何学的形式について 完全詰 告t ；議 89 ；昭和39年日月

(j章子， H:I！の捌究］）

2 o 3 o I木造｛l:fJの形と名称の分社j状態について rt諌員事t i論・号外 i昭和42年10月
（予備調査 I) 木村 i盈努

金子 ・IllMi 

2 0 :i 6 ！前rn（→ 2) 

3037！前:I',（→ 2)

2 o 3 8 I詰illh （→ 2) 

2 o 5 2 I前出（→ 3)

2 o 5 3 I鎌継形式の時代的変遷について その 2 岩楯 保 続• }L 22 町j剥151司2月

(j虫干ft口の研究 No.:J ) 

2 o 5 7 I詰iitll（…＞ 2 ) 

6 地域性

2 o :1 o I前出（→5) 

2 0 3 3 i近世に於ける職人技術の地理的分布について 広瀬鎌二 大 UP,平日46年11)]

（予備調査 1) 松！剖ji主主目lj

2 0 5 6 前出（→4) 

1 

2 0 5 6 前市（→ I) 

2 

2 0 5 6 前出（→ I, 4 ) 

3 

7.歴史

2 0 2 4 i f経史的に兄た日本のブレ7アブ後築 i 内藤凸 主E築雑誌 l沼干[138年12月

z oz 5 I前/I', （→5 ) 

-129 



コード 文 語i 名 i者 j• ij 月

2 0 2 6 加て精度より兄たる古代から中titへの変殺に 波 illf呆忠、 ；大 自Z干11371f9)J 

ついて ｜組織 的L

(H本建築制f術設計の統計約研究 その 2) 

2 o 5 1 I絞れ仕υより児たる技術史研究序説 ；れ楯 i* ；昭和内2)J 
（紋子仕11の研究 Nu. 1 ) 

2 0 5 2 t]if ti', （→3，日）

2 0 5以前出（→ 5)

8 開発改良

2 0 0 4；木造住宅詰米てが、の改良に詰与する研究 その

15，総子・行iI CJ鶴岡持イヒiこ対する孝弘宅

2 0 0 5 '1 木造tt宅花来工法の改良に関する研究 その

12，食物に関する調査

2 o o 6 I木造住宅在来仁t去の改良に関する研究 その
l1，改良の実際

20071木造住宅在米If去の改良に関する研究 その

10，開発安l*I及ひ”改良の倒1;'.¥

2 o 1 1 I前出（→3) 

神山幸弘

渡辺泰

｜水谷公

横溝 7l帯

当二llJJii茂i呆
神山宇一弘

波 j立泰

水谷公

織t品｝＇［，幸
村i1J1 ¥ ij), 

波 ill.泰

水谷公

織i蕎克宇

神 ilJ￥弘

渡辺楽

水谷公

織｝品 'i1：キ

2 0 I 4 ！被合構w、の開発システム l，一般的ぢ察 ｜波辺.....rl 

2 0 2 2 I前出日）

2 0 2 8 ！詰ij/J',（参 3)

2 0 3 I I酬 い

2 0 3 2 i部出（→ 3)

）

）

 

3

3

 

夕

、

，

（

（

 

山
μ

山口比

古

則

的

川

氏
U

0

6

4

4

 

0

0

 

2

2

 

130 -

Z司1'1152斗JOI'l

大 昭和51年10))

大 i
 

ーハ
υー
ド

r
イl
 

r
J
 

ゐ
刑
判
刀口

大 j
 
F
Y
 

ハリl
 
cr 
p
父ーに3

4
み！
山
恒

大 II日平H8ffl0月



II チF典J品者活一＇~ 謝tコード； 文

2 o 4 9 I前出（タ I) 

（ゅ 3)前日12 0 5 5 

称9 名

自）2 0 3 0；前出（ > 5' 

時j/I', （→ 6) 2 0 :1 3 

外

2 0 4 31前If',（…→：1) 

204611iti!H ( '3, 

10.海

自）

8) 2 () 4 81制日

法1 1 寸

2 0 2 5 ！前If', （→5 

自）

）
 
1
 
1
 

6' 

2 () 2 6 i前市（→7

以

mH
ハυ
ーハυ

ワ
μ

その他

2004］前／！＇， （→自）

12. 

5) 品

川
リ

』

q

詰

LH

7

1

 

3

5

 

Aυ

ハ
υ

2

2

 

昭和112年10月論・号外J 1 I村力男

（→7) 

民家の大ヲi同己資とf十iiについて

土佐・大川村

2 () 5 9 



江戸務大工書類

2 

3 ｜紙I援すL j溝口林都 寛政 2/179C 1内際文庫

4 j何百氏側縄塁私記｜付可幸裁 文化j…：1i都立凶 ｜今両氏
τ、 ｜番夜従来 ；伊奈葉r宇姻 I 5(政12/1829I I司郎文賭；

G iん日主主It!医大企 I 111伺恭平 ｜嘉れ／悶1I I畑山陀
7 l規土日見術事l廻凶併 鈴木多嫡 ＇＆；政 3/18号6 都均一部 i ）品 矩

8 修造広cc

9 ｜番反問来

iO 

14 i継子縦形車f週之古11

15 ｜総物姉綱相凶

16 I ＇京舎 l;JJ級方

17 l作争雛万三

4 日ぶ建築1什U：、

り JASち11

6 建築lit術教＊ ~＇巻

7 明治前日本建築技術史

お 娃i築木構造工frt器拡

9 建築焼郊w、
）（） 建築グ〉造什17!1!1¥

jj （「木Jの表紙解説）

12 建築ん辞摂
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Iド社主主築における構造と枚持jの発達について 大森健二二 196］年，私家版

古代建築の構成と技？よ 鈴木嘉手与

（鈴木jif;占， i虚辺義liltf来院似1盗と源院議1i':J, l974"F，行波古店 Pfi収）

伝統のディテーノレ 広瀬：去最 ム 1972年，彰凶社

'i• j立新様式における構造の改革に慨する史的考察 IH 'i> 淡

(111'建築の特質刊行会編ir 11木技築の特質ム PP.279～32月 1976年，中央公論美術庁，）仮所以）

古代の建築技法 Tfi事ゴ： .'Iii•

（骨格弘太郎，関野論ir 日本の建築 2J, 1976年，第法規所収）

中刊控築の構造技法 伊藤延弘五財一雄重

（伊藤，大BJ，ち与野編「行本の主主築 3J, 1977年，第 +1；滋所以）

)lL titの建築技j去 服部文雄

（伊藤，大泊、関野車iolr Hァドの後築4J, I 甘76年，第法規所~YJ

“On Tsugite Shikuchi and Woodworking Tool': Nobuo Ito （伊藤延男）

肌 I筑t肝 γwtionalSY叫》osium0・1 the Con三eγvationa慨iRest；γαtio汎 ofCultural Pro争巳γty,

(T. N. R. I. C. P .. 1978) 
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本；張先7号は1980年度の研究の報白井て二本来グJ'/C!＆年より10年；？とり遅れた完成となっている。脱稿から＊Uicにいたる

までの慌に，桃子， f上ii を記述した新たな軍安文化貯金字修l'i＇~工事誠一白書の1tHや，研’え論文やHT, 1UJに関するjヌl去

の出版も少なからず行われている＂ 1+1には，本字、手tf1' （乃記述。〉再考をうながす内容を持ったものもある。ではあるが，
本；込先書は， l自80年度(,If究のNi：＇；さとして，それらの新たな資料，議主 Rを＊！＼りiみまずに佼1Eーをすすめた。抗告の，その

j勺の ［fl!？をi!lたいと考える。

本知子it；のjヌII日；ii土全体を見たときの銃千！告と兄やすきを・Jg・悲して， It!の文献の参！!¥1に際しでもそのままのコピ とせ
ず，統 した河li.I見のものに議き改めた。

隆史的実例でI:!,.....つの被イヤ部分に様童文の終了， 111iが重なって使われている土晶子？があり， これがIx！宝ならぴ軍要文

化対修ij(i事総子1書の1:x1miでは，そのまま抗かれている。また，古ll材によっては，その部付ならではの浅雑！な断［出1iJ惨状

をとるもグ）もある。

このような凶奴をもとにする場fr，クロ ズアソブする桃子， 11:I iを州市する主主昧で＼この報告書の阪では，彩をf,lj

略に表IJIしたものが少なくなしh

iEfi'I<な形態的知識を必嬰とされるJ晶子干には，！？？、典にけをiiliされることをおjめる。また，／r・ofを得て恥、載する場｛＇，、にさ

いしても，そのままの転絞は，出i¥1とは呉な〉たtklを1ムめる事になるので＼十良市な11！し、を明みだし」

〈研究綴織〉 （勺時） （岐点）

i二？？ 内 III作 J占 ~o，，，；大手教絞 明治大、戸教J完

号4と i口ct 千JI総是正ザj 東京；［EJ什虫；化財僻究所長 神P.:'i術I科大学教災

太 Ill1おうた 東洋大学助教J:{ 東洋大l芋教授

副長片 事t 林業試検場校行 農林ノド11｛（省森林総｛｝f汗究所
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